
石和清流館整備工事（建築主体）（債務）
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図番 図面名称

Ａ棟：　１　内部改修

原図サイズ　Ａ３

縮尺

Ａ３
図番 図面名称

原図サイズ　Ａ３

縮尺

Ａ３

図面リスト　１
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Ａ棟　既存図（１階平面図）

Ａ棟　既存図（２階平面図）

Ａ棟　既存図（屋根伏図）

Ａ棟　既存図（立面図）北面・東面

Ａ棟　既存図（立面図）南面・西面

Ａ棟　内部改修（１階玄関廻り）平面図

Ａ棟　内部改修（１階玄関廻り）天井伏図

Ａ棟　内部改修（１階玄関廻り）改修内容１

Ａ棟　内部改修（１階玄関廻り）改修内容２

Ａ棟　内部改修（１階玄関廻り）現況展開図１

Ａ棟　内部改修（１階玄関廻り）現況展開図２

Ａ棟　内部改修（１階玄関廻り）家具図１

Ａ棟　内部改修（１階更衣室他）現況平面図

Ａ棟　内部改修（２階射場廻り）現況平面図 1/100

1/100Ａ棟　内部改修（２階射場廻り）現況天井伏図

1/ 10

1/100

1/100

1/100Ａ棟　内部改修（１階更衣室他）現況天井伏図

Ａ棟　内部改修（１階更衣室他）改修内容

シャワーブース撤去図 1/ 50

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/100

1/  5乾燥二重床　詳細図

Ａ棟　内部改修（１階更衣室他）現況展開図　１

Ａ棟　内部改修（１階更衣室他）現況展開図　２

Ａ棟　内部改修（１階更衣室他）現況展開図　３

1/100

1/100

Ａ棟　内部改修（１階便所・洗面所）平面詳細図 1/ 50

Ａ棟　内部改修（管理通路階段取付）平面図

Ａ棟　内部改修（管理通路階段取付部）天井伏図

Ａ棟　内部改修（管理通路階段取付）平面詳細図 1/ 30

Ａ棟　内部改修（管理通路階段取付）断面詳細図 1/ 30

1/100Ａ棟　内部改修（剣道場）現況平面図

Ａ棟　内部改修（剣道場）現況天井伏図 1/100

Ａ棟　内部改修（剣道場）改修内容　天井改修リスト

1/100

1/100

Ａ棟　内部改修（剣道場）現況展開図１

Ａ棟　内部改修（剣道場）現況展開図２

Ａ棟　内部改修（剣道場）現況展開図３

Ａ棟　内部改修（剣道場）鋼製床システム平面図

Ａ棟　内部改修（剣道場）鋼製床システム詳細図

Ａ棟　内部改修（剣道場）コートライン図

Ａ棟　内部改修（剣道場）鋼製システム壁展開図　１ 1/100

Ａ棟　内部改修（剣道場）鋼製システム壁展開図　２

Ａ棟　内部改修（剣道場）鋼製システム壁詳細図１ 1/ 15

Ａ棟　内部改修（剣道場）鋼製システム壁詳細図２ 1/ 10

Ａ棟　内部改修（柔道場）現況平面図

Ａ棟　内部改修（柔道場）現況天井伏図 1/100

Ａ棟　内部改修（柔道場）改修内容・天井伏図リスト

Ａ棟　内部改修（柔道場）現況展開図１

Ａ棟　内部改修（柔道場）現況展開図２

Ａ棟　内部改修（柔道場）現況展開図３

1/100

Ａ棟　内部改修（柔道場）鋼製床システム平面図

Ａ棟　内部改修（柔道場）鋼製床システム詳細図

Ａ棟　内部改修（柔道場）鋼製システム壁展開図　１

Ａ棟　内部改修（柔道場）鋼製システム壁展開図　２ 1/100

Ａ棟　内部改修（柔道場）鋼製システム壁詳細図　１

Ａ棟　内部改修（柔道場）鋼製システム壁詳細図　２
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1/100Ａ棟　内部改修（１階更衣室他）改修平面図Ａ：1-09
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Ａ棟　内部改修（１階便所・洗面所）改修内容
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Ａ棟　建具改修　１階建具配置図

Ａ棟　建具改修　２階建具配置図 1/200
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Ａ棟　建具改修　建具表１（金属製建具）

Ａ棟　建具改修　建具表２（金属製建具）

Ａ棟　建具改修　建具表３（金属製建具）

Ａ棟　建具改修　建具表４（金属製建具）

Ａ棟　建具改修　建具表５（ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ）

Ａ棟　建具改修　建具表６（木製建具）

Ａ棟　建具改修　建具表７（木製建具）
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Ｂ棟（スポーツ練習場）改修内容

Ｂ棟（スポーツ練習場）既存図

Ｃ棟　（遠的場・射場）改修内容

Ｃ棟　（遠的場・射場）既存図

Ｃ棟　（遠的場・射場）屋根改修図　１

Ｃ棟　（遠的場・射場）屋根改修図　１

Ｄ棟　（遠的場・的場）既存図

Ｄ棟　（遠的場・的場）改修内容

Ｄ棟　（遠的場・的場）屋根改修図　１

Ｄ棟　（遠的場・的場）屋根改修図　２

Ｅ棟　（倉庫）既存図

Ｅ棟　（倉庫）改修内容

Ｆ棟　（相撲控室）既存図

Ｆ棟　（相撲控室）改修内容

Ｆ棟　（相撲控室）屋根改修図　１

Ｆ棟　（相撲控室）屋根改修図　２

Ｇ棟　（相撲場）既存図

Ｇ棟　（相撲場）改修内容

Ｇ棟　（相撲場）屋根改修図　１

Ｇ棟　（相撲場）屋根改修図　２

Ｈ棟　（屋外便所）既存図

Ｈ棟　（屋外便所）改修内容

Ｈ棟　（屋外便所）内装改修

Ｈ棟　（屋外便所）屋根改修図　１

Ｈ棟　（屋外便所）屋根改修図　２

外構

外構改修　外構平面図 1/400Ａ：5-01

Ａ：5-02

Ａ：5-03

Ａ：5-04

Ａ：5-05

Ａ：5-06

Ａ：5-07

外構改修　基礎リスト（機械基礎Ａ）現況図 1/100

1/100

1/ 50

1/ 50外構改修　基礎リスト（機械基礎Ｃ・Ｄ・Ｅ）

外構改修　基礎リスト（機械基礎Ｂ）

外構改修　基礎リスト（機械基礎Ａ）油庫基礎

外構改修　基礎リスト（機械基礎Ａ）発電機基礎

外構改修　基礎リスト（機械基礎Ａ）配置計画図

1/400

仮設計画図

Ａ：6-01

Ａ：6-02

仮設計画図（外部足場）

仮設計画図（外部足場リスト）

建築工事特記仕様書（その５）

建築工事特記仕様書（その１）

建築工事特記仕様書（その２）

建築工事特記仕様書（その３）

建築工事特記仕様書（その４）

設計概要・工事概要

案内図

配置図

Ａ棟：　２　外部改修

Ａ：2-01

Ａ：2-18

1/ 50

1/200

1/200

Ａ棟　外部改修概要

Ａ棟　外部改修　立面図１（改修概要）

Ａ棟　外部改修　立面図２（改修概要）

Ａ棟　外部改修（軒天）　１階天井伏図

1/200

1/200

1/200

1/200Ａ棟　外部改修（軒天）　２階天井伏図

Ａ棟　外部改修（軒天）　改修リスト

Ａ棟　外部改修（屋根）　１階屋根伏図 1/200

Ａ棟　外部改修（屋根）　２階屋根伏図

Ａ棟　外部改修（屋根）　立面図１（樋改修）

Ａ：2-02

Ａ：2-03

Ａ：2-04

Ａ：2-05

Ａ：2-06

Ａ：2-07

Ａ：2-08

Ａ：2-09

Ａ棟　外部改修（屋根）　立面図２（樋改修） 1/200Ａ：2-10

Ａ：2-11

Ａ：2-12

Ａ：2-13

Ａ：2-14

Ａ：2-15

Ａ：2-16

Ａ：2-17

Ａ棟　外部改修（屋根）屋根改修リスト

Ａ棟　外部改修（屋根）軒樋・竪樋改修リスト

Ａ棟　外部改修（屋根）２階３通り軒樋改修図１

Ａ棟　外部改修（屋根）２階３通り軒樋改修図２

Ａ棟　外部改修（屋根）屋根Ｃ改修詳細図

1/ 50

1/ 30

Ａ棟　外部改修（屋根）屋根Ｃ-２改修詳細図 1/ 30

Ａ：2-19

Ａ：2-20

Ａ：2-21

Ａ：2-22

Ａ：2-23

Ａ：2-24

Ａ：2-25

Ａ棟　外部改修（屋根）屋根Ａ詳細図　１ 1/ 10

Ａ棟　外部改修（屋根）屋根Ａ詳細図　２ 1/ 10

Ａ棟　外部改修（屋根）屋根Ｂ詳細図　１ 1/ 10

Ａ棟　外部改修（屋根）屋根Ｂ詳細図　２ 1/ 10

Ａ棟　外部改修（屋根）屋根Ｃ詳細図 1/ 10

Ａ棟　外部改修（屋根）屋根Ｃ-２詳細図 1/ 10

1/ 10Ａ棟　外部改修（屋根）屋根Ｃ-2詳細図　２

Ａ棟　外部改修（屋根）竪樋Ｍ＋Ｎ受け・取付平面図

Ａ棟　外部改修（屋根）竪樋Ｍ＋Ｎ受け梁取付矩計図

1/ 50

1/ 50

Ａ：2-26 Ａ棟　外部改修　階段詳細図 1/ 50

1/100Ａ棟　内部改修（２階的場廻り）現況天井伏図

Ａ棟　内部改修（２階）改修内容１

Ａ棟　内部改修（２階）改修内容２

Ａ棟　内部改修（２階）改修内容３

Ａ棟　内部改修（２階的場廻り）天井改修リスト

Ａ棟　内部改修（２階矢取口）家具図 1/ 50

Ａ棟　内部改修（２階便所・湯沸かし）平面図 1/ 50

Ａ棟　内部改修（２階トイレ・湯沸かし）改修内容

1/  5乾燥二重床　詳細図

Ａ棟　内部改修（２階廊下）現況展開図１

Ａ棟　内部改修（２階廊下）現況展開図２

Ａ棟　内部改修（２階廊下）現況展開図３

Ａ棟　内部改修（２階廊下）現況展開図４

Ａ棟　内部改修（２階廊下）現況展開図５

Ａ棟　内部改修（２階廊下）現況展開図６

1/100Ａ棟　内部改修（２階的場廻り）現況平面図

Ａ：1-62

Ａ：1-55

Ａ：1-56



ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

機械設備

電気設備

)

ＭＳ-２サッシュ周り　水切り　面戸　金物周り

］3.1.2］［表3.1.4［

］3.7.1］［表3.7.2［

）JIS K 0114　　　３）分析方法　ＧＣ－ＥＣＤ法による（

）によるa（3.7.5　　　１）除去方法　改修標仕

　・１次分析（ＰＣＢ含有分析の要否判定）

　・２次分析（ＰＣＢ含有分析）

　　ＰＣＢの含有について分析を行うこと。なお、分析結果は速やかに監督職員に報告すること。

　　　２）採取方法　分析機関の指定する方法により採取する

　　　１）採取箇所　計　　　箇所

　　シーリングにＰＣＢが含有していた場合の措置

　　工事に先立ち、工事範囲のシーリング材を各部位毎に採取し、シーリング材種についての判定

　　なお、判定結果は速やかに監督職員に報告し、ＰＣＢ含有分析が必要な場合は監督職員と協議

　　　２）処理方法　関係法令により適切に処理すること。また、密封できる容器に保管し、採取

　　　　　　　　　　時期、使用部位、ＰＣＢが含有していること等を明記の上、施設管理者へ引

　　を行うこと。

　　する。

　　　　　　　　　　き渡す。

ＰＣＢ含有シーリング調査

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

6

を標準とする3.7.1　※下表以外は、改修標仕表

シーリング シーリング改修工法の種類　　

　・シーリング充てん工法　　　　・シーリング再充てん工法　　　　

　・拡幅シーリング再充てん工法　・ブリッジ工法

シーリング材の種類、施工箇所

外部下流し

当たり１箇所ｍ
２

設置数量

メーカー仕様による

（　　　　　）

］3.5.3］［3.4.3］［3.3.3［

］3.2.6［

］3.6.3［

・Ｘ－２

仕上げ塗料塗り新規防水層の種別

・Ｘ－１ ・シルバー

・カラー

］3.6.1］［表3.1.1］［表3～3.6.2［

使用分類仕上げ塗料等新規防水層の種別

※非歩行

・軽歩行

・カラー

・シルバー

・Ｓ－Ｆ１　・Ｓ－Ｍ１

・Ｓ－Ｆ２　・Ｓ－Ｍ２

・Ｓ－Ｍ１　・Ｓ－Ｍ２

・ＳＩ－Ｆ１　・ＳＩ－Ｍ１

・ＳＩ－Ｆ２　・ＳＩ－Ｍ２

・ＳＩ－Ｍ３

］3.5.1］［表3.1.1］［表3～3.5.2［

］3.5.3［

］3.5.4［

既存塗膜防水層表面の仕上げ塗装（Ｌ４Ｘ工法の場合）　※除去する

材　　質種　　類

・ポリエチレン樹脂　　・ＡＢＳ樹脂

・ステンレス　・鋳鉄　　・メーカー仕様による

・合成ゴム　　　・塩化ビニル樹脂

・ステンレス　　・銅

・平面部脱気型

・立上がり部脱気型

脱気装置　※設けない　・設ける

施工箇所防水改修工法の種類

目地処理　ＰＣコンクリートの場合（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

脱気装置　・設ける　・設けない

・Ｐ０Ｓ工法

・Ｓ４Ｓ工法

・Ｓ３Ｓ工法

・Ｍ４Ｓ工法

・Ｐ０ＳＩ工法

・Ｓ３ＳＩ工法

・Ｓ４ＳＩ工法

・Ｍ４ＳＩ工法

施工箇所防水改修工法の種類

・Ｐ０Ｘ工法

・Ｌ４Ｘ工法

］3.3.2［

］3.3.2［

］3.2.6［

］3.3.3［

］3.3.2［

］3.2.5［

］3.3.2］［3.2.2［

新規防水層の種別施工箇所

護

保

水

防

露出

防水

防水

屋内

］10～3.3.3］［表3.1.1］［表3～3.3.2［

・Ｐ１Ｂ ・Ｂ－１　　※Ｂ－２

・ＢⅠ－１　※ＢⅠ－２

・Ｐ２ＡⅠ

・Ｐ２Ａ

・Ｍ４Ｃ

・Ｍ３Ｄ　　・Ｐ０Ｄ

・Ｐ１Ｅ　　・Ｐ２Ｅ

・ＡⅠ－１　※ＡⅠ－２

・Ａ－１　　※Ａ－２

・Ｃ－１　　※Ｃ－２

・Ｄ－１　　※Ｄ－２

・Ｅ－１　　※Ｅ－２

（保護層は図示による）

・Ｐ１ＢⅠ　・Ｔ１ＢⅠ

）mm厚さ（新規防水層の種別施工箇所防水改修工法の種類

防水改修工法の種類

　・　25）　※mm断熱工法の断熱材　　厚さ（

15mm　・乾式保護材の材料　※押出成形セメント板　厚さ

アスファルトの種類　※３種　・４種

保護コンクリートのコンクリート種類　　※無筋コンクリート

Ｐ０Ｄ工法の二重ドレン　　　　　　　　※設けない　　・設ける

Ｍ３Ｄ、Ｐ０Ｄ工法の脱気装置　　　　　※設けない　　・設ける

既存露出防水層表面の仕上げ塗装（Ｍ４Ｃ工法の場合）　・除去する

　　　　　　　　　　ただし、特定フロンを含まないもの。

立上り部の保護

・Ｍ３ＡＳ工法

・Ｐ０ＡＳ工法

・ＡＳ－１　・ＡＳ－２　・ＡＳ－３

・ＡＳ－４　・ＡＳ－５　・ＡＳ－６

・Ｍ４ＡＳＩ工法

・Ｐ０ＡＳＩ工法

・ＡＳＩ－１　・ＡＳＩ－２

脱気装置　※設けない　・設ける

・Ｍ４ＡＳ工法

・Ｍ３ＡＳＩ工法

　・れんがの種類　　　※見え隠れ部分は市販品のれんが又は、市販品のれんが形コンクリートブ

　　　　　　　　　　　　ロックとする。

］3～3.4.1［表3.1.1]表[］3～3.4.2［

5 脱気装置

3 合成高分子系

ルーフィング

シート防水

塗膜防水4

事
工
修
改
水
防

2

1 アスファルト防水

改質アスファルト

シート防水

8

　　　　放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　　極めて少ないものとする。

　　　　しないか、放散が極めて少ないものとする。

のとし、次の１）から５）を満たすものとする。

化学物質を放散する

建築材料等

　また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

　　２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散しないか、放散が極めて

　　１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクル

　　　　ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを

　　３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない難揮

　　４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、放散が

　　５）１）、３）及び４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器

　　　　等は、ホルムアルデヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　　発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散

　本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するも

　　規制対象外

非ホルムアルデヒド系接着剤使用.　　　　ａ

接着剤等不使用.　　　　ｂ

非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用.　　　　ｃ

ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用.　　　　ｄ

非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用.　　　　ｅ

非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用.　　　　ｆ

　　第三種

項による国土交通大臣認定品3第7条の20　　　②建築基準法施行令第

　　　③旧ＪＩＳのＥｏ規格品

　　　④旧ＪＡＳのＦｃｏ規格品

項による国土交通大臣認定品4第7条の20　　　②建築基準法施行令第

　　　③下記表示のあるＪＡＳ規格品

　　　①ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆規格品

　　　①ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆規格品

　　　　少ないものとする。

］1.3.8［

］1.3.5［

］1.3.3［

）1.2.2（

］1.1.4［

項
事
通
共
般
一

施工に先立ち作成し、監理者、監督員の承諾を受ける。

の瑕疵のついては、監理者は責任を負わない事とする。

を監理者に提出する事。完成届け受理後、監理者は検査を行うが、メーカー建材・製品・機器類

よるほか、メーカー仕様に基づき責任施工とし、メーカー立会いのもと施工状況を確認し、完成

　メーカー建材・製品・電気及び機械設備機器類の施工については、営繕協会工事共通仕様書に

工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、電気工作

物の保安の業務を行うものとする。

　・要　　　・不要

号　別表（　　）1455建告示第12　　・積雪区分　Ｈ

7

6

5

4

3

1

・総合施工計画書、工種別施工計画書

使用する場合は、監督職員の承諾を受ける。

・現場説明書による

電気保安技術者

条件明示項目

発生材の処理等

建築材料等

適用基準等

品質計画等 ・建築基準法に基づき定められる区分等の適用工事

　）30＝　Vo　　※風速（

　　※地表面粗度区分（・　Ⅰ　・　Ⅱ　・　Ⅲ　・　Ⅳ）

　（１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること

　（２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

　（３）安定的な供給が可能であること

　（４）法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること

　（５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

　（６）販売、保守等の営業体制が整えられていること

　また、備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を

諾を受けるものとする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。

る資料又は外部機関（（社）公共建築協会　他）が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承

　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明とな

及びＪＡＳマークの表示のない材料及びその製造者等は、次の（１）～（６）の項目を満たすもの

　本工事に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、ＪＩＳ

　　・構外搬出適切処理※現場説明書による

とする。

特　　記　　事　　項項　　目章

1

５３年度版）［令和（令和 ４

　

　

Ⅱ　建築改修工事仕様

１．共通仕様

２．特記仕様

（１）項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。

（２）特記事項は、 印の付いたものを適用する。

　 　 　 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

（３）特記事項に記載の［ ］内表示番号は、改修標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（４）特記事項に記載の（ ）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（６）Ｇ 印は「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律」（以下「グリーン購入法」という）の特定調達品目を示す。

（５）特記事項に記載の（別・・）は（ 5.3.7 ）による別図「各部配筋」の当該項目を示す。

　　工事関係提出書類等については「工事関係提出書類一覧表」（営繕課ホームページ掲載）を熟読し遺漏の無いように提出

　すること。（以下の内容にはこの資料と重複する項目があるが特に留意すべき事項として記載されている。）

　　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書

年 月改定］・同標準詳細図による。

28年6 月改定］による。　　（平成 28 年度版）［平成

　　また、改修工事に関しては国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共建築改修工事標準仕様書

　　　・　印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

特記事項7

完成図等

13 完成写真

6

5

4

3

2

1

16

15

14

12

監督職員事務所

工事用水

工事用電力

足場その他

養生

仮設間仕切

設備工事との取り合い

設計ＧＬ

工事写真

11 化学物質の濃度測定

10

9

技能士

特別な材料の工法

直接仮設、共通仮設は、分離発注されている、電気設備工事、機械設備工事と共用する。

くさび緊結足場

］2.4.1［

］2.3.1［

］2.2.2］［表2.2.1［

］2.2.1］［表2.2.1［

］2.2.1［

塗　装充てん材

］2.3.1］［表2.3.2［

※無し

・片面

※無し

・有り

mm厚さ　　

　　　　　　防護シートによる養生　※行う　・行わない

外部足場　　種別　 ・移動式足場　・きゃたつ、足場板等・枠組本足場、枠組棚足場

内部足場　　種別　※きゃたつ、足場板等　

　行わない（対象物なし）

枠組本足場、枠組棚足場、移動式足場

GL※図示　　・設計ＧＬ＝現況

２

㎡程度）20・受注者事務所内に併設する（

）(CD-R)縮小版　黒表紙金文字製本　及び　電子媒体A3（

撮影業者　※監督職員の承諾する建築写真専門業者とする。

）ｻﾑﾈｲﾙ＋ﾌﾙｻｲｽﾞ（ 以上350dpi※

400(mm)×   324

形式最高画質JPEG各８ビット（フルカラー）、RGB電子データは、フィルムスキャンのうえ

万画素以上428※

1.8.1)表3)(～(1.8.1

・３部（発注者用・返却用・監理者確認用）部1※提出部数　※施工図

部（発注者保管用・施設管理者保管用）部 　2提出部数　※　※保全に関する資料

・３部（発注者用・返却用・監理者確認用）部1※提出部数　※施工計画書

部3・部2※各提出部数　※完成図

※作成する　　　・作成しない

提出部数撮影箇所数

※ ３ 　

※ ２ 　

※ ３ 　

外部（　　）内部（　　）

外部（　　）内部（　　）

外部（　　）内部（　　）

原板の大きさ

・

以上125×100※

・カラー

　　　　※べた焼

にて提出とする。CD-R％画質）とし、100（

・電子データ

分類・規格

　　　　※キャビネ版

・カラー半切木製パネル

下記のものを監督職員に提出する。ただし、原板は撮影業者の保管とする。

以上の原板を使う場合は、監督職員にあらかじめべた焼を提出し確認を受ける。125×100

　　　（他に外観正面１カットのみ５枚（カラーキャビネ版）提出）

）mm仕上材（厚さ　下　地種　別

※Ｃ種

・Ｂ種

・Ａ種 　・　　　　）9.0・合板（※

　・　　　　）9.5※せっこうボード（※

・設けない・構内に設置する・既存建物内の一部を使用する

・規模及び仕上げの程度は現場説明書による。

構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（※有償　・無償）

構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（※有償　・無償）

防炎シート

※軽量鉄骨

・木下地

　単管下地

※木製扉

・鋼製扉

仮設扉 ※合板張り程度　

※片面フラッシュ程度　

既存部分の養生　　※ビニルシート等　・　

既存家具等の養生　※ビニルシート等　・　

固定家具等の移動　※行わない　　　　・行う（図示）

材料、撤去材等の運搬

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種

仮設間仕切り等の種別

設備機器の位置、取合い等が検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

（㎜）

］1.6.9［

］1.6.2［

なお、防水工事及び塗装工事については技能士の活用を必須とする。

とする。

技能検定の職種適用工事種別

防水改修工事

外壁改修工事

建具改修工事

内装改修工事

塗装改修工事

耐震改修工事

ブロック、ＡＬＣ工事

石工事

植栽工事 ・造園

・石材施工（石張り施工）

・ブロック建築　・ＡＬＣパネル施工

・鉄筋施工　・型枠施工　・とび

・塗装（建築塗装作業）

・建築大工　・タイル張り

・内装仕上げ施工（鋼製下地工事作業）　・表装（壁装作業）　・左官

・プラスチック系床仕上げ工事作業　・ボード仕上げ工事作業

・左官　・タイル張り　・塗装（建築塗装作業）　・樹脂接着材注入施工

・左官　　・建築板金

・塗膜防水工事作業　　・シーリング防水工事作業

・アスファルト防水工事作業　　・合成ゴム系シート防水工事作業

・サッシ施工　・ガラス施工　・自動ドア施工

1 箇所

協議による

・　測定箇所数　　　・図示

・　測定対象室　　　・図示

濃度を測定し、報告すること。

・行わない着工前の測定　　・行う　　

施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの

測定はパッシブ型採取機器により行う。

報告の様式等については、現場説明書による。

技能士の活用を積極的に図ること。施工計画書に技能士の指名、資格証明を添付すること。

改修標仕及び、標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法

特記事項建築

工事種目

発生材処理

(

㎡

工事項目

・新築　　・増築　　・改築　　・その他

　ただし、他の工事種目は全て、今回工事範囲とする。

※「３．工事種目」全てを工事範囲とする。

・「３．工事種目」のうち各工事項目における工事範囲は下記表のとおりとする。

５．工事範囲

１．工事場所

２．敷地面積

３．工事種目

Ⅰ　工事概要

書様仕

特記仕様書　（その１）

内外装・外構改修）

笛吹市石和町小石和700番地　石和清流館

鉄骨造２階建て　鉄骨造平屋建てスポーツ施設

内部改修　　　　　Ａ棟（清流館本体）　Ｇ棟（相撲場）　Ｈ棟の内装改修（屋外便所棟）

外部改修　　　　　Ａ～Ｈ棟　外壁塗装改修（シーリング打ち換え含む）　屋根カバー工法による葺き替え

建具改修　　　　　シャッター交換他

外構改修　　　　　舗装　囲障　機械基礎

体育機器設置　　　体育機器設置（レスリングマット他）

・公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和７年版）

・公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）令和７年版）

・営繕工事写真撮影要領　令和5年改定

外壁ジョイント部 ＭＳ-２

02

・建築工事標準詳細図令和４年版

（ＣＯＲＩＮＳ）

2 ※適用する工事実績情報の登録

・建築物解体工事共通仕様書令和４年版

石和清流館整備工事（建築主体）（債務） 令和８年４月

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認
T・L・A・W・R

摘要

4-2

外
壁
改
修
工
事

モ
ル
タ
ル
塗
り
仕
上
げ
外
壁

］

※図示　・標仕13.5.3（d）（2）による

※配管用鋼管　・硬質塩化ビニル管　 ・排水用リサイクル硬質塩化ビニル管（ＲＥＰ－ＶＵ）

とい といの材種

鋼管製といの防露

・次の箇所は行わない（　　 　　　　　　　　　　　　　　）

ロックウール保温筒及びフェノールフォーム保温筒のホルムアルデヒドの放散量

※規制対象外 ・第三種

掃　除　口　　　　※有り　　　　　・無し

縦どい受け金物の取付け

7

［3.8.3］

［3.8.3］［表3.8.5

［3.8.2］［表3.8.1］

・　

2.0以上

1.8以上

1.6以上

板材折曲げ形の取付工法　 図示

　（　　　　）

固定方法及び間

隔は品質計画で

定めたもの

隅角部及び突当たり部等の役物

は本体製造所の仕様による。

※Ａ-１又は

　　　Ｂ-１種

・Ｂ-２種

種　類 呼称肉厚（mm） 表面処理 固定間隔 備　　考

・250形

・300形

・350形

・100形

・　

※30分耐火　　・無し

※塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯

山高（　　　　　　）　山ピッチ（　　　　　　）　板厚　※0.6　・0.8

折板葺

形　　　式

材　　　料

（規格等）

軒先面戸板

断　熱　材

耐火性能

※重ね形　　・はぜ締め形　　・かん合形

※有り　　・無し

形状（mm）

mm）　・無し

　（ＣＧＬＣＣＲ-２０-ＡＺ１５０）

（13.3.2～3）（表13.2.1）9
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［3.9.3］

［3.9.2～3］［表3.9.1］

防
水
改
修
工
事

施工数量調査4 1

外
壁
改
修
工
事

共
通
事
項

［1.5.2］

2 改修材料

・パテ状エポキシ樹脂

・可とう性エポキシ樹脂

・既製調合モルタル

　ｂ．対象とする被着体を侵さず、かつ、周囲を汚損しないこと。

　ａ．均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

　　　６か月間保存した後であっても、上記の品質・性能の各項目に適合していること。

　ｃ．常温・常湿（温度5℃～35℃、湿度15％～85％）において製造所の指定する期間又は製造後

30.0％以上 30.0％以上 30.0％以上 10％以上

最大引張応力

破断時の伸び

　ｂ．対象とする被着体を侵さず、かつ、周囲を汚損しないこと。

　ａ．均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

・タイル部分張替え工法用材料

押出し性

比重

加熱減量

表示値±0.10

60秒以下

スランプ  3mm以下

 5％以下

　　　６か月間保存した後であっても、上記の品質・性能の各項目に適合していること。

　ｃ．常温・常湿（温度5℃～35℃、湿度45％～85％）において製造所の指定する期間又は製造後

　ｂ．タイル、石材、下地等を侵すものでないこと。

　ｃ．「化学物質の審査および製造等の規則に関する法律」に基づく特定化学物質及び「労働安

　　　全衛生法」に基づく、「有機溶剤中毒予防規則」に規定された第一種有機溶剤を使用しな

　ｅ．ずれ抵抗性があること。

　ａ．外観は、均質で、有害と認められる異物の混入がないこと。

　貯蔵安定性　　　容積と粘度に著しい変化がないこと。

　ｆ．混練終結時の確認が容易なように色が明瞭であること。

伸び（％）

皮膜物性

接着強さ

凝集破壊率（％）

　　　　　　　　　で安定していること。

　　　いこと。

　耐熱性　　　　　ＪＩＳ Ａ ５５４８に準じた試験において、80℃で４週間、9.8Ｎおもり

　ｄ．常温・常湿（温度20±15℃、湿度65±20％）において製造後６か月保存しても上記の品質

　　　性能に適合していること。

0.60以上

75以上

0.40以上

50以上

0.40以上

50以上

0.40以上

50以上

0.40以上

50以上

1.00以上

30以上

1.00以上

30以上

1.00以上

30以上

1.00以上 1.00以上

20以上 20以上

引張強さ

伸び

70.0以上

（％）

保水率 単位容積質量

（kg/ｌ）

1.80程度 0.60以上 0.40以上 0.20以下 4.0以上

曲げ強さ長さ変化率

（％）温冷繰り返し後標準時

初期硬化性（標準） 接着強さ（標準） 圧縮強さ 曲げ強さ 硬化収縮率

3.0（％）以下

性 能 常温物性 低温性 加熱変化 引張接着性

標準 低温硬化 アルカリ温水 冷熱水中繰返し 熱劣化

熱劣化アルカリ温水低温高温標準

1.0Ｎ/mm 以上1.0Ｎ/mm 以上1.0Ｎ/mm 以上1.0Ｎ/mm 以上
2

（Ｎ/mm ）

接着強さ（Ｎ/mm ）

6.0Ｎ/mm 以上 50.0Ｎ/mm 以上 30.0Ｎ/mm 以上2.0Ｎ/mm 以上

強度（Ｎ/mm ）

引張強さ（Ｎ/mm ）

2

2

2

2 22

222

2

2

・エポキシ樹脂モルタル

ｂ．均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

ｃ．「労働安全衛生法」に基づく「有機溶剤中毒予防規則」に規定された第１種有機溶剤を使

ｄ．形状に異常が無く、だれが生じないこと。

ａ．こて塗りが容易で､かつ､硬化後の仕上がりが良好であること。

　　用しないこと。

　　性能に適合していること。

ｅ．常温・常湿（温度20±15℃、湿度65±20％）において製造後６か月保存しても上記の品質

接着強さ 圧縮強さ 曲げ強さ

10.0Ｎ/mm 以上20.0Ｎ/mm 以上1.0Ｎ/mm 以上
2 22

・ポリマーセメントモルタル

　ポリマーセメントモルタルの種類

　　合成ゴム系、アクリル系、エチレン－酢ビ系等

　　　表面状態　　　だれの下がり量は５mm以内とし、ひび割れが発生していないこと。

　　　均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

　　　透水性　　　　裏面の濡れ、水滴の付着がないこと。

・ポリマーセメントスラリー

　粘調係数

　保水係数

・吸水調整材

項目

品質・性能

0.35～0.55

0.50～1.00

3以上 3％以下 15％以下

以上 以上 以上

0.5Ｎ/mm 5.0Ｎ/mm 5.0Ｎ/mm

均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

曲げ強さ 圧縮強さ

6.0以上 20.0以上

低温時

0.5以上0.8以上

湿潤時標準時

1.0以上

広がり速度

（cm/s） （収縮）

長さ変化率 引張接着性

（材齢28日） （材齢28日）

曲げ性能 吸水性

（72時間） （劣化曲げ強さ）

耐久性

全固形分（％） 吸水性（ｇ） 接着強度（Ｎ/mm ） 界面破断率（％）

50％以下0.98以上30分で1ｇ以下表示値±1％以内

（Ｎ/mm ） （Ｎ/mm ）

接着強さ　（Ｎ/mm ）

2 2

2

2 2 2

2

4
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壁
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4-1

ー

外
壁
改
修
工
事

コ
ン
ク
リ

ト
打
放
し
仕
上
げ
外
壁

［4.1.4］［4.2.2］［4.3.5］

［4.1.4］［4.2.2］［4.3.6］

1 ひび割れ部改修工法

　検査（コア抜取り）　※行わない

　　　　　　　　　　　・行う（抜取り部の補修方法：　　　　　　　　　　　　　　）

　 　

　注入材料

・Ｕカットシール材充てん工法

※１成分形又は２成分形

　ポリウレタン系シーリング材

・

ポリマーセメントモルタルの充てん

　※行わない　・行う

・シーリング用材料

・シール工法

　・パテ状エポキシ樹脂

　・可とう性エポキシ樹脂

・可とう性エポキシ樹脂

※自動式低圧エポキシ

　樹脂注入工法

・手動式エポキシ樹脂

　注入工法

・機械式エポキシ樹脂

　注入工法

　　※建築補修用注入エポキシ樹脂（ＪＩＳ Ａ ６０２４低粘度形又は中粘度形）

※樹脂注入工法

ひび割れ幅（mm）注入工法の種類 注入口間隔（mm） 注入量（ml/m）

充てん材料 品質・規格等 備　考

・

・

※

・

・

0.2以上～1.0未満 ※200～300

0.2以上～0.3未満

0.3以上～0.5未満

0.5以上～1.0未満

※100～200

※150～250

※40　　・　

※70　　・　

※130 　・　

※ 50～100

［4.2.2］

［4.3.4］

備　考

［4.1.4］［4.3.4～6］

［4.1.4］［4.2.2］［4.3.7］2 欠損部改修工法 ※充てん工法

　・エポキシ樹脂モルタル

　・ポリマーセメントモルタル

1

2

既存モルタル塗りの

ひび割れ部改修工法

撤去

※樹脂注入工法

（※既存モルタル面　・既存躯体コンクリート面）

・既存モルタル撤去工法（範囲は図示　撤去部分の補修は、３.欠損部改修工法による）

　注入材料

　 　

　検査（コア抜取り）　※行わない

・Ｕカットシール材充てん工法

・シーリング用材料

　　　　　　　　　　　・行う（抜取り部の補修方法：　　　　　　　　　　　　　　）

ポリマーセメントモルタルの充てん

　※行わない　・行う

・シール工法

　・パテ状エポキシ樹脂

※１成分形又は２成分形

　ポリウレタン系シーリング材

・

・既存塗り仕上げ材の撤去及び補修

　・可とう性エポキシ樹脂

　（※既存モルタル面　・既存躯体コンクリート面）

　（※シール工法の範囲　・　　　　　　　　）

・可とう性エポキシ樹脂

※自動式低圧エポキシ

　樹脂注入工法

・手動式エポキシ樹脂

　注入工法

・機械式エポキシ樹脂

　注入工法

・

・

0.2以上～1.0未満

0.2以上～0.3未満

0.3以上～0.5未満

0.5以上～1.0未満

※200～300

※ 50～100

※100～200

※150～250

　　※建築補修用注入エポキシ樹脂（ＪＩＳ Ａ ６０２４低粘度形又は中粘度形）

充てん材料 品質・規格等 備　考

注入工法の種類 ひび割れ幅（mm） 注入口間隔（mm）

・行う（・全面　・図示の範囲）

※

・

・

※40　　・　

※70　　・　

※130 　・　

注入量（ml/ｍ） 備　考

［4.1.4］［4.4.2］［4.4.5］

［4.1.4］［4.2.2］［4.3.5］

［4.2.2］

［4.3.4］

［4.4.2］［4.6.3］

［4.1.4］［4.2.2］［4.4.7］

［4.1.4］［4.5.9～15］［表

3

4

欠損部改修工法

浮き部改修工法

※行う　・行わない　・図示

既存モルタル面の欠損部

・充てん工法

・モルタル塗替え工法

　既製目地材　・適用する（形状　※図示　・　　　　　　　　　　　　　）

　注入口付アンカーピン

　 　 　 　 　

　アンカーピン

　　材質　※ステンレスＳＵＳ３０４、呼び径４mmの丸棒で全ネジ切り加工したもの

　　材質　※ステンレスＳＵＳ３０４、呼び径外径６mm

・アンカーピンニング部分

　エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング全面

　エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング全面

　ポリマーセメントスラリー注入工法

・注入口付アンカーピンニング部分

　エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング全面

　エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング全面

　ポリマーセメントスラリー注入工法

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

改修標仕4.2.2（g）による 塗り厚25mmを超える場合の補強

※16

※13

※13

※9

※9

※9

※25

※20

※20

※16

※16

※16

※12

※12

※9

※9

※20

※20

※16

※16

　 　 　 　 　

改修工法の種類 材　　料 品質・規格等

改修工法の種類

（モルタルを撤去しない場合）

アンカーピンの本数 注入口の箇所数

一般部 指定部 一般部 指定部

（本/ｍ ） （箇所/ｍ ）
２ ２

・ポリマーセメントモルタル

※エポキシ樹脂モルタル

4.4.3～4］

・

・

・

※25ml

※25ml

※25ml

※25ml

・50ml

※25ml

※25ml

※50ml

充てん量

注入量

［4.2.2］

［4.2.2］

［4.2.2］

［4.1.4］［4.4.8～9］

壁
外
げ
上
仕
り
塗
ル
タ
ル
モ

事
工
修
改
壁
外

4-2

4-3

外
壁
改
修
工
事

タ
イ
ル
張
り
仕
上
げ
外
壁

1 既存タイル張りの撤去 ・外壁タイル張り全面　・図示の範囲

　撤去範囲　※下地モルタルまで　・張付けモルタルまで　・タイルのみ

［4.1.4］［4.3.4］［4.5.5］

2 ひび割れ部改修工法

※樹脂注入工法

改修箇所　※既存タイル張り面

　　　　　・既存タイル撤去面（・コンクリート面　・モルタル面）

　注入材料

※自動式低圧エポキシ

　樹脂注入工法

・手動式エポキシ樹脂

　注入工法

※

・

・

・機械式エポキシ樹脂

　注入工法

・

・

※200～300

※ 50～100

※100～200

※150～250

※40　　・　

※70　　・　

※130 　・　

　　※建築補修用注入エポキシ樹脂（ＪＩＳ Ａ ６０２４低粘度形又は中粘度形）

0.2以上～1.0未満

0.2以上～0.3未満

0.3以上～0.5未満

0.5以上～1.0未満

注入工法の種類 ひび割れ幅（mm） 注入口間隔（mm） 注入量（ml/ｍ）

［4.2.2］

備　考

［4.1.4］［4.2.2］［4.3.5～6］

　　　　　　　　　　　・行う（抜取り部の補修方法：　　　　　　　　　　　　　　）

　検査（コア抜取り）　※行わない

　 　

※１成分形又は２成分形

　ポリウレタン系シーリング材

・

ポリマーセメントモルタルの充てん

　※行わない　・行う

・Ｕカットシール材充てん工法（既存タイル張り撤去面）

・シーリング用材料

・可とう性エポキシ樹脂

充てん材料 品質・規格等 備　考

［4.3.4］

［4.1.4］［4.2.2］［4.5.7］3 欠損部改修工法

　伸縮調整目地及び、ひび割れ誘発目地

・タイル張替え工法

　　位置　※改修標仕表4.5.1による　・図示

「建設省官民連帯共同研究報告書『有機系接着剤を利用した

外装タイル・石張りシステムの開発』（建設大臣官房技術調

※ポリマーセメントモルタル

・タイル部分張替え工法用接着剤

・タイル部分張替え工法

接着材の種類 品質・規格等

査室監修　平成9年2月）」における「外装タイル・石張り用

接着剤の品質基準（案）」に基づく品質性能試験に適合する

タイプⅠであり監督職員の承諾するもの又は特記による。

［4.1.4］［4.5.8］

［4.5.8］［表4.5.1］

［4.1.4］［4.5.9～15］［表4.4.3～4］4

5

浮き部改修工法

目地改修工法

・アンカーピンニング全面

　エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング全面

　ポリマーセメントスラリー注入工法

・注入口付アンカーピンニング部分

　エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング全面

　エポキシ樹脂注入工法

・注入口付アンカーピンニング全面

　ポリマーセメントスラリー注入工法

・注入口付アンカーピンニング

・

・

・

・

・

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・アンカーピンニング部分

　エポキシ樹脂注入工法

　 　 　 　 　

　注入口付アンカーピン

　 　 　 　 　

　アンカーピン

　　材質　※ステンレスＳＵＳ３０４、呼び径外径６mm

・伸縮目地改修工法

シーリング用材料

・目地ひび割れ部改修工法

　エポキシ樹脂注入タイル固定工法

　　材質　※ステンレスＳＵＳ３０４、呼び径４mmの丸棒で全ネジ切り加工したもの

※16

※13

※13

※9

※9

※25

※20

※20

※16

※16

※12

※12

※9

※20

※20

※16

※9

※9

※16

※16

※9

・

※9

※16

・

※16

種類　※改修標仕表3.7.1による

改修工法の種類

（タイルを撤去しない場合）

アンカーピンの本数 注入口の箇所数

指定部一般部指定部一般部

（本/ｍ ） （箇所/ｍ ）
２ ２

［4.1.4］［4.5.16］

［4.1.4］［4.5.16］

［3.7.2］［表3.7.1］

［4.2.2］

［4.2.2］

・

・

・

・

※25ml

※25ml

※25ml

※25ml

※50ml

※25ml

※25ml

※50ml

※50ml

充てん量

注入量

［4.2.2］［4.5.7～8］

［4.5.7～8］［表4.5.3］

6 陶磁器質タイル張り タイルの種類

　役物：標準的な曲がり（小口、標準、二丁、屏風）の役物は一体成形とする。

　タイルの見本焼き　※行わない　・行う

　外装タイル　　　　・密着張り　・マスク張り

　タイルの試験張り　※行わない　・行う

壁タイル張りの工法

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・
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・

・

・

・

・

・

・

・
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・
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・
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・
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・
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・
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・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

施工箇所
形状寸法

（mm） 磁器 陶器

きじ

あり なし

役物 色

特注標準

備考
再生材の

せっ器 施ゆう 無ゆう

うわぐすり

適用 G

4-3

外
壁
改
修
工
事

タ
イ
ル
張
り
仕
上
げ
外
壁

4-4

［4.1.4］［4.2.2］［表4.2.3～4］3

2

1

下地調整材

仕上げ塗材仕上げ

既存塗膜等の除去

及び下地処理

・薄付け仕上塗材

・防水形外装薄塗材Ｅ

・外装薄塗材Ｓ

・複層塗材ＣＥ

・可とう形複層塗材ＣＥ

・複層塗材Ｅ

・複層塗材ＲＥ

・複層塗材ＲＳ

・防水形複層塗材ＣＥ

・外装薄塗材Ｅ

・可とう形外装薄塗材Ｅ

・防水形複層塗材Ｅ

・防水形複層塗材ＲＳ

・防水形複層塗材ＲＥ

・可とう形改修塗材Ｅ

・可とう形改修塗材ＲＥ

・可とう形改修塗材ＣＥ

・複層仕上塗材

・可とう形改修用仕上塗材

・複層塗材Ｓｉ

・外装薄塗材Ｓｉ

　　※建築基準法に基づく認定を受けた材料とする。

　防火材料の指定が必要な場合

・平たん状

・さざ波状

・ゆず肌状

・可とう形外装薄塗材Ｓｉ

・防水形仕上げ塗材主材を使用

・ポリマーセメントモルタル

※下地調整塗材

種類、仕上げの形状、工法

塗膜はく離剤

※サンダー工法 ※既存仕上面全体　

※既存仕上面全体　

・塗膜はく離剤工法

・水洗い工法

※既存仕上面全体　

※上記処理範囲以外の既存仕上面全体

・

・高圧水洗工法

　溶媒　※水系　・溶剤系

　樹脂　※アクリル系

　外観　※つやあり　・つやなし

　　　　・メタリック

防水形の増塗材　※行う

・砂壁状　　・ゆず肌状　・さざ波状

・ゆず肌状　・さざ波状　・凹凸状

耐候性　※耐候形３種　

上塗材

砂壁状

・

・砂壁状　　・着色骨材砂壁状

・

・ゆず肌状　・凸部処理　・凹凸模様

既存塗膜劣化部の除去、下地処理の工法

工　法 処理範囲

仕上げの形状呼び名種　　類

　加圧力※50MPa程度

（・Ｃ―１ ・Ｃ―２ ・　　　）

・30Mpa程度

透湿性

外
壁
改
修
工
事

塗
り
仕
上
げ
外
壁

［4.6.3］［表4.6.2～5］

［4.2.2］［4.6.4］

［4.2.2］

・ひび割れ部改修工法

・浮き部改修工法

・欠損部改修工法

下地面の補修

［4.2.2］（15.5.2）

・ 程度15Mpa

アルミニウム製笠木8

調査内容

　モルタル塗仕上げ及びタイル張り仕上げについては浮き部分を表面に表示し、また欠損部の

　形状寸法等を調査する。コンクリート表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。

　塗り仕上げについては、コンクリートまたはモルタル表面のはがれ及びはく落部を壁面に表

　示する。また、既存塗膜と新規上塗材との適合性を確認する。

　ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び

　錆汁の流出の有無を調査する。

　調査報告書の部数　　　※２部　　・　

　既存杉板（外壁全面）を撤去後、構造用板の変形や釘のゆるみ、腐れ、劣化他確認

特記仕様書　（その２）

※有り（種別：　フネンエース　　　　　　　　　　　　　厚さ：　　　　

調査範囲　※外壁改修範囲　・図示の範囲　・外壁全面　基礎面　外部床面

03

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

26

事
工
修
改

内
装

6
5

建
具
改
修
工
事

1

2

3

4 網戸

改修工法の適用

見本の製作等

アルミニウム製建具

　表面処理

屋内建具

　表面処理　※Ｃ－１種又はＢ－１

防虫網

　網の種別　※ガラス繊維入り合成樹脂製 ・合成樹脂製　・ステンレス製（ＳＵＳ３１６）

※図示・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・

　Ａ－４

・

外部に面する建具

・特殊な建具の仮組（建具符号：　　　　　　　　　　　　　　）

・外部

・内部

・鋼製建具

・鋼製軽量建具

・ステンレス製建具

・アルミニウム製建具

・

※70

100

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

建具の種類 かぶせ工法 撤去工法 備　　　　　　考

枠見込み（mm）水密性気密性耐風圧性種　別

・Ａ－４
・Ｗ－４

Ｗ－５

・Ａ－３Ｓ－４

Ｓ－５

Ｓ－６

※Ｂ－１　・Ｂ－２（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー　※シルバー）

　　　　　　・Ｃ－２種又はＢ－２種（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー　※シルバー）

［5.1.5］

［5.1.3］

［5.2.4］［表5.2.2］

［5.2.4］［表5.2.2］

［5.2.3］

［5.2.2］［表5.2.1］

施工箇所

5

6

7

鋼製建具

鋼製軽量建具

ステンレス製建具

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

表面仕上げ　※ＨＬ仕上げ　・鏡面仕上げ　

曲げ加工　　※普通曲げ　　・角出し曲げ（補強有り）

簡易気密型ドアセットの適用は特記による

耐風圧性能の適用は建具表による

特定防火設備の戸　・　適用する

耐風圧性能の適用はは建具表による

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

特定防火設備の戸　　・適用する

［5.3.2］［表5.3.1］

［5.5.5］

［5.5.4］

［5.5.2］

［5.4.2］

［5.3.4］

8 自動ドア開閉装置

・マットスイッチ　　・電子マットスイッチ

※光線スイッチ　　　・音波スイッチ

・熱線スイッチ　　　・光電スイッチ

※製造所標準製作規定寸法許容差による　

※スライデイングドア

・スイングドア

・凍結防止措置（適用箇所は建具表による）

開閉方法 センサの種類

［5.7.2～3］［表5.7.1～3］

・ タッチスイッチ

9

10

自閉式上吊り引戸装置

木製建具

　 　 　 　 　 製造所標準仕様による

　　　　　　　　・鳥の子

※規制対象外　　・第三種

かまち戸の樹種　かまち（　　　　　　　　）　　鏡板（　　　　　　　　　　）

ふすまの上張り　※新鳥の子又はビニル紙程度（押入等の裏面は除く）

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量

品質規格　※ 改修標仕5.8.3による ［5.8.3］［表5.8.1］

（16.6.2）

（表16.6.3）

（16.6.2）

11

12 ガラス

建具用金物

※クリア　・熱線反射

※建具表による

・ガラスブロック　　改修標仕5.12.5による

寸法（mm） 色　　調

建具用金物

　錠類はシリンダー箱錠（レバーハンドル）とする

　なお、錠前類は建具製作所の指定するものとし、監督職員の承諾を受ける

　・丁番（内部建具については、軸を鉄芯としてもよい）

　・ピボットヒンジ

　吊金物

マスターキー　※製作する　・製作しない

)　・既存建具の建付け調整に伴い、消耗部品(戸車、丁番、クレセント の交換を行う。

［5.6.2～3］［表5.6.1～2］

［5.12.2］

［5.12.5］

［5.6.4］

※無し

・有り

防火認定パターン

・型　　・カラー（　　　　　　　）

　　　　　　　　　

13

14

15

16

重量シャッター

ガラス用フィルム

軽量シャッター

ガラス留め材及び溝

開閉機能

開閉形式

ガイドレール等

耐風圧性能（　　　）Ｎ/ｍ

一般重量シャッターのシャッターケース　　※設ける　・設けない

※手動式　　　・上部電動式（手動併用）

スラット　材質　※塗装溶融亜鉛めっき鋼板

　　　　　形状　※インターロッキング形　・オーバーラッピング形

・一般重量シャッター

・外壁用防火シャッター

・屋内用防火シャッター

・屋内用防煙シャッター

第２種 ※内張り　・外張り※ガラス飛散防止フィルム

ガラス留め材

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

アルミニウム製

鋼製及び鋼製軽量

ステンレス製

※シーリング材

※シーリング材

※シーリング材　・ガスケット（ＦＩＸ部はシーリング材）

　防火戸のガラス留め材は建築基準法に基づく防火性能認定品とする。

※上部電動式（手動併用）　・上部手動式

危害防止機構　　　　　　　　※障害物感知装置 （自動閉鎖型）

・シャッターの二段降下方式

監督職員に提出する。

　　改修標仕5.12.3以外のアルミニウム製建具及び板ガラスの場合は（社）日本建築学会

ＪＡＳＳ１７ ガラス工事　「３.１納まり寸法標準」によるほか、性能値が確認できる資料を

品質ＪＩＳ Ａ ５７５９による

　※鋼板製　　　・ステンレス製ＳＵＳ３０４（厚さ1.5mm）

耐風圧性能（　　　）Ｎ/ｍ

耐風圧性能（　　　）Ｎ/ｍ

建具の種類 材　　種

名　　称 種　類 張り面

シャッターの種類

２

２

２

［5.9.2］［表5.9.1］

［5.10.2］［表5.10.1］

［表5.10.2］

［5.10.4］

［5.10.3］

［5.9.2］

［5.9.2］

飛散防止率　Ｄ１

性能値

［5.12.2］［表5.12.1］

［5.12.3］

6

装
内

改
修
工
事

1

2

3

4

合成樹脂塗り床材の除去工法　・機械的除去工法　・目荒工法

　　　　　　　　　　　　　　・下地モルタルとも（※図示の範囲　・除去範囲全て）

ビニル床シート等の除去　　　※仕上げ材のみ（接着剤とも）

　※図示

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

　・図示の範囲

　・図示の範囲

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲

　・図示の範囲

　※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井、壁、床の改修範囲改修範囲

下地補修

既存床の撤去並びに

木下地等

下地補修

既存壁の撤去並びに

保存処理木材を適用する箇所（　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　・代用樹種を適用しない箇所（　　　　　　　　　　　）

木材の品質

　・モルタル塗り（塗り厚25mmを超える場合の補強　※行う　・行わない）

※改修標準仕様書6.5.2による　・市販品

代用樹種　　※改修標仕表6.5.4による

改修後の床の清掃範囲　　　　※改修箇所の室内　・　

　・内装材撤去については、下地(断熱材、打ち込み木毛板除く)・仕上げすべて撤去となるため、解体

　　工事と同等の方法を用いることができる。

［6.1.3］

［6.2.2］

［6.3.2］［4.4.9］

［6.5.2］［表6.5.2～3］

［6.5.2］［表6.5.4］

Ｇ5

7

8

6

10

11

12

13

9

集成材等

帯電防止床タイル張り

ビニル床タイル張り

ビニル床シート張り

軽量鉄骨壁下地

軽量鉄骨天井下地

　防腐、防蟻処理の種類、品質

　防蟻処理　　・行う（※図示　　・　　　　）

　防腐処理　　※行う（※図示　　・　　　　）

フローリング及び縁甲板張り床　　　

　　表面処理用木材保存（防腐・防蟻剤）剤は監督職員の承諾するものとする。

　ユリア樹脂等を用いた接着剤のホルムアルデヒドの放散量

※壁紙、ビニル床タイル、ビニル床シート、幅木に使用する接着剤壁紙施工用でん粉系接着剤、

行う箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　※規制対象外 ・第三種

床板張り

　防腐剤（以下、「ユリア樹脂等」という。）を用いた接着剤のホルムアルデヒドの放散量

　ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂又はホルムアルデヒド系

接着剤

　※規制対象外 ・第三種

接着材に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

※木工事に使用する接着剤

ホルムアルデヒドの放散量 ※規制対象外 ・第三種

・　　　※１等　・２等・化粧ばり造作用集成材

防腐、防蟻処理

・

・・１種　※２種　・３種

※１等　・２等・造作用集成材

・構造用集成材

※一般材※集成材　　　 ・たも　・なら　・しおじ

漏えい抵抗値（ＪＩＳ Ａ １４５４による）

体積抵抗値（ＪＩＳ Ｋ ６９１１による）

・

・

・ホモジニアスビニル床タイル

・コンポジションビニル床タイル

・

・

・発泡層のあるもの

※発泡層のないもの

※柄物　　・無地

※無地　　・マーブル柄

・

・・

・ホモジニアスビニル床タイル　　　　　 FT

KT

KT

・コンポジションビニル床タイル（軟質）

※コンポジションビニル床タイル（半硬質）

スタッドの高さが５ｍを超える場合　　※ 図示

既存の埋込インサート　　　・使用する　・使用しない

あと施工アンカーの引抜き試験　・行う　・行わない

工法　　※熱溶接工法　・突付け（施工箇所：　　　　　　　　　）

・縁甲板

※単層フローリング

野縁等の種類

ホルムアルデヒドの放散量

ホルムアルデヒドの放散量

※規制対象外 ・第三種

※規制対象外 ・第三種

・板張り　

※合板張り

・有り

※無し

（共仕19.5.2による）

　 屋 外 （19型　※25型）　屋内（※19型 　25型）

※4.0又は4.5

※2　・　

1.0×10　Ω　以下、または、

1.0×10　Ω　未満

※ひのき　　　・　

※FS　・　

下張り用床板

床板

種　類 ＪＩＳの記号 色　柄

種　　　類 ＪＩＳの記号 厚さ（mm）

種　　　類 厚さ（mm） 性　　能

※2

品　名 規格・品質 芯材の種類

・

※FS　・　

９

１０

［6.5.2］

［6.5.2］

［6.8.2］［6.14.2］

・　　　

化粧単板の樹種

［表6.5.11］

［6.6.2］［表6.6.1］

［6.6.3～4］

［6.6.4］

［6.7.3］［表6.7.1］

［6.8.2］

［6.8.3］

［6.8.2］

※2.5　・2.0

厚さ（mm）

・2.3

備　　考

［6.8.2］

14

　　注意喚起用床材）

（誘導用及び

視覚障害者用床タイル ブロックパターンはＪＩＳ Ｔ ９２５１による

色彩は黄色を原則とする

　　　　・レジンコンクリート製　　　

屋　内　※塩化ビニル製　・磁器又はせっ器質タイル（※300　・　　　　）

屋　外　※レジンコンクリート製　・磁器又はせっ器質タイル（※300　・　　　　）

［6.8.2］

15 ビニル幅木 高さ（mm） 　60　・75　・100 ［6.8.2］

16 合成樹脂塗り床

・樹脂モルタル仕上げ（※平滑　・防滑）

・厚膜流し展べ仕上げ（※平滑　・防滑）

※平滑仕上げ　・防滑仕上げ　・つや消し仕上げ

※規制対象外 ・第三種

ユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの放散量

・防滑仕上げ

※薄膜流し展べ仕上げ・エポキシ樹脂塗り床材

・弾性ウレタン塗り床材

種　　別 仕上げの種類

［6.10.2～3］［表6.10.1～7］

17 フローリング張り

ホルムアルデヒドの放散量 ※規制対象外 ・ 第三種

※天然木化粧複合フローリング ※釘どめ工法（Ｃ種）

・

・・

・

・ひのき

※なら

種　　別 材　種 工　法

［6.11.2～7］［表6.11.1～4］

・

・

・無塗装品

※塗装品

仕上げ塗装等 備考

18

20 カーペット敷き

畳敷き

・織じゅうたん

ポリスチレンフォーム床下地

※無地人体帯電圧

・

・柄物（標準品）

　・

　※３kv以下

・カット、ループパイル併用

・ループパイル

・カットパイル

・Ｃ種

・Ｂ種

・Ａ種

改修標仕 表6.5.9による床組

耐電性　※人体帯電圧３kV以下 ・　

※Ｂ種　　・　

※Ｃ種　　・　

下地の種類 畳の種別

種　別 パイル形状 帯電性 色柄　等

畳表及び畳床はVOC含有量が少ないものとする

乾式二重床 ※Ｄ種　KT-Ⅲ　ヘリ付き

19

床下地材

ポリスチレンフォーム 畳下地　　　　　　厚さ（mm）　※40　・65　・80

フローリング類　　厚さ（mm）　※80　・95

［6.12.2～3］［表6.12.1］

［6.9.2～3］［表6.9.1］

備考

・グリッパー工法

※全面接着工法

・ループパイル

・・カット、ループ併用

・レベルループパイル

・カットパイル

・タフテッドカーペット

耐電性　※人体帯電圧３kV以下 ・　

パイル形状 パイル長（mm） 工　　法

※5～7　・　

※4～6　・　

※4 　　・　

［6.9.2～3］［表6.9.2］

備考

　　　　　　

・

・カット、ループ併用

・・第二種

※第一種

・カットパイル

※ループパイル

・タイルカーペット

耐電性　・人体帯電圧３kV以下（フリーアクセスフロア新設範囲）

※500×500 ※6.5

パイル形状 種　類 種　類 総厚さ（mm）

［6.9.2～3］［表6.9.2］

備考

29 可動間仕切

（※0.6　・0.8）

・パネル式

・スタッドパネル式

・スタッド式

・

※鋼板・

構造形式
パネル部の

総厚さ（mm）

表面材種

厚さ（mm）

　アクリル樹脂焼付け

※メラミン樹脂又は

・

表面仕上げ

（20.2.3）

・なし

　（　　　）

・あり ・あり

・なし

遮音性能 防火性能

30 移動間仕切

（36db以上）

・遮音タイプ

・一般タイプ

　遮音性能はＪＩＳ Ａ ６５１２の遮音試験に準拠する

　表面仕上げの壁紙張りの品質は２３壁紙張りによる

遮音性能 厚さ（mm）

・壁紙張り

・焼付け塗装

・壁紙張り

・焼付け塗装

・

※鋼板

・

※鋼板

表面材 表面仕上げ

・手動式　　　　・電動式

・手動式　　　　・電動式

・部分電動式

・部分電動式

（20.2.4）

操作方法

　　 　

　　 　

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

ＤＲ

ＤＲ（凹凸）

ＤＲ（軒天）

ＤＲ（軒天凹凸）

21

のボード張り

せっこうボードその他

　ファイバーボード

　※規制対象外　　・第三種

合板類、繊維板、及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量

・ミディアムデンシティ

・インシュレーションボード

・ハードボード（素地）

・単板張りパーティクルボード

・難燃合板

・メラミン樹脂化粧板

・化粧せっこうボード（木目）

・シージングせっこうボード

・強化せっこうボード

・せっこうラスボード

・ロックウール化粧吸音板

　（軒天井用）

・せっこうボード

・不燃積層せっこうボード

・硬質木毛セメント板

・普通木毛セメント板

・けい酸カルシウム板

・ロックウール化粧吸音板

ＮＷ

0.8ＦＫ

ＤＲ

ＧＢ－Ｒ

ＧＢ－Ｎ

ＧＢ－Ｓ

ＧＢ－Ｆ

ＧＢ－Ｌ

ＧＢ－Ｄ

ＭＤＦ

ＨＢ

ＩＢ

種　　類

ＨＷ

Ａ級（・天井仕上 ・内装仕上 ・ ）

・無研磨板（・スタンダード ・テンパード ）

・無研磨板 ・研磨板

・不透明塗料塗り（しな合板程度）

・生地、透明塗料塗り（ラワン合板程度）

模様（※柾目　・板目） 専用下地材付き

・凹凸タイプ

※フラットタイプ

・15　 　20　 　25　　・　

・15　 　20　 　25　　・　

タイプ２（無石綿）（6　・8　・　　　）

　（※9（不燃）　　12　・　　　　）

※フラットタイプ 9（不燃）

　（※12（ 不 燃 ） 　15　・19　・　　　）

・凹凸タイプ （※12 ・15）（不燃）

※12.5（不燃）　　9.5（準不燃）

9.5（不燃）　　化粧無（下地張り用）

　化粧有（トラバーチン模様）

12.5（不燃）

12.5（不燃）　15.0（不燃）

9.5

12.5（不燃）幅440mm程度

ＪＩＳ Ｋ ６９０３による　厚さ1.2

・3　 　7　 　9　 　12　　・　

・10　 　12　 　15　 　18　　・　

・研磨板　（・スタンダード ・テンパード ）

・9　 　12　 　15　 　18　　・　

ＪＩＳの記号 厚さ（mm）、規格等

［6.13.2］［表6.13.1］

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材

　※適用する　　・適用しない

（化繊）

22

23 ［6.14.2］

［6.14.3］［表7.2.4］［表7.2.7］

［6.14.2］

［表6.13.1］吸音材

壁紙張り

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

壁紙のホルムアルデヒドの放散量 ※規制対象外 ・第三種

　せっこうボード面　　　　　※ＲＢ種　　・ＲＡ種（施工箇所：　　　　　　　　　　）

　モルタル、プラスター面　　※ＲＢ種　　・ＲＡ種（施工箇所：　　　　　　　　　　）

素地ごしらえ

ＲＷ－Ｂ

ＧＷ－Ｂ

※25

※25 ･

・不燃・準不燃・難燃・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

種　　類 ＪＩＳの記号 厚さ（mm）

施工箇所
紙

壁紙の種類

無機質
防火性能 備考

・

繊維

（織物） （ビニル）

プラ その他

・ロックウール吸音ボード1号

※グラスウール吸音ボード32Ｋ

室内全て

・グラスウールマット32Ｋ 厚50mm、厚25mm

･　図示

6

装
内

改
修
工
事

　

Ｇ

ＪＩＳ Ｒ ５２０１の試験において

水平力

24

25

27

28

モルタル塗り材料

陶磁器質タイル張り

断熱材

浴室天井材

フリーアクセスフロア

　均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

　膨張性のひび割れおよびそりがないこと。

セメント重量の

　防水剤の種類　建築用のモルタルに用いるセメント防水剤

防水剤（防水モルタル塗りの混入剤）

既製目地材　※適用しない　・適用する

吸水調整材

タイルの種類

役物：標準的な曲がりの役物は一体成形とする

内装タイル　　　　※壁タイル接着剤張り　　・積上げ張り

タイルの見本焼き　　※行わない　　・行う（※外装タイル　・　　　　　　　　　　）

表示値±1.0 30分で1ｇ以下 0.98以上

70％以上

終結　10時間以内

始発　 1時間以上5％以下

・硬質塩ビ製

※アルミニウム製

市販品

準不燃品

・木目調

※塗装品

・アルマイト処理品

※焼付け塗装品

・

・

・

・

・

・

・

・

・・・・ ・・・・・

・・・・ ・・・・・

・・・・ ・・・・・

・・・・ ・・・・・

・・・・ ・・・・・

・・・・ ・・・・・

・・・・ ・・・・・

・・・・ ・・・・・

適用

全固形分（％） 吸水量（ｇ）

混合割合 凝　結　時　間 曲げ及び圧縮強度比

施工箇所
形状寸法

（mm）

きじ 役物 再生材の色

特注標準なしあり陶器磁器

材　質 表面仕上げ 性　能

施工箇所 構　法 耐荷重性能 表面仕上げ材
仕上り高 適用地震時

・タイルカーペット

・帯電防止床タイル

・タイルカーペット

・帯電防止床タイル

・タイルカーペット

・帯電防止床タイル

・パネル構法

・パネル構法

・パネル構法

・溝構法

・溝構法

・溝構法

（mm）

・1.0Ｇ

・0.6Ｇ

・1.0Ｇ

・0.6Ｇ

・1.0Ｇ

・0.6Ｇ

・3,000Ｎ

・5,000Ｎ

・3,000Ｎ

・5,000Ｎ

・3,000Ｎ

・5,000Ｎ

せっ器 施ゆう 無ゆう

うわぐすり

接着強度（Ｎ/mm ）
２

［6.15.3］

50以下

95％以下 80％以下

界面破断率（％）

吸水比 透水比

［6.16.3］

備考

標準品とする。

とし、製造所の

回り縁は樋付き※200

・100

※300

・100

幅（mm） 備　考

（20.2.2）

備 考

5,000Ｎについては、平成元年建設省告示第1322号「耐震型フリーアクセスフロアの開発」の建設技

術評価において評価を取得したもの又は同等品とする。

スロープ及びボーダー　　　※製造所の標準仕様　　・図示

表面仕上げ材の品質・規格等は、各内装工事による

配線用取り出しパネル　配線取り出し開口：パネル１枚につき40mm×80mm

　　　　　　　　　　　フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合

　　　　　　　　　　　　　　コンセントの箇所数は図示

コンセント等の取付け対応　※製造所の標準仕様 （コンセント本体は別途設備工事）

　　　　　　　　　　　※20～30パーセント　・　

空調用吹き出しパネル　※無し

　　　　　　　　　　　・有り（※固定式　　・可変式　：施工箇所は図示）

Ｔ５

程度の開口１ヶ所以上

特記仕様書　（その３）

天井点検口を設置する（アルミ枠450×450）Ａ棟全館１～２階で　30箇所を見込む

　：設置位置は監督員と協議

・　特記事項

04

断熱材のホルムアルデヒドの放散量　　　　　　　※規制対象外 ・第三種

ロックウール、グラスウール、フェノールフォーム、ユリア樹脂又はメラミン樹脂を使用した

難燃性※３級　・２級

もの

特定フロンを使用しない

もの

特定フロンを使用しない

・

・

・・ 屋根面

・ 一般部

※

・

・ 接地部分

・

※ 一般部

（スキン層付）

※３種ｂ

※２種ｂ

・現場発泡断熱材

　保温板

　フォーム

　ポリスチレン

・押出法 ※25

※25

・20

種　　類 施工箇所 厚さ（mm） 品質等

・

25

JIS A 9526 A種

　熱伝導率 0.034W/(m・K)以下

（19.9.2～3）

40柔道場　剣道場の壁面４周

柔道場　剣道場の床面

・グラスウール　24kg/ｍ3 ・ 100・ 柔剣道場　天井敷き込み

1H

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

特記仕様書　（その４）

31

32

33

34

　ホワイトボード

黒板及び

階段手すり

階段滑止め

トイレブース

足形状　　　　※幅木型　・足金物型

　　　　　　　・ポリエステル樹脂系化粧板

表面仕上げ材　※メラミン樹脂系化粧板（標準色　アルミ製コーナーエッジ付き）

※平面　・曲面　・スクリーン付引分

※平面　・曲面　・スクリーン付引分

※白

※緑　・黒

※緑　・黒

・ホワイト ※ほうろう

※焼付け・黒板

※集成材クリアラッカー仕上げ

取付け工法　　※接着工法　・埋込み工法

形　　状　　　既製品

材　　種　　　ステンレスＳＵＳ３０４

　　　　　　　両端フラットエンド　※有り（・ステンレス製　※ビニル製）　・無し

幅（mm）　　　約35

　（市販品　径　約45mm）

・ビニル製ハンドレール（幅　約50mm）

種　　別 施工箇所

種　類 寸法（mm） 色　彩 備　　考

　ボード

（20.2.8）

（20.2.6）

（20.2.5）

6

装
内

改
修
工
事

　　　　 　　

35

36

37

38

（20.2.10）

カーテン

ロールスクリーン

ブラインド

表示

・既存再使用する（養生方法：　　　　　　　　　　　　　　　　）

・新設する

製造所　性能の確認できる資料を監督職員に提出する

・クロススラット・２本操作コード

防炎性能　※有り

・

・アルミスラット

※アルミニウム合金製

・１本操作コード

・操作棒式

・縦型

※横型

・新設する

・既存再使用する（養生方法：　　　　　　　　　）

製造所　監督職員の承諾する製造所

誘導標識、非常用進入口表示等は市販品とし、その他は共通詳細図による。

　　　　　　　・無し

　　　　　　　　（・両面　・片面）

衝突防止表示　※図示（市販品　※ステンレス製　径約30mm　　・　　　　　 ）

表示標識　案内用図記号についてはＪＩＳ Ｚ ８２１０による

・・

・・

・・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

形　式 種　類 スラットの材質

性　　能

（防炎性能）手引

装　　置

電動
施工箇所

施工箇所
形　式 装　置

片引 引分 電動 ひも引 手引
ひだの種類

・ギヤ式　　※コード式

［2.3.1］［5.1.6］

（20.2.12）

※25

・80

・100

スラットの幅（mm）

（20.2.13）

備 考

備 考性 能

［2.3.1］［5.1.6］

（20.2.14）

　 　

39

40

41

42

天井点検口

床点検口

カーテンレール

及びカーテンボックス

ブラインドボックス

材　質　アルミニウム製（※額縁タイプ　　・目地タイプ）

材　質　アルミニウム製（受け枠　※アルミ製　　・ステンレス製）

・既存再使用する

材　種　※アルミニウム製　　・ステンレス製

・新設する

・図示

　色彩　　　　　　　※Ｂ－１　・Ｂ－２（※ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

・市販品（アルミニウム製　押出し型材）

・新設する

・既存再使用する

形　式　・片引き　　・引分け（※暗幕用は300mm以上の召合せの重掛けとする）

　溝幅×深さ（mm）・90×150　※120×80　・120×150　・150×80　・　

 (開き戸) (引違窓)

［5.1.6］

（20.2.14）

［5.1.6］

　　

43

44

45

46

47

48 （12.2.2）（19.7.2）収納家具

屋内掲示板

洗面カウンター

くつふきマット

鋼製書架及び物品棚

流し台ユニット

・コンロ台

・流し台

（セクショナルキッチンⅠ型）

※優良住宅部品

ＪＩＳ Ｓ １０４０の規格による

ＪＩＳ Ｓ １０３９の規格による

※規制対象外 ・第三種

形状・寸法 ※図示

材質

材　　　種　　・メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）　　・人工大理石　

　　　　・硬質アルミニウム製（受枠とも）　　・ステンレス製（受枠とも）

材　質　・塩化ビニル製（コイル状　ステンレス製受枠）　　・ビニル製（ステンレス製受枠）

市販品

※１種　・２種　・３種

水平荷重Ⅰ又は水平荷重Ⅱ

・鋼製物品棚

・鋼製書架

1200　・1500　・1800

600 ・700 ・　

奥行き（mm）　・約450　　・約600

枠の材質　　※アルミニウム製

表面の材質　※塩ビ発泡シート張り　　・　

種　類 規格等 耐荷重による種類

規格・品質等適用内容寸法（Ｌ＝　mm）種　類

合板類、ＭＤＦ及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量

ステンレス製　※１段式・水切り棚

・つり戸棚

※市販品

1200　・900 

1200　・900

450

・

・

・

・ 　・600 ・450

・調理台

トラップ付

バックガード有り

バックガード有り

バックガード無し

・ 木製セクショナルキッチン

　・600・

7

49 防煙垂れ壁

（不燃認定品）

※不燃布

　（巻取り型）

・垂直降下式

　・可動式（天井収納型）

　※固定式（壁埋込型）

ガイドレール

・

　・

　※天井材張り

表面仕上げ鋼板製又はアルミ製・回転降下式

・コンロ台 ・

・コンロ台

※網入り磨板ガラス

・コンロ台 ・

※500

・

※6.8 アルミ製枠付き

・可動式

　降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型）

・固定式

※500

・800

※500

・800

材質 厚さ（mm） 高さ（mm） 備考

備考高さ（mm）厚さ（mm）材質

使用材料及び製品で、JIS又はJASの規格のあるものは、それぞれの規格に適合するものとする　

・室名札、掲示板、銘板、入居者名板、サイン表示板等は図示による。

・取付け位置、取付け方法は図示による。

防水型　

耐火性能　　　　・有り（　　　　）　・無し

クリアランス　　50　・100　・150　・200

材質　・アルミ　・ステンレスエキスパンション

・ジョイント金物

52

屋外掲示板51

※外部　適用する　　※内部　適用しない

・ビニル被覆エキスパンドフェンスフェンス50

53 サイン

※ただし肉厚4.0mm以上

・図示

照明器具　・有り　・無し 再塗装　・図示　・無し

塗
装
改
修
工
事

1

2

3

5

6

7

8

材料

下地調整

合成樹脂調合

ペイント塗り（ＳＯＰ）

フタル酸樹脂

エナメル塗り（ＦＥ）

耐候性塗料塗り（ＤＰ）

つや有合成樹脂

エマルションペイント塗り

合成樹脂エマルション

ペイント塗り（ＥＰ）

ウレタン樹脂ワニス塗り

（ＵＣ）

（ＥＰ－Ｇ）

屋内の壁及び天井仕上げ材は、防火材料とする。

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの放散量

モルタル、プラスター面

コンクリート、ＡＬＣパネル面

・ＲＡ種　※ＲＢ種

・ＲＡ種　※ＲＢ種

せっこうボード、その他ボード面

既存モルタル下地面等のひび割れ部の補修

　※行わない　・行う（補修範囲及び補修方法は図示）

・ＲＡ種　※ＲＢ種

木部 ・ＲＡ種　※ＲＢ種

・ＲＡ種　※ＲＢ種

・ＲＡ種　※ＲＢ種

鉄鋼面

亜鉛めっき面

亜鉛めっき面（鋼製建具） ※ＲＢ種　・ＲＣ種

（２－ＵＥ）、（２－ＡＳＥ）及び

（２－ＦＵＥ）は除く

新規鉄面の塗りの種別　・Ａ種　※Ｂ種

新規木部の塗りの種別　・Ａ種　※Ｂ種

新規鉄面、亜鉛めっき面の塗りの種別　・Ａ種　※Ｂ種

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

コンクリート及び押出成形セメント板面

・Ａ種　・Ｂ種

・Ａ－１種　　・Ａ－２種

新規の塗りの種別　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

新規の塗りの種別　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

新規の塗りの種別　・Ａ種　※Ｂ種

　※規制対象外 ・第三種

下地面の種類 下地調整の種別

下地の種類 種　別 上塗材の等級

4 クリヤラッカー塗り 新規木部の塗りの種別　・Ａ種　※Ｂ種

9

・Ｃ種

・Ａ種　・Ｂ種

・Ｃ種

・１級　・２級

・３級

・１級　・２級

・３級

・Ｂ－１種　　・Ｂ－２種

・Ｃ－１種　　・Ｃ－２種

下地の種類 種　別

［7.8.4

ラッカーエナメル塗り

（ＬＥ）

新規の塗りの種別　・Ａ種　※Ｂ種10

木材保護塗料塗り

（ＷＰ）

新規の塗りの種別　・Ａ種　※Ｂ種11

12 ポリウレタン樹脂系

既存鉄鋼面

既存VP面

下地の種類 下塗り 中塗り・上塗りエナメル塗り 下地調整

ＲＢ種[表7.2.2]

ＲＣ種[表7.2.2]

JIS K 5551  

又は　　　 2回塗

JASS18M-109

JIS K 5658  

又は

JIS K 5659

プライマー

※塗装仕様については、塗料メーカーの仕様を原則とし、監督員と協議すること。

JIS K 5658  

又は

JIS K 5659

新規木部の塗りの種別　・Ａ種（外部）　・Ｂ種（内部）（塗り替え）

　　　　　（ＣＬ）

［7.2.2～7］［表7.2.1～7］

［表7.2.4～6］

備　　考

［7.4.4］［表7.4.2］

［7.6.2］［表7.6.1］

［7.6.3］［表7.6.2］

［7.8.2～3］［表7.8.1～2］

［7.5.2］［表7.5.1］

［7.4.3］［表7.4.1］

備　考

備　考

］［表7.8.3］

［7.9.2～5］［表7.9.1～4］

［7.10.2］［表7.10.1］

［7.12.2］［表7.12.1］

［7.13.2］［表7.13.1］

［7.15.2］［表7.15.1］

備　考

8-1

4

1

2

3

5

6

鉄筋及び溶接金網の

最小かぶり厚さ

各部の配筋

ガス圧接

鉄筋の種類

溶接金網

鉄筋の継手

網目の形状、寸法及び鉄線の径　　　　　

継手工法

・ガス圧接

・重ね継手

・

・ ・

・

鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、目地底から算定する。

柱、梁、壁及び庇などの外気に接する打ち放し面

柱の配筋

　　帯筋の組立ての形の種別

　　　・Ｈ形　・Ｗ－Ⅰ形　※Ｗ－Ⅲ形

圧接部の確認試験

　　※超音波探傷試験

　　・引張試験

　・耐久性上不利な箇所の鉄筋の最小かぶり厚さは下表による。

※6.0※100×100

※10　　・　

呼び名（mm）種類の記号

網目の形状、寸法（たて×よこ） 鉄線の径または呼び（mm）

継手方法 呼び名（mm） 適用箇所

改修標仕 表8.3.6の値に加える寸法（mm）施工箇所

・SD295A

・SD345

※D16以下　　　　・　

※D19以上　　　　・　

JIS G 3551による
150×150 6.0

耐
震
改
修
工
事
及
び
耐
震
改
修
範
囲
以
外
の
躯
体
改
修
工
事

D19

D16

以上

以下

［8.2.1］［表8.2.1］

［8.2.2］

［8.3.4］［表8.3.3］

［8.3.5］［表8.3.6］

規格

［8.3.4］［図8.3.4］

［8.3.9］

　

7

及び強度

コンクリートの種類 レディーミクストコンクリートの類別

　※Ⅰ類　・Ⅱ類

普通コンクリートの設計基準強度

軽量コンクリートの設計基準強度

・

・

※21

※21

設計基準強度Fc
適用箇所

種　別
気乾単位容積質量設計基準強度Ｆｃ

（Ｎ/mm ）

（Ｎ/mm ）

（ｔ/ｍ ）

下記以外全て

18 捨てコンクリート、押さえコンクリート

２

２ ３

8 コンクリートの品質 スランプ

・

※18

スランプ（cm） 適用箇所

9 普通コンクリート セメントの種類

　※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

　・高炉セメントＢ種

するものとする。ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く。

普通ポルトランドセメントは、ＪＩＳ Ｒ ５２１０に示された規定の他、次の規定の全てに適合

352Ｊ/ｇ以下

402Ｊ/ｇ以下
水和熱

7ｄ

28ｄ

(捨てコンクリート)

［8.1.3］［表8.1.1］

［8.1.3］

［8.10.1］［表8.10.1］

適用箇所

［8.1.4］

［8.2.5］［表8.2.3］

混和材料

　混和材料の種類

　　　※混和剤

　　　・混和材

［8.2.5］

10 （7.2.9）（7.10.3）（表7.10.2）［8.2.10］モルタル及び

グラウト材

グラウト材

柱底等の均しモルタル

　※無収縮モルタル

　※無収縮グラウト材

無収縮モルタル及び無収縮グラウト材の仕様は以下による

無収縮グラウト材　プレミックス及び現場調合形

混和材

セメント

砂

ただし、現場調合形に使用される砂の乾燥状態については、規定

コンシステンシー

無収縮グラウトの品質及び試験方法（現場調合形においては標準使用量・配合値）

凝結時間

ブリージング

無収縮性

試験方法 1)日本道路公団規格（ＪＨＳ）の「無収縮モルタル品質管理試験

圧縮強度

付着強度

塩化物量

2)塩化物量は、ＪＩＳ Ａ ５３０８「レディミクストコンクリー

　ト」付属書５（規定）「フレッシュコンクリート中の水の塩化

　物イオン濃度試験方法」による。

土木学会コンクリート標準示方書に定められた品質を有するもの

で、特に精選されたものを絶対乾燥状態で使用する。

ＪＩＳ Ｒ ５２１０（ポルトランドセメント）による普通または

早強ポルトランドセメントとする。

セメント系（酸化カルシウム及びカルシウムサルファルミネート

等によって膨張する性質を利用するもの）とする。

しない。

　・標仕表7.10.2によるＢ種

凝結開始時間　　 1時間以上

終結時間　　　　10時間以内

材齢 7日　　　収縮しないこと

Ｊロートによる流下時間

練混ぜ完了から3分以内の値は   8±2秒

練り混ぜ2時間後のブリージング率　：　2.0％以下

0.30kg/ｍ 以下

材齢28日　　 2.5Ｎ/mm 以上

材齢28日　　40.0Ｎ/mm 以上

材齢 3日　　　20Ｎ/mm 以上

　方法」312-1992による。 なお、プレミックス形と現場調合形で

　混和材が同一の場合はプレミックスのみ試験を行う。

３

２

２

２

［8.2.10］

　

2)塩化物量は、ＪＩＳ Ａ ５３０８ 「レディミクストコンクリー

　ト」付属書５（規定）「フレッシュコンクリート中の水の塩化

　物イオン濃度試験方法」による。

ＪＩＳ Ｒ ５２１０（ポルトランドセメント）による普通または

早強ポルトランドセメントとする。

無収縮モルタル

砂

混和材

セメント

配合比

無収縮モルタルの品質及び試験方法

コンシステンシー

凝結時間

無収縮性

圧縮強度

付着強度

塩化物量

試験方法

（各重量比）

　　（セメント＋混和材）：砂＝１：１

Jロートによる流下時間

ブリージング

1)日本道路公団規格（ＪＨＳ）「無収縮モルタル品質管理試験方

セメント系（酸化カルシウム及びカルシウムサルファルミネート

等によって膨張する性質を利用するもの）とする。

土木学会コンクリート標準示方書に定められた品質を有するもの

で、特に精選されたものを絶対乾燥状態で使用する。

凝結開始時間　　 1時間以上

終結時間　　　　10時間以内

材齢 7日　　収縮しないこと

312-1992による。

練混ぜ完了から3分以内の値は   8±2秒

練り混ぜ2時間後のブリージング率　：　2.0％以下

0.30kg/ｍ 以下

材齢28日　　 3.0Ｎ/mm 以上

材齢28日　　45.0Ｎ/mm 以上

材齢 3日　　25.0Ｎ/mm 以上
２

２

２

３

11 無筋コンクリート

・

※普通コンクリート

・軽量コンクリート

※18 ※15又は18 ※25mm

・20mm

種　類
設計基準強度

（Ｎ/mm　） （cm）

スランプ
粗骨材の最大寸法 適用箇所

２

12 高い強度の

コンクリート

　　適用箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

混和材料

　※混和剤

　　※高性能ＡＥ減水剤標準形又は遅延形

　・27　 　30　 　33　 　36

設計基準強度（Ｎ/mm ）
２

［8.9.3］

2］［8.9.4］［8.9.1～

（6.14.3）

8-1

耐
震
改
修
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事
及
び
耐
震
改
修
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囲
以
外
の
躯
体
改
修
工
事

　

14

13

15

16

17

18

19

20

21

施工管理技術者

鉄骨製作工場

鋼材

スカラップ

高力ボルト

鉄骨工作仮組

溶接部の試験

錆止め塗料

耐火被覆材

※適用する

製作工場の加工能力

・監督職員の承諾する製作工場

入熱、パス間温度の溶接条件

　適用箇所　・図示　　・柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶け込み溶接部

　鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件

　　※図示　　　　　　　・　

鋼材の材質

高力ボルトの適用

　※トルシア形高力ボルト　・ＪＩＳ形高力ボルト　・溶融亜鉛めっき高力ボルト

・行う　※行わない

完全溶込み溶接部の超音波探傷試験

　※行う

耐火被覆材の接着する面の塗装

　※行わない

・ラス張りモルタル塗り

・耐火材

　吹付け

・耐火板張り

・乾式吹付けロックウール

・半乾式吹付けロックウール

・湿式ロックウール

　・行う（※ＪＩＳ Ｋ ５６２２　　・　　　　　　　　　　）

※改良型スカラップ　・　

種類の記号 適用箇所

種　　別 所要性能及び適用構造区分

・建築基準法第77条の45第1項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた

　（株）日本鉄骨評価センター又は（社）全国鐵構工業協会の「鉄骨製作工場の性能評価基

　準」に定める「（　）グレード」として国土交通大臣から認定を受けた工場又は同等以上

　の能力のある工場。

・耐火材巻付け

・１時間耐火構造

※構造図による

（7.1.4）

［8.1.5］

［8.2.8］

［8.12.9］

［8.14.11～12］

［8.16.3］

［8.17.2～7］

［8.2.7］［表8.2.5］

※ＪＩＳ規格による

※ＪＩＳ規格による

※ＪＩＳ規格による

規格等
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ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

特記仕様書　（その５）

8-1

耐
震
改
修
工
事
及
び
耐
震
改
修
範
囲
以
外
の
躯
体
改
修
工
事

22

23

24

25

26

施工確認試験

断熱材兼用型枠

既存コンクリート面の

目荒し

あと施工アンカーの

材料

あと施工アンカーの

穿孔

アンカー筋※行う（確認強度は図示による）

適用範囲

　※既存コンクリートとの打継ぎ面

　※既存コンクリートとモルタル又はグラウト材の充てん部の接合面

　・

目荒らしの範囲

　・

目荒らしの程度

あと施工アンカーの材料

　・金属系アンカー（耐震補強用）

　※接着系アンカー

　　・全ねじボルト

穿孔前の埋込み配管等の探査

　範囲　※あと施工アンカー施工部分全て　・図示　

　方法　※探査器により探査し、配管等の位置の墨出を行う

　　　　・はつり出しによる

・断熱材兼用型枠 ・木質系

・コンクリート系

・プラスチック系

※壁（図示の範囲） 断熱抵抗

＝厚さ／熱伝導率・・

　　　　開発」において、評価を取得したもの

製造所　建設技術評価「建築物の断熱材兼用型枠工法の

　※平均深さ5～10mm（最大深さ10～15mm）程度の凹部を施す

※40以下

＝0.676以上

　（ｍ ・kl/ｗ）

　　　アンカー筋の種類　　※鉄筋コンクリート用棒鋼

　　　接着剤の品質　　　　※有機系　　　　　　　　　　・　

種　類 施工箇所 厚さ（mm） 品質等

　※柱・梁面　打継ぎ面又は接合面全面の3/4以上

　※壁面　　　打継ぎ面又は接合面全面の1/3程度

２

［8.19.3］［8.20.3］

［8.2.4］

［8.11.2］

［8.11.5］

（19.9.2）（19.9.3）

特
記
仕
様
　
追
記

工事実績情報 工事実績情報（工事カルテ）の登録を行うこと。（請負工事費が

技能士の活用を積極的に図ること。施工計画書に技能士の氏名・資格証明を添付すること。

工事進捗状況報告書を提出すること。（提出日は毎月末、ＰＤＦデータとしインターネットメー

火災保険の加入期間は工期に

現場への搬入路は、破損のないよう留意し、もし破損した場合は速やかに復旧すること。

「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（グリーン購入法）に基づき、

再生木質ボード（パーティクルボード、繊維板、木質系セメント板）

※高炉セメント、フライアッシュセメントは鉄筋コンクリート造には使用しない。

次の製品に関しては判断基準を満たすものから選定すること。

掲示板　黒板　ホワイトボード　カーテン　カーペット

また工事完了後、その実績を文章にて報告すること。

技能士

工事写真

工事進捗状況報告書

火災保険

現場への搬入路

グリーン購入法

毎月末までの進捗状況を営繕課指定の書式により、翌月

ルでの提出）

（原則として全ての工事において加入。契約書

判断基準を満たすものの採用に努め、建設機械については原則使用すること。

「山梨県グリーン購入の推進を図るための方針」により定められた次の資材に関しては、同法

再生骨材　小径丸太材（間伐材）　排出ガス対策型建設機械

陶磁器質タイル　高炉セメント　フライアッシュセメント　再生加熱アスファルト混合物

※再生加熱アスファルト混合物は積極的に採用する。（プラントから

ただし防水にかかる工事については必ず技能士を活用すること。

また、採用が困難な場合は理由書を添付して報告すること。

万円以上）500

日までに提出すること。1

日以上の日を加えた日までとする。14

条）27

(コスト、納期、使用部位への適応性）

㎞以内の現場）40

1

2

3

4

5

6

7

高炉セメントＢ種を以下の部位に使用すること。

環境対策及び再生資源の利用の促進と建設副産物の適正処理方法を書面等により、明確にするこ

次の工事施工実施計画書を提出すること。軽微な工種は必要としない。

適正な下請負契約を確認するため、下請契約を締結したときは次の書類を提出すること。

高炉セメントＢ種

再生資源の利用促進

高度技術・創意工夫

工事施工実施計画書

施工体制台帳等

　・　③場所打ちコンクリート杭地業

　・　①ラップルコンクリート

と。（建設機械については、排ガス対策型の建設機械の使用を原則とする。）

この提出は工事評定の対象工事とする。（請負工事

の様式により提出することができる。

目、又は地域社会への貢献として評価できる項目に関する事項について、工事完了時までに所定

このことについて、請負者は工事施工において、自ら立案実施した創意工夫や技術力に関する項

このなかで、安全対策・使用材料・施工体制（下請け施工者の責任者）も明らかにすること。

　・　工種別施工計画書（工種は監督職員の指示による。）

　・　総合施工計画書（総合的な計画をまとめたもの。）

施工体系図

　工事現場に備えるとともに、その写しを監督員に提出しなければならない。

施工体制台帳

・社会性等実施状況

　受注者は、国土交通省令に従って、各下請負者の施工の分担関係を表示した施工体系図を作成

　し、公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律に従って、工事関係者が見やすい場

　所および公衆が見やすい場所に掲げるとともにその写しを監督員に提出しなければならない。

施工体制台帳等の変更時の処置

　施工体制台帳及び施工体系図に変更が生じた場合は、その都度速やかに監督員に提出しなけれ

　ばならない。

添付書類等については県技術管理課ホームページ

「施工体制台帳を提出する際に用いるチェックリストの運用」を参照

請負金額 万円以上の工事については、建設副産物実態調査の対象工事であり、請負者は

　受注者は、下請契約を締結したときは、国土交通省令に従って記載した施工体制台帳を作成し、

8

9

10

11

12

万円以上。）500

・　②捨てコンクリート

・　④外構工事等に伴う地中部分のコンクリート工作物

http://www.pref.yamanashi.jp/gijutsukanri/sekoutaiseidaichouchecklist.html

100建設副産物実態調査

（センサス）の対象工事 国土交通省のホームページから「建設リサイクル報告洋式（計画書・実施書）（Excel洋式）」

の最新バージョンをダウンロードし、作成出力した再生資源利用計画書及び再生資源利用促進

計画書を出力し、1部（紙）を施工計画書に添付し監督員に提出するものとする。

センサスに対応していないため不可）（以前より使用していたＣＲＥＤＡＳを使用した様式での提出はH30

工事完了後は速やかに、当初入力した工事データを実績値に修正した再生資源利用実施書及び

再生資源利用促進実施書を出力し、1部（紙）を完成書類に添付し、また、電子データを電子媒体

（CD,DVD,FD等）により監督員に提出するものとする。

なお、入力した工事データは自社で 1年間保管するものとする。

※入力時の最新版を国土交通省のホームページからダウンロードして入手すること

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/region/recycle/d03project/d0306/page_03060101credas1top.htm

暴力団等からの不当要求及び工事妨害の排除不当要求及び

　　き、指名停止を行うこととする。

③．請負者が①の報告等を怠った場合は、「山梨県建設工事に係る指名停止等措置要領」に基づ

　　こと。

②．この場合において、工程等を変更せざるをえなくなったときは、速やかに発注者と協議する

　　を行うこと。

　　の旨を直ちに発注者に報告するとともに、所轄の警察署に届け出を行い、捜査上必要な協力

①．請負者は、工事の施工に当たり、暴力団等からの不当要求及び工事妨害を受けた場合は、そ工事妨害の排除

14

工事写真については笛吹市の提出要領による

13

地中埋設物について、図面及び現地により、詳細に調査すること。

施設利用者等の安全に十分に配慮すること。

ワンデーレスポンスについて（工事費

地中埋設物

施設利用者等の安全

ワンデーレスポンス

技術者の専任

　３．効果・課題等を把握するため、フォローアップ調査に協力すること。

　　　り作成し、監督員と協議する。

　２．受注者は、余裕を排した最適な工程を、作業ごとの関連、進捗状況が把握できる方法によ

　　　以内」　に回答することである。

　　　「ワンデーレスポンス」とは受注者からの質問、協議への回答を、原則「

　１．この工事は、ワンデーレスポンス試行対象工事とする。

　　　負者に通知した日（「完成検査結果通知書」等における日付）とする。

　　　への専任を要しない。なお、検査が終了した日は、発注者が工事の完成を確認した旨、請

　　　き、後片付け等のみが残っている期間については、主任技術者又は監理技術者の工事現場

　２．工事完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合を除く。）事務手続

　　　督員との打合せにおいて定める。

　　　場への専任を要しない。なお、現場施工に着手する日については、請負契約の締結後、監

　　　は仮設工事等が開始されるまでの期間）については、主任技術者又は監理技術者の工事現

　１．請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の搬入又

下請施工体系図の

　また、施工現場において指定機械であることを識別するラベルが確認できるように、建設機械

低騒音型建設機械

「下請施工体系図」を作成し、遺漏・誤謬が無いよう記載内容を十分確認の上、遅滞なく監督員

へ提出するものとする。

　また、提出した「下請施工体系図」の内容に変更が生じた場合は、その都度変更し、遅滞なく

監督員へ提出するものとする。

後日、打合せ簿を提出するものとする。

作成及び提出

本工事において、原則「建設工事に伴う騒音振動対策技術指針（昭和

の使用 号）」に基づき、低騒音型建設機械を使用する。

　なお、低騒音型建設機械については、「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規程（平

成 年建設省告示第

騒音型建設機械を使用するものとする。

を写真撮影し、監督員に提出するものとする。

当該工事が公共工事労務費調査の対象となった場合には、監督員の指示によりこれに協力しなけ公共事業労務費調査

ればならない。工期経過後においても同様とする。

主任技術者又は監理技術者の専任について（請負工事費

「山梨県暴力団排除条例の施行に伴う、公共工事からの暴力団排除」を目的として、受注者は、

下請負者を用いる場合はには、金額・工種の如何にかかわらず、末端の下請負者まで反映させた、

　なお、提出は打合せ簿によるものとする。ただし、メールによる提出も可能とし、この場合は、

15

16

17

18

19

20

21

58

9

万円以上）5000

万円以上、建築一式は 万円以上）

日（ 時間）1 24

3500 7000

年 月 日建設省経機第62 3 30

1536 号　最終改正平成 年国土交通省告示第20 号）」に基づき指定された低361

内装撤去について 内装材撤去については、下地

体工事と同等の方法を用いることができる。

22 ( 断熱材、打ち込み木毛板除く )・仕上げすべて撤去となるため、解

23 敷地内の既存構造物等 既存構造物は破損しないよう留意し、万が一破損した場合は速やかに監督員に報告し復旧を行うこと。

24 その他 1.

2. ゴム製品等の品質確認をした場合における瑕疵担保の取扱い

ゴム製品等の品質確認等

東洋ゴム化工品(株)ニッタ化工品(株)で製造された製品や材料を用いる場合には、

契約時点で同社が製造するゴム製品等に対して受注社が指定した第三者(東洋ゴム化工品

ニッタ化工品(株)と資本面・人事面で関係がない者)によって作成された品質を

の試験および検査において、製品に応じて必要な規格について取得するものとする。

証明する書類を提出し、監督員の確認を得るものとする。なお、必要な品質証明書は、以下

第三者による品質証明書類を提出し監督員の確認を得た場合であっても、のちに製品不良等が

判明した場合の受注者の瑕疵担保責任が免責されるものではない。

(株)

25 化学物質の濃度測定 測定対象化学物質

・ホルムアルデヒド　　・トルエン　　・キシレン　　・エチルベンゼン　　・スチレン

・パラジクロロベンゼン　　・その他（　　　　　　）

測定の時期　※工事完了検査前

測定方法

※ 1個所あたり 測定バッジ（ホルムアルデヒド用、トルエン・キシレン・エチルベンゼン・スチレン用）2

測定室　　※居室（　　　）

測定個所数　以下の表に準ずる

室の床面積（㎡）：A ＜A500＜A≦200 500＜A≦50 200A≦50

測定個所数 個所1 個所 個所 個所2 3 4

測定結果の報告

「測定結果報告書」を監督職員に提出すること。（書式は監督職員の指示による）

測定結果が基準値を超えた場合の措置

原因究明の報告書及び措置方法の計画書を提出し、監督職員の承諾を得ること。

1

特
記
仕
様
　
追
記
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床・壁・天井断熱材挿入

壁・天井：撤去の上【新設】　

シャッター

内部改修

その他室
１階

更衣室内シャワーブース撤去

天井：下地～仕上撤去及び【新設】

床・壁の仕上げ撤去及び【新設】

天井：一部下地共撤去一部仕上げのみ撤去の上【新設】

床　：下地・フローリング共撤去の上【新設】

壁　：仕上げ撤去の上【新設】

便所

床・壁・天井への断熱材挿入

床・壁の仕上げ撤去及び【新設】

天井：下地～仕上撤去及び【新設】

１～２階

更衣室内シャワーブース撤去

床：バリアフリー化　乾式床とする

便器洋式化（機械設備）　壁・天井仕上げ改修

外部改修

設

計

概

要

ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

工 事 名 称

建築主　住所・氏名

敷 地 の 地 名 地 番

用途地域等

床面積

建築面積

笛吹市石和町市部７７７　　笛吹市長　山下政樹

鉄骨造平屋建て及び２階建て、又木造平屋建て　改修構造　工事種別

山梨県笛吹市石和町小石和700番地　石和清流館

無指定

棟別面積表（配置図参照）

棟別面積表（配置図参照）

Ａ棟

基礎部 クラック補修

基礎立ち上がり面塗装

モルタル浮き部改修　タイル浮き部改修

クラック補修外壁部

外壁版目地部及び窓周りシーリングの打ち換え

外壁面吹付塗装改修

既存ケイカル版損傷個所補修の上塗装

一部（ルーフデッキ屋根部）撤去の上【新設】
軒天部

破風鼻隠

外部鉄部

ケレンの上塗装（ＤＰ）

鉄部ＤＰ塗装
屋外階段

屋根：カバー工法による葺き替え・一部（ルーフデッキ屋根）撤去の上葺き替え

軒樋：全取り換え　一部新設

竪樋：全取り換え　一部新設（排水経路変更）

瓦棟：撤去→屋根同材棟葺き
屋根部

工

事

の

概

要

Ａ棟

既存シート防水＋人工芝撤去の上ウレタン防水＋ゴムチップ舗装

ルーフドレン部：改修用ドレン挿入

的場の安土；撤去の上再構築屋上防水

内部改修
剣道場

柔道場

廊下

射場

２階

２階
その他室

建具改修

金属製建具

木製建具

内部改修

外部改修

内部改修

外部改修

内部改修

外部改修

内部改修

外部改修

内部改修

外部改修

内部改修

外部改修

内部改修

外部改修

屋根・外壁
Ｂ棟

Ｃ棟

Ｄ棟

Ｅ棟

Ｆ棟

Ｇ棟

Ｈ棟

屋根・外壁 屋根：カバー工法による葺き替え　　外壁：シーリング差し替えの上塗装

建具修繕　シャッター全交換　シャッター交換による取り合い部分改修

屋根・外壁 屋根：カバー工法による葺き替え　　外壁：シーリング差し替えの上塗装

屋根・外壁

屋根・外壁

屋根・外壁

屋根：塗装改修　　外壁：シーリング差し替えの上塗装屋根・外壁

外構

一部インターロッキング舗装新設（屋外トレへのアプローチ・遠的場へのアプローチ

他

設計概要・工事概要

Ａ棟　Ｂ棟　Ｃ棟　Ｄ棟　Ｅ棟　Ｆ棟　Ｇ棟　Ｈ棟　合計８棟及び外構の整備

工

事

の

概

要

床（畳共）：全撤去の上柔道用床組・柔道用畳敷き

２階射場シャッター：交換

不具合建具修繕　スチールドア塗装　網戸交換　カーテン交換

塗装　撤去・新設　引き戸レール改修

屋根：塗装改修　　外壁：シーリング打設替えの上塗装

建具修繕　シャッター：交換

外壁：シーリング差し替えの上塗装

屋根：カバー工法による葺き替え　　外壁：シーリング差し替えの上塗装

屋根：カバー工法による葺き替え　　外壁：シーリング差し替えの上塗装

天井張替え　鉄部：ＤＰ塗装　　土俵改修

内装仕上げ改修　便器洋式化（機械設備）

遠的場矢道グランド整備　機械基礎（電気設備用　機械設備用）
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笛吹市立石和中学校

芝生広場

石和清流館

駐車場

スコレーセンター

石和図書館

石和テニスコート

笛吹川

ス
コ
レ
ー
通
り

ス
コ
レ
ー
通
り

至甲府バイパス方面 至万年橋方面

Ｎ

工事場所：笛吹市石和町小石和700番地　石和清流館

ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

案内図

至蛍見橋方面

08

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



Ｊ

物置

柔道場・剣道場

棟記号

Ｄ棟

1/400
摘要

T・L・A・W・R
承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ

M

駐
輪

場

雨

汚

水

水

雨
M

M

M

M

M

M

MM

電

電

電

止

矢道

物置

物置

物置

物置

相撲控室

目隠しフェンス

東屋

水　　水道

雨　　雨水桝

電　　電気マンホール

汚　　汚水マンホール

M　　雨水マンホール

止　　止水栓

Ａ棟

Ｂ棟

Ｃ棟

的場

Ｅ棟

Ｆ棟
Ｇ棟

Ｈ棟

Ｉ

Ａ棟

Ｂ棟

Ｃ棟

Ｄ棟

Ｅ棟

Ｆ棟

Ｇ棟

Ｈ棟

Ｉ

Ｋ

用途

武道場

弓道場

スポーツ練習場

トレーニングルーム

弓道場（遠的）

射場

弓道場（遠的）

的場

相撲控室

相撲場

屋外便所

変圧器置き場

キュービクル

Ｊ

非常用発電機　200ＫＶＡ

油庫（72時間対応）

Ｌ

ＡＣ屋外機置場

発電機置場

屋内消火栓タンク置場

鉄骨造 平屋建て

２階建て鉄骨造

構造 階数 面積

建築面積：1,580.89　ｍ2

延べ面積：2,010.94　ｍ2

平屋建て木造 延べ面積：66.10　ｍ2

建築面積：66.10　ｍ2

鉄骨造 平屋建て 延べ面積：63.80　ｍ2

建築面積：63.80　ｍ2

鉄骨造 平屋建て 延べ面積：72.65　ｍ2

建築面積：72.65　ｍ2

鉄骨造 平屋建て 延べ面積：13.00　ｍ2

建築面積：13.00　ｍ2

鉄骨造 平屋建て 延べ面積：40.00　ｍ2

建築面積：40.00　ｍ2

平屋建て鉄骨造 延べ面積：49.50　ｍ2

建築面積：49.50　ｍ2

延べ面積：174.24　ｍ2

建築面積：174.24　ｍ2

Ｌ

Ｋ

相撲場

全体配置図 09
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ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

スロープ

1
,
7
0
0

2
,
8
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

Ｎ

Ｊ

Ｈ

Ｉ

1/100

1,800 3,100 1,800 3,600 6,700

４３ ６５

排水パイプ：ＶＰ50φ

床：御影石張り

下
足
箱
①

踊り場改修（外部改修）踊り場改修（外部改修）

玄関ポーチ

ホール

玄関

管理室倉庫

会議室

Ａ棟　内部改修（１階玄関廻り）平面図

　　　　　　　　　　　　　　防水モルタル塗り

ステンレスグレーチング設置：Ｗ150　Ｌ1800

展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ：1-01

現況図

既存ＵＣ

下足箱③

下
足
箱
②

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



（全撤去）

（全撤去）

ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

Ｎ

1/100

Ａ棟　内部改修（１階玄関廻り）天井伏図

Ｊ

Ｈ

Ｉ
1
,
7
0
0

2
,
8
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

400 4001,800 3,600 1,800

4
,
5
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

4,500 7,200 4,500

４３ ６５

塩ビ天井見切縁 （全撤去）

既存

撤去

改修

Ａ

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ビニルクロス張り

塩ビ天井見切縁

既存

撤去

改修

Ｂ

塩ビ天井見切縁

天井記号 撤去の別天井下地・仕上　

（全撤去）

備考

ＬＧＳ下地　ＧＢＤ9.5

Ｄ

木製廻り縁
既存

撤去

改修

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ロックウール吸音板ｔ15

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ロックウール吸音板ｔ15

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ロックウール吸音板ｔ15

（全撤去）

塩ビ廻り縁

天井記号 撤去の別天井下地・仕上　 備考

Ａ Ａ

ＬＧＳ下地　ＧＢＤ9.5

ＬＧＳ下地　ＧＢＤ9.5

Ｂ Ｂ

Ｄ

Ｄ

塩ビ廻り縁

木製見切縁40×90　ＷＰ

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ビニルクロス張り（中級品）

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5

ビニルクロス張り （全撤去）

Ａ：1-02

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



流し台・ガス台　パーテーション：改修なし

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5

岩綿吸音板ｔ15

御影石部分撤去（ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ設置・排水パイプ設置部）

ボーダー部：御影石ｔ20本磨き

中央部：モルタル金コテ押さえ下地泥落としマット（塩ビ）ｔ15

中央部：仕上げ泥落としマット（塩ビ）ｔ15

中央部：仕上げ泥落としマット（塩ビ）ｔ15

腰壁：化粧合板張り　ＦＬ＋1,550まで

壁　：ＧＢＲ12.5　ビニルクロス

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5

岩綿吸音板ｔ15

腰壁：化粧合板張り　ＦＬ＋1,550まで

塩ビ製

床

玄関

室名

既存

改修

撤去

備考巾木 天井

御影石Ｈ150

腰壁　壁 廻り縁

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

床室名

既存

改修

撤去

備考巾木 天井腰壁　壁 廻り縁

塩ビ製

塩ビ製

玄関ポーチ
床：御影石部分撤去

ステンレス製グレーチング新設　150×1800

天井伏図参照

塩ビ製

床室名

既存

改修

撤去

備考巾木 天井腰壁　壁 廻り縁

塩ビ製

塩ビ製

天井伏図参照

モルタル金コテ押さえ下地

長尺塩ビシート　ｔ2.0

Ｈ：100

ソフト巾木

ソフト巾木

Ｈ：100

ソフト巾木

壁　：ＧＢＲ12.5　ビニルクロス

下地：ＬＧＳ

下地：ＬＧＳ

管理室カウンターＵＣ塗装

塩ビ製

床室名

既存

改修

撤去

備考巾木 天井腰壁　壁 廻り縁

塩ビ製

塩ビ製

天井伏図参照

モルタル金コテ押さえ下地

長尺塩ビシート　ｔ2.0

Ｈ：100

ソフト巾木

Ｈ：100

ソフト巾木

Ｈ：100

ソフト巾木

壁　：ＧＢＲ12.5　ビニルクロス

下地：ＬＧＳ

床室名

既存

改修

撤去

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5

備考巾木 天井腰壁　壁

岩綿吸音板ｔ15

廻り縁

天井伏図参照

モルタル金コテ押さえ下地

Ｈ：100

ソフト巾木

Ｈ：100

ソフト巾木

Ｈ：100

ソフト巾木

壁　：ＧＢＲ12.5　ビニルクロス

下地：ＬＧＳ

管理室

会議室

長尺塩ビシート　ｔ2.0張り

長尺塩ビシート　ｔ2.0撤去

長尺塩ビシート　ｔ2.0張り

長尺塩ビシート　ｔ2.0撤去

ＧＢＤ9.5

ＬＧＳ下地

ＬＧＳ下地　撤去

ＧＢＤ9.5　 撤去

ＬＧＳ下地  張り

ＧＢＤ9.5 　張り

ビニルクロス撤去

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　撤去

岩綿吸音板ｔ15　撤去

岩綿吸音板ｔ15　張り

ＬＧＳ下地の上　ＧＢＤ9.5張り

ビニルクロス張り

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　撤去

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　張り

ビニルクロス張り（中級品）

タイルカーペット

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　撤去

岩綿吸音板ｔ15　撤去

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　張り

岩綿吸音板ｔ15　張り

排水パイプＶＰ50φ

溝内：防水モルタル塗り

ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

Ａ棟　内部改修（１階玄関廻り）改修内容１

御影石ｔ20本磨き

撤去した御影石を使用する。加工の上張工

壁　：ＧＢＲ12.5及びビニルクロス張り　全撤去

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　　撤去なし

岩綿吸音板ｔ15　　　　　 撤去なし

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　　改修なし

岩綿吸音板ｔ15　　　　　 改修なし

腰壁：化粧合板張り　全撤去

下地：ＬＧＳ　　　　撤去なし

壁　：ＧＢＦ15　ビニルクロス張り（中級品）

ホール

廊下
壁　：ＧＢＲ12.5及びビニルクロス張り　全撤去

腰壁：化粧合板張り　全撤去

壁　：ＧＢＦ15　ビニルクロス張り（中級品）

下地：ＬＧＳ　　　　撤去なし（階段設置部分：撤去　詳細図参照）

Ｈ：100　撤去

御影石Ｈ150

撤去なし

御影石Ｈ150

既存のまま

下地：ＬＧＳ（階段設置部分：新規　Ｗ100　詳細図参照）

撤去

新設

撤去

新設

中央部ホール　ベンチＵＣ塗装

撤去

改修

撤去

改修 壁　：ビニルクロス張り（中級品）

壁　：ビニルクロス張り全撤去

モルタル金コテ押さえ下地

タイルカーペット

モルタル金コテ押さえ下地

タイルカーペット

撤去なし

撤去なし

既存のまま

既存のまま

撤去

改修

ビニルクロス張り全撤去

ビニルクロス張り（中級品）

撤去

新設

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

撤去

新設

出隅：木製コーナービート　Ｈ：1,800　ＵＣ塗装

出隅：木製コーナービート　Ｈ：1,800　ＵＣ塗装

下足箱①　②　③　

下足箱①　②　③　撤去

下足箱　新①　　新②　　新③　設置

Ａ：1-03
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ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

床室名

既存

改修

撤去

備考巾木 天井腰壁　壁 廻り縁

倉庫

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

天井伏図参照

モルタル金コテ押さえ下地

長尺塩ビシート　ｔ2.0

Ｈ：100

ソフト巾木

Ｈ：100

ソフト巾木

Ｈ：100

ソフト巾木

壁　：ＧＢＲ12.5　ビニルクロス

下地：ＬＧＳ

長尺塩ビシート　ｔ2.0張り

長尺塩ビシート　ｔ2.0撤去

ＧＢＤ9.5

ＬＧＳ下地

ＬＧＳ下地　撤去

ＧＢＤ9.5　 撤去

ＬＧＳ下地  張り

ＧＢＤ9.5 　張り

Ａ棟　内部改修（１階玄関廻り）改修内容２

ビニルクロス張り全撤去

ビニルクロス張り（中級品）

スチール棚　900×300×1800　移動・再設置

Ａ：1-04
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ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要
1/100

1,800 4,500 1,000 2,600 8,800 5,800 5,200 3,800 3,400

ＡＩ Ｈ Ｇ Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ

天井見切り
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2
,
6
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1
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2
,
7
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1
5
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１階玄関～廊下 Ｂ

1
0
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2
,
6
0
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Ａ

2
,
7
0
0

3,400 2,000 1,800 2,800 1,000 1,700 2,800 1,8005,200 5,800 8,600

ＤＣＢ ＨＧＦＥ Ｉ

１階玄関～廊下 Ｄ

1
,
9
0
0

1
0
0

1
0
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2
,
7
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6
0
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6,700 3,600

３ ４

1,700

Ｈ

1
,
9
0
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8
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2
,
7
0
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1
,
9
0
0

6
0
01
0
0

1
0
0

2
,
7
0
0

3,400 2,000 4,500 400

３４

１階管理室前廊下 ＤＣＡ

現況図

Ａ：1-05Ａ棟　内部改修（１階玄関廻り）現況展開図１

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

１管理室

9
0
0

1
,
1
0
0

7
0
0

３
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現況図

Ａ：1-06

柔道場

Ａ棟　内部改修（１階玄関廻り）現況展開図２
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ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

化粧合板フラッシュ撤去

1
5
0

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

3,200 350

下駄箱　① 化粧合板フラッシュ撤去

撤去

メラミン化粧合板フラッシュ

1
,
7
0
0

1
,
5
5
0

3,200
350

下駄箱　新① メラミン化粧合板フラッシュ新設

メラミン化粧合板フラッシュ新設鋼製家具（オープン棚）

1
,
8
0
0

900 1,200

1
,
5
5
0

1,600

350

1
,
7
0
0

下駄箱　新②

改修

改修

4,000

1
,
9
0
0

350

1
,
9
0
0

新設

4,000

1
,
9
0
0

350

1
,
9
0
0

1/ 50

Ａ棟　内部改修（１階玄関廻り）家具図１

下駄箱　②

下駄箱　新③下駄箱　③

Ａ：1-07
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現況図

Ａ：1-08

管理通路階段図参照

建具改修建具改修
既存防火区画壁（ＡＬＣ100）

防火設備に改修防火設備に改修

４

剣道場

更衣室（Ｗ）２

更衣室（Ｍ）１

更衣室（Ｍ）２

更衣室（Ｗ）１

器具庫４
洗面所２

洗面所１
器具庫３

器具庫２

器具庫１ＶＰ200φ

柔道場

ホール

便所（Ｍ）

便所（Ｗ）

ピット

ＨＧＦＥＤＣＢＡ

Ｄ

Ｃ

Ｂ
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展
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方
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2
,
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0
0

30,600

3,400 2,000 1,800 5,200 5,800 4,500 4,100 2,800 1,000

1,0002,8008,6005,8005,2001,8002,0003,400

５

Ｎ

摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ
1/100

Ａ棟　内部改修（１階更衣室他）現況平面図

断熱材挿入位置を示す（開口部上下壁を含む）特記仕様書に示す

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



1/100
ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

Ｎ
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8
0
0

7
0
0

2
,
0
0
0

7
,
2
0
0

2
,
7
0
0

1
,
8
0
0

2
,
7
0
0

展
開

方
向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

便所（Ｗ）

便所（Ｍ）

ホール

柔道場

ＶＰ200φ 器具庫１

器具庫２

器具庫３
洗面所１

洗面所２
器具庫４

更衣室（Ｗ）１

更衣室（Ｍ）２

更衣室（Ｍ）１

更衣室（Ｗ）２

剣道場

４

防火設備に改修 防火設備に改修

建具改修 建具改修

Ａ棟　内部改修（１階更衣室他）改修平面図

オープン棚：撤去

既存防火区画壁（ＡＬＣ100）

オープン棚：撤去

新設階段

新設階段

乾燥二重床

乾燥二重床乾燥二重床

乾燥二重床
新４
SD

レスリングマット倉庫

Ａ：1-09

断熱材挿入位置を示す（開口部上下壁を含む）特記仕様書に示す

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ
1/100

Ｎ

柔道場

管理通路階段図参照

５

7
,
2
0
0

2
,
7
0
0

1
,
8
0
0

2
,
7
0
0

４

2
,
0
0
0

7
0
0

1
,
8
0
0

7
0
0

2
,
0
0
0

3,400 2,000 1,800 5,200 5,800 8,600 2,800 1,000

摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ
1/100

Ｎ

柔道場

管理通路階段図参照

５

7
,
2
0
0

2
,
7
0
0

1
,
8
0
0

2
,
7
0
0

４

2
,
0
0
0

7
0
0

1
,
8
0
0

7
0
0

2
,
0
0
0

3,400 2,000 1,800 5,200 5,800 8,600 2,800 1,000

塩ビ天井見切縁 （全撤去）

既存

撤去

改修

Ａ

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ビニルクロス張り

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ビニルクロス張り

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ビニルクロス張り

塩ビ天井見切縁

既存

撤去

改修

Ｂ

塩ビ天井見切縁

天井記号 撤去の別天井下地・仕上　

（全撤去）

（全撤去）

備考

ＬＧＳ下地　ＧＢＤ9.5

ＬＧＳ下地　ＧＢＤ9.5

ＬＧＳ下地　ＧＢＤ9.5

アスベストあり （全撤去）

ＬＧＳ下地　ＧＢＤ9.5

ＬＧＳ下地　フレキシブルボードｔ6

ＬＧＳ下地　フレキシブルボードｔ6　ＡＥＰ塗装

塩ビ天井見切縁

塩ビ天井見切縁

改修

撤去

既存

Ｃ
（全撤去）塩ビ天井見切縁

Ｄ

木製廻り縁
既存

撤去

改修

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ロックウール吸音板ｔ15

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ロックウール吸音板ｔ15

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ロックウール吸音板ｔ15

（全撤去）

塩ビ廻り縁

天井記号 撤去の別天井下地・仕上　 備考

塩ビ廻り縁

塩ビ天井見切縁

ＬＧＳ下地　ＧＢＤ9.5

Ｇ

既存

撤去

改修

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ビニルクロス張り

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ビニルクロス張り （全撤去）

（全撤去）塩ビ天井見切縁

塩ビ天井見切縁

既存

撤去

改修

Ｆ

塩ビ製ルーバー

塩ビ製ルーバー （全撤去）

Ｇ

Ｇ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

Ｆ

開口（階段設置図参照）

Ａ Ａ Ａ

Ｄ

Ｄ

Ｃ Ｃ

ＣＣＡ

Ａ Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｏ

軒天：外壁同様

（全撤去）

現況図

Ａ棟　内部改修（１階更衣室他）現況天井伏図

管
理

通
路

階
段

図
に

よ
る

高
天

井

Ａ：1-10

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　撤去

フレキシブルボードｔ6（アスベストあり）撤去

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5

フレキシブルボードｔ6（アスベストあり）

下地：ＬＧＳ下地ＧＢＲ12.5

ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

床

既存

改修

撤去

備考巾木 天井腰壁　壁 廻り縁

天井伏図参照

更衣室（Ｍ）１

モルタル金コテ押さえ下地

長尺塩ビシート　ｔ2.0

長尺塩ビシート　ｔ2.0張り

長尺塩ビシート　ｔ2.0撤去

Ｈ：100

ソフト巾木

Ｈ：100

ソフト巾木

Ｈ：100

ソフト巾木 下地：ＬＧＳ下地ＧＢＲ12.5（破損個所：張替え） ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　撤去

ＧＢＤ9.5

シャワーブース撤去

　　乾式置床の上長尺塩ビシートｔ2.0

シャワーブース床面：

Ａ棟　内部改修（１階更衣室他）改修内容

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

室名

木製オープン棚一部撤去900×500×1900　２台

階段設置部　下地：ＬＧＳ下地ＧＢＲ12.5

壁　：ビニルクロス張り

下地：ＬＧＳ下地ＧＢＲ12.5　一部撤去

壁　：ビニルクロス張り　全撤去

壁　：ビニルクロス張り

1
,
1
0
0

1
,
6
0
0

1
,
6
0
0

1
,
1
0
0

床見切り：御影石 床見切り：御影石

乾式置床の上長尺塩ビシートｔ2.0

壁面：タイル張り

現況 改修

シャワーブース撤去改修平面図　Ｓ＝1/50

壁面：タイル張り部分→既存タイルの上ＧＢＲ12.5張り　ビニルクロス張り（中級品）

シャワーカーテン

シャワーブース
撤去

1,800 1,800

下地：ＬＧＳ下地ＧＢＲ12.5 塩ビ製

床室名

既存

改修

撤去

備考巾木 天井腰壁　壁 廻り縁

塩ビ製

塩ビ製

モルタル金コテ押さえ下地

長尺塩ビシート　ｔ2.0

Ｈ：100

ソフト巾木

Ｈ：100

ソフト巾木

Ｈ：100

ソフト巾木

ＧＢＤ9.5

ＬＧＳ下地の上

器具庫１～４

長尺塩ビシート　ｔ2.0撤去なし

長尺塩ビシート　改修なし

壁　：ＥＰ塗り

改修なし

ＬＧＳ下地　ＧＢＤ9.5

ＬＧＳ下地　ＧＢＤ9.5　撤去

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　撤去

フレキシブルボードｔ6（アスベストあり）撤去

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5

フレキシブルボードｔ6（アスベストあり）

下地：ＬＧＳ下地ＧＢＲ12.5

床

既存

改修

撤去

備考巾木 天井腰壁　壁 廻り縁

天井伏図参照

モルタル金コテ押さえ下地

長尺塩ビシート　ｔ2.0

長尺塩ビシート　ｔ2.0張り

長尺塩ビシート　ｔ2.0撤去

Ｈ：100

ソフト巾木

Ｈ：100

ソフト巾木

Ｈ：100

ソフト巾木 下地：ＬＧＳ下地ＧＢＲ12.5（破損個所：張替え） ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　撤去

ＧＢＤ9.5

シャワーブース撤去

　　乾式置床の上長尺塩ビシートｔ2.0

シャワーブース床面：

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

室名

階段設置部　下地：ＬＧＳ下地ＧＢＲ12.5

壁　：ビニルクロス張り

下地：ＬＧＳ下地ＧＢＲ12.5　一部撤去

壁　：ビニルクロス張り　全撤去

壁　：ビニルクロス張り

更衣室（Ｍ）２

レスリングマット倉庫

木製オープン棚一部撤去900×500×1900　10台

Ａ：1-11

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



４

ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要
1/ 50

洗面所１ 洗面所２

TB
02

TB

2,700 1,800 2,700

Ｎ

3
,
6
0
0

1
,
8
0
0

Ａ

Ｂ

便所（Ｗ）

2,700 1,800 2,700

便所（Ｗ） 便所（Ｍ）

3
,
6
0
0

1
,
8
0
0

Ｂ

Ａ

廊下 廊下

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○
○

○

TBTB

便所（Ｍ）

1
,
3
0
0

1
,
2
0
0

9
0
0

1,300

1,250

2,700 1,800 2,700

４ ５

7,200

2,700 1,800 2,700

５

7,200

平面図（既存）　Ｓ＝1/50 平面図（改修）　Ｓ＝1/50

1,000

01 新01 新02

1,300

1,300

4
,
0
0
0

6
,
8
0
0

4
,
0
0
0

6
,
8
0
0

改修

洗面所２洗面所１

既存のまま 既存のまま

展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ棟　内部改修（１階便所・洗面所）平面詳細図

外周

乾式置床の上長尺塩ビシートｔ2.0 乾式置床の上長尺塩ビシートｔ2.0

Ｂ

Ａ：1-12

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

2,400化粧ケイカル版張りｔ6.0

（浮いている部分のみ撤去）

（撤去無）

（撤去無）

既存

撤去

改修

便所（Ｗ・Ｍ）

既存

撤去

改修

洗面所（Ｗ・Ｍ）

室名 床 壁 天井 天井高さ 備考

ＬＧＳ＋ＧＢＲ9.5の上

ビニルクロス張り

モルタル＋防水下地

100角磁器質タイル張り

ＬＧＳ＋ＧＢＲ9.5の上モルタル＋防水下地

100角磁器質タイル張り

ＬＧＳ＋メタルラスの＋モルタル塗りの上

陶器質タイル張り（200×100）

ＬＧＳ＋メタルラスの＋モルタル塗りの上

陶器質タイル張り（200×100）

（撤去無）

ビニルクロス張り

目地：シーリング（ＭＳ２）

（撤去）

（撤去）

ＬＧＳ＋ＧＢＤ9.5

2,500

モルタル金鏝押さえの上

ビニル床シート張り

モルタル金鏝押さえの上 （撤去無）

（撤去）

ビニル床シート張り　ｔ2.0

ビニル床シート張り　ｔ2.0

ビニル床シート張り　ｔ2.0

巾木

ビニル巾木ｈ100

ビニル巾木ｈ100

（撤去）

ビニル巾木ｈ100

ビニル巾木ｈ100

ＬＧＳ＋ＧＢＲ12.5の上

ビニルクロス張り

ＬＧＳ＋ＧＢＲ12.5の上

ビニルクロス張り

（撤去無）

（撤去）

ビニルクロス張り（中級品）

ＬＧＳ＋ＧＢＲ9.5の上

ビニルクロス張り

ＬＧＳ＋ＧＢＲ9.5の上

ビニルクロス張り

（撤去）

（撤去）

ＬＧＳ＋ＧＢＤ9.5

2,400

2,400

○ 撤去改修（機械設備）

1
0

ゴム座

既存タイル面（水勾配あり）

ピッチ：メーカー仕様による

乾燥二重床（仕様：別図記載）

1
0
0
程

度

2
0

2

1
2

塩ビシート　ｔ2.0

耐水ラワン合板ｔ12

パーティクルボードｔ20

高さ調整脚

既存框：御影石

便所床 洗面所床

乾燥二重床　詳細図　Ｓ＝1/5

際根太

1/  5

Ａ棟　内部改修（１階便所・洗面所）改修内容

床下点検口（アルミ枠）450角

Ａ：1-13

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



摘要

TB
02

TB

○

○

○

○

○

○

○

○
○ TBTB

平面図（既存）　Ｓ＝1/50 平面図（改修）　Ｓ＝1/50

01 新01 新02

4
,
0
0
0

6
,
8
0
0

既存のまま 既存のまま

展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

2
,
7
0
0

４

摘要

１階管理室前廊下 ＤＣＡ

1,800 900

2
,
7
0
0

2
,
0
0
0

7
0
0

1,300 7,300

シャワーブース

ＥＦＧ

2,700

シャワーブース

４

8,600

Ｅ Ｆ Ｇ

ＢＡ Ｃ Ｄ１階更衣室（Ｍ）１

ＢＡ Ｃ Ｄ１階更衣室（Ｍ）２

1,800900

５

2
,
0
0
0

7
0
0

2
,
7
0
0

8,600

2
,
7
0
0

ＥＦＧ

2,700

シャワーブース

５

1,3007,300

シャワーブース

Ｅ Ｆ Ｇ

2
,
7
0
0

現況図

ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

1/100

柔道場用2重ｺｲﾙｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ

径60×60t

Ａ棟　内部改修（１階更衣室他）現況展開図　１ Ａ：1-14

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



（撤去無）

（撤去無）
便所（Ｗ・Ｍ）

２階

2
,
7
0
0

１階　更衣室Ｗ１

2,700 5,200 2,700 1,800 5,200

2
,
7
0
0

４ ４ Ｃ ＤＤ Ｃ４

ＢＡ Ｃ Ｄ

摘要

ＤＣＡ Ｂ

2
,
7
0
0

１階　更衣室Ｗ２

2,700

５

2
,
7
0
0

Ｄ Ｃ

5,200 1,800

５

2,700

５ Ｃ Ｄ

5,200

2
,
7
0
0

１階器具庫　３

2,700

４

2
,
0
0
0

7
0
0

2
,
7
0
0

1,800 2,700

４

1,800

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ １階器具庫　４

1,800 1,8002,700

５

2
,
7
0
0

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

2,700

５

現況図

ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

1/100

Ａ棟　内部改修（１階更衣室他）現況展開図　２ Ａ：1-15

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要
1/100

洗面所・便所（Ｗ）　

４

2,700

1
,
1
0
0

1
,
1
0
0

2
,
4
0
0

2
,
0
0
0

4
0
0

7
2
0

1
,
0
8
0

6
0
0

Ａ

2,000 3,400

Ｂ

5
0

1
0
0

5
0

Ａ Ｂ

洗面所・便所（Ｍ）　

3,050

５

1
,
1
5
0

1
,
1
0
0 5

0
1
0
0

5
0

7
2
0

1
,
0
8
0

6
0
0

Ｂ Ａ

2,0003,400

F

1
,
2
3
0

1
,
1
7
0

ＢＡ

2,000 3,4002,700

４

2
,
0
0
0

4
0
0

2
,
4
0
0

1
,
1
0
0

1
,
1
0
0 5

0
1
0
0

5
0

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

現況図

3,400 2,000

ＡＢ

3,050

４

F

1
,
1
3
0

1
,
2
7
0

1
,
1
5
0

1
,
1
0
0 5

0
1
0
0

5
0

Ｃ Ｄ

2
,
4
0
0

Ａ棟　内部改修（１階トイレ・洗面所）現況展開図　３ Ａ：1-16

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



5,800

5,800

Ｄ Ｅ

ホール

2
,
7
0
0

1
,
8
0
0

2
,
7
0
0

7
,
2
0
0

現況平面図　Ｓ＝1/100

柔道場

剣道場

既存防火区画壁（ＡＬＣ100）

４

５

ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

5,800

5,800

Ｄ Ｅ

ホール

1,200

2
,
7
0
0

1
,
8
0
0

2
,
7
0
0

7
,
2
0
0

管理通路階段設置平面図　Ｓ＝1/100

上る

上る

管理通路階段（柔道場）

既存防火区画壁（ＡＬＣ100）
管理通路階段（剣道場）

剣道場

４

５

1/100

オープンロッカー撤去

900×500×1900　２台

900×500×1900　２台

オープンロッカー撤去

柔道場

シャワーブース改修

シャワーブース改修

Ｏ

Ａ棟　内部改修（管理通路階段取付）平面図 Ａ：1-17

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



塩ビ廻り縁

摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ

2
,
7
0
0

1
,
8
0
0

2
,
7
0
0

5,800

剣道場

４

５

Ｆ

Ｄ

Ｄ

Ｃ Ｃ

Ｃ Ｃ

Ｈ：3.0ｍ

高天井

Ａ

Ｈ：2.7ｍ

Ａ

Ｈ：2.7ｍ

5,800 1,200

Ｄ Ｅ

塩ビ天井見切縁 （全撤去）

Ｃ

既存

撤去

改修

塩ビ天井見切縁

塩ビ天井見切縁

ＬＧＳ下地　フレキシブルボードｔ6　ＡＥＰ塗装

ＬＧＳ下地　フレキシブルボードｔ6

ＬＧＳ下地　ＧＢＤ9.5

（全撤去）アスベストあり

既存

撤去

改修

Ａ

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ビニルクロス張り

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ビニルクロス張り

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ビニルクロス張り

天井記号 撤去の別天井下地・仕上　

（撤去無）

（全撤去）

備考

木部：ＷＰ塗装

現況天井伏図　Ｓ＝1/100

1/100

Ｈ：4.4ｍ

5,800

剣道場

４

５

2
,
7
0
0

1
,
8
0
0

2
,
7
0
0

1,600

1,200

Ｈ：4.4ｍ

Ｈ：2.7ｍ

5,800 1,200

Ｄ Ｅ

改修天井伏図　Ｓ＝1/100

Ｃ Ｃ

ＣＣ

Ｆ

Ｄ

Ｈ：4.4ｍ

Ｄ

Ａ
Ｈ：2.7ｍ

Ｄ
Ｈ：4.4ｍ

Ｄ

既存

撤去

改修

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ロックウール吸音板ｔ15

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ロックウール吸音板ｔ15

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ロックウール吸音板ｔ15

（全撤去）

（撤去無）

既存

撤去

改修

Ｆ

塩ビ製ルーバー

塩ビ製ルーバー （全撤去）

開口（ルーバーなし）

天井記号 撤去の別天井下地・仕上　 備考

ａ
Ａ

ａ

2
,
7
0
0

4
,
4
0
0

2
,
7
0
0

トップライト

3,1002,0001,900

OPEN

改修ａーａ断面図　Ｓ＝1/100

廊下 廊下

壁同材仕上げ

塩ビ廻り縁

塩ビ廻り縁

Ｏ

Ａ棟　内部改修（管理通路階段取付部）天井伏図 Ａ：1-18

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ
1/ 30

管理通路階段（柔道場）

５

110

1,2001,600

1,600 1,200

90 1,610

2,800

990

230 230 230 230 230 230 230

1
,
2
0
0

1
,
5
0
0

1
1
0

1
1
0

9
8
0

2
,
7
0
0

笠木：集成材ｔ20　ＳＯＰ

新設壁

新設壁

新設壁

Ｅ

ＳＤ：常時閉鎖防火設備

1 5
9

12

8

ＡＬＣ版ｔ100（既存）

開口新設：４方アングル補強（建具周囲モルタル埋め）

巾木

巾木

巾木

巾木

片側：手すり設置

片
側

：
手

す
り

設
置

2
3
0

2
3
0

2
3
0

9
1
0

2
,
7
0
0

1
1
0

9
9
0

段鼻

ササラ桁面
Ａ Ａ

Ａ
Ｂ

ＣＣ
特記事項

柔道場側貫通部分：一般間仕切り（ＬＧＳ100）

　　　　　　　　　開口補強（アングル）新規ＳＤ（防火設備）廻りモルタル埋め

剣道場側貫通部分：防火区画となっている（既存ＡＬＣ版ｔ100）

ササラ桁 鋼板：ｔ12×200　ＳＯＰ塗装

踏板 縞鋼板ｔ4.5曲げ加工（ササラ桁に溶接）ＳＯＰ塗装

ササラ桁受け桁

ササラ桁受けとの接合　ＧＰＬ-9　２－Ｍ12

既存土間コンクリートとの接合　ＢＰＬ　ｔ12　接着系アンカー２-12ＲＮ

Ｈ-100×100×6×8　ＳＯＰ

既存土間コンクリートとの接合　ＢＰＬ　ｔ12　接着系アンカー２-12ＲＮ

ブレース Ｍ12　ＳＯＰ

ＧＰＬ　6　　１ーＭ16　　ＳＯＰ

管理通路階段（２箇所）仕様

剣道場貫通部分

管理通路階段（剣道場）

管理通路階段（剣道場）平面詳細図　Ｓ＝1/30

既存壁下地

軽量鉄骨壁下地　100型　＠300の上ＧＢＦ　ｔ15新設壁

壁出隅

巾木（階段部）

壁出隅

壁出隅

壁出隅

壁出隅

木製：Ｗ60×Ｈ80　ＷＰ

木製コナーガード設置　木製28×28　高さＦＬ＋1,800　ＷＰ

Ａ棟　内部改修（管理通路階段取付）平面詳細図 Ａ：1-19

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要
1/ 30

踏板

9

支柱

Ｌ-6×45×45

2,800 2,700

ＳＤ：常時閉鎖防火設備

1

5

8

12

既存管理通路

2
,
7
9
6
.
7

4
,
4
0
0

2
,
4
0
0

2
0
0
×

4
＝

8
0
0

2
0
0
×

8
＝

1
,
6
0
0

手すり（片側）集成材35φ

ケット受け（下地補強挿入）

2
0
0
×

8
＝

1
,
6
0
0

1
,
9
0
0

110

1,2001,600

90 1,610

2,800

990

230 230 230 230 230 230 230

2,700

５Ｅ

1,200

Ｅ

200

1,200

980

12

ササラ桁

250

支柱

踏板

踏板

巾木：木製60×60

巾木

新設壁

新設天井 新設天井 新設天井

ＡＬＣ版ｔ100（既存）

支柱

ブレース ブレース

支柱

支柱

踏板 巾木

巾木

Ａ－Ａ断面図 Ｂ－Ｂ断面図 Ｃ－Ｃ断面図

床仕上げ不要床仕上げ不要 床仕上げ不要

2
,
7
0
0

既存コンクリート土間 既存コンクリート土間 既存コンクリート土間

4
,
4
0
0

剣道場

剣道場側のみ防火区画

柔道場側は一般間仕切り

ケット受け（下地補強挿入）

手すり（片側）集成材35φ

ササラ桁受け桁

ササラ桁受け桁

ササラ桁受け桁

壁出隅

Ｏ

Ａ棟　内部改修（管理通路階段取付）断面詳細図 Ａ：1-20

ＢＰＬ：ｔ12

接着アンカーＭ12

ＢＰＬ：ｔ12

接着アンカーＭ12

支柱

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



1
8
,
0
0
0

4
,
5
0
0

7
,
2
0
0

6
,
3
0
0

内消火栓ボックス

内消火栓ボックス

Ｎ

ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要
1/100

剣道場

器具庫 器具庫役員室

4
,
5
0
0

7
,
2
0
0

6
,
3
0
0

1
8
,
0
0
0

3,6004,3004,5005,6004,5004,5003,600

1,000

3,600 4,300 4,900 5,000 4,900 4,300 3,600

30,600

FL＋2.4ｍ管理通路

PS

８

７

６

５

防火区画壁（ＡＬＣ100）既存

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

展
開

方
向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

内消火栓ボックス

内消火栓ボックス

内消火栓ボックス

階段撤去 階段撤去

階段撤去後手すり設置

階段撤去後手すり設置

1
,
8
0
0

現況図

手すり　：　鉄製手すり：ＳＯＰ塗り

管理通路改修内容

床面　　：　縞鋼板製　ＳＯＰ塗り

天井面　：　ビニルクロス撤去の上ビニルクロス張り（中級品）

手すり　：　階段撤去部　新規手すり取り付け　ＳＯＰ

※　屋内消火栓ボックス（機械設備）取付位置及び方法は協議

Ａ棟　内部改修（剣道場）現況平面図 Ａ：1-21

断熱材挿入位置を示す（開口部上下壁を含む）特記仕様書に示す

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要
1/100

3,6004,3004,5005,6004,5004,5003,600

1,000

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

3,600 4,300 4,900 5,000 4,900 4,300 3,600

30,600

Ｎ

6
,
3
0
0

7
,
2
0
0

4
,
5
0
0

1
8
,
0
0
0

4
,
5
0
0

7
,
2
0
0

6
,
3
0
0

1
8
,
0
0
0

８

７

６

５

1
,
8
0
0

器具庫役員室
軒天：外壁同様 軒天：外壁同様

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

剣道場

Ｅ

Ｅ Ｅ

器具庫

P
S

Ｅ

現況図

Ａ-2

Ａ-2

Ａ棟　内部改修（剣道場）現況天井伏図 Ａ：1-22

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



役員室

改修なし

廻り縁腰壁　壁 天井巾木 備考

撤去

改修

既存

室名 床

器具庫

改修なし 改修なし 改修なし 改修なし 改修なし

既存

撤去

改修

Ａ

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ビニルクロス張り

天井記号 天井記号撤去の別天井下地・仕上　 備考 撤去の別 備考

木部：ＷＰ塗装

Ｅ

既存

撤去

改修

木製廻り縁

木製廻り縁

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ロックウール吸音板ｔ12

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ロックウール吸音板ｔ12 （全撤去）

（撤去無）

木製廻り縁（既存使用）

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ロックウール吸音板ｔ12

木製格子　150×90（金物吊り）

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ビニルクロス張り　

木製格子　150×90（金物吊り）　　　　　　

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ビニルクロス張り　　

木製格子　150×90（金物吊り）　　　　　　　 既存

新規

撤去

撤去なし

新規

新規

天井下地・仕上　　　　　　　　

天井改修リスト

ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

腰壁：木製胴縁の上、難燃化粧合板ｔ12横張（難燃）

撤去なし

木製

樹脂製アジャスターフロアー（Ｈ600）

大型積層床材　ｔ18　

床室名

既存

撤去

備考巾木 天井腰壁　壁 廻り縁

床：御影石部分撤去
剣道場

木製

Ｈ：200

腰上：木製胴縁の上、ＧＢＤ　ｔ12.5　ビニルクロス張り

ＬＧＳ下地

格子内：ＧＢＲ9.5の上ビニルクロス張り

周囲部：ＧＢＲ9.5の上岩綿吸音板張り

格子内：ＧＢＲ9.5の上ビニルクロス張り　撤去

ＬＧＳ下地　　　　　　　　　　　　　 　撤去

周囲部：ＧＢＲ9.5の上岩綿吸音板張り    撤去

木製

樹脂製アジャスターフロアー（Ｈ600）　撤去

大型積層床材　ｔ18　　　　　　　　 　撤去

改修

ＬＧＳ下地　　　　　　　　　　　　　 　新設

格子内：ＧＢＲ9.5の上ビニルクロス張り　新設

周囲部：ＧＢＲ9.5の上岩綿吸音板張り    新設

木製

撤去なし

ＷＰ塗装

消火栓ボックス取付（開口工事：詳細参照）鋼製床下地（詳細図参照）の上針葉樹合板ｔ15捨て張り

大型積層フローリングｔ18（詳細図参照）工場半塗装品

ポリッシャー掛ノ上水性ウレタン塗装１回

ＥＸＰゴム18×20

剣道場ライン　２面

　　　難燃化粧合板ｔ12横張

腰壁：木製胴縁の上、

腰上：木製胴縁の上、

　　　ＧＢＤ　ｔ12.5　ビニルクロス張り

撤去なし

撤去なし

撤去

撤去

腰壁：衝撃吸収壁下地

　　　スタッド：65×45　ｔ0.8　＠450　調整ボルト

　　　天然木化粧合板　ｔ15　（難燃）

腰上：ＧＢＤ　ｔ12.5（新設）

　　　ビニルクロス張り（中級品）

　　　出隅・入隅：タモ集成材 床換気口アルミ枠スライド開閉

床点検口アルミ枠600×600　６箇所

　メッシュ付200×1000　10台

タモ集成材

Ｈ：200

木製　撤去

Ｈ：110

断熱材挿入

仕様：詳細図参照

断熱材挿入

仕様：詳細図参照

断熱材挿入

仕様：詳細図参照

Ａ棟　内部改修（剣道場）改修内容　天井改修リスト

（クロス張替）

Ａ-2

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ビニルクロス張り

ビニルクロス張り　 撤去

撤去なし

ビニルクロス張り　　 新規

既存

天井記号 天井下地・仕上　 撤去の別 備考

既存

撤去

改修

　：設置位置は監督員と協議

天井点検口を設置する（アルミ枠450×450）Ａ棟全館１～２階で　30箇所を見込む

特記事項（０５図に記載）

Ａ：1-23

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要
1/100

3,600 4,300 4,700 5,400 4,500 4,500 3,600

30,600

6
7
0

2
,
2
0
0

7
0
9
0
0

5
6
0

4
,
4
0
0

6
7
0

2
,
2
0
0

1
0
08

7
0

5
6
0

4
,
4
0
0

剣道場 Ｂ

５ ６ ７ ８

4,500 7,200 6,300

18,000

4
,
4
0
0

7
0
0

2
,
0
0
0

2
,
4
0
0

剣道場 Ａ

Ｈ Ｇ ＡＢＣＤＥＦ

現況図

Ａ棟　内部改修（剣道場）現況展開図１ Ａ：1-24
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剣道場剣道場

ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要
1/100

剣道場 Ｄ

５６７８

4,5007,2006,300

18,0001,800

4
7
0

1
,
9
7
0

3
6
0

2
,
8
0
0

1
,
4
0
0

4
,
2
0
0

4
,
4
0
0

3,6004,3004,7005,4004,5004,5003,600

30,600

4
,
4
0
0

5
6
0

9
0
0

7
0

2
,
2
0
0

6
7
0

役員室 Ｃ

ＨＧＡ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

現況図

Ａ棟　内部改修（剣道場）現況展開図２ Ａ：1-25
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ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要
1/100

剣道場器具庫

1,8001,800 4,900 4,900

1
,
8
5
0

3
5
0

2
,
7
0
0

5
0
0

2
,
0
0
0

7
0
0

2
,
7
0
0

1
,
8
5
0

3
5
0

2
,
7
0
0

5
0
0

2
,
0
0
0

7
0
0

2
,
7
0
0

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

８ ８
Ｆ Ｅ Ｅ Ｆ

現況図

Ａ棟　内部改修（剣道場）現況展開図３ Ａ：1-26

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



展
開

方
向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

1
8
,
0
0
0

6
,
3
0
0

4
,
5
0
0

7
,
2
0
0

6
,
3
0
0

1
8
,
0
0
0

８

７

６

５

5,000

1,000

3,6004,3004,5005,6004,5004,5003,600
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要
1/100

Ｎ

剣道場

床仕上及び下地仕様

1,200150 1,200 1,200 1,200 @1,200

1
5
0

9
0
0

9
0
0

4
,
5
0
0

@
9
0
0

--@300 @300根太

剣道場 H=620

役員室

H=800

剣道場

H=620

器具庫 器具庫

PS

管理通路 FL＋2.4ｍ

鋼製床下地仕様

機器類

（A1)
計10台

計6台

現場　水性ウレタン　2液１回塗装仕上

217×1800 寸法安定加工 半塗装品

大型積層フローリングt18（ｶﾊﾞ表層6mm）

200×1000　ｽﾗｲﾄﾞ開閉式,ﾒｯｼｭ付

600×600

床下点検口（ｱﾙﾐ枠）　鍵付き

床下換気口（ｱﾙﾐ製）

外周付近

大引　60×60×1.6t@900　

ﾊﾞｳﾝﾄﾞｺﾞﾑ　径50×40t調整ﾎﾞﾙﾄ　径12.7支持台　径48.6×2.3ｔ@900×1200

ﾎｰｸｱﾝｶｰ径12.7(ｵｰﾙｱﾝｶｰ固定)

ﾊﾞｳﾝﾄﾞｺﾞﾑ　無し

根太　30×35×1.2t@300

大引　50×50×1.6t@900　

ﾊﾞｳﾝﾄﾞｺﾞﾑ　無し

調整ﾎﾞﾙﾄ　径12.7

ﾎｰｸｱﾝｶｰ径12.7(ｵｰﾙｱﾝｶｰ固定)

支持台　34φ×2.3t

@900×900

床伏図　　　　S=1/100

役員室

H=800

フローリング
張方向

根太　30×35×1.2t@300

1
,
8
0
0

7
,
2
0
0

役員室

7
7
0

換気口、点検口　　EXPｺﾞﾑ15×t18

周囲　　　　　　　EXPｺﾞﾑ20×t18

鋼製下地割付基準

現場　水性ウレタン　2液１回塗装仕上

217×1800 寸法安定加工 半塗装品

大型積層フローリングt18（ｶﾊﾞ表層6mm）

捨張　針葉樹構造用合板　t15　

600×600

床下点検口（ｱﾙﾐ枠）　鍵付き

200×1000　ｽﾗｲﾄﾞ開閉式,ﾒｯｼｭ付

床下換気口（ｱﾙﾐ製）

根太　30×35×1.2t@300 大引　50×50×1.6t@900　

捨張　針葉樹構造用合板　t15　

根太　30×35×1.2t@300

大引　60×60×1.6t@900　

Ａ棟　内部改修（剣道場）鋼製床システム平面図 Ａ：1-27

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

床換気口（ｱﾙﾐ製）200×1000

EXPｺﾞﾑ20×t18

床下換気口（ｱﾙﾐ製）

200×1000　ｽﾗｲﾄﾞ開閉式,ﾒｯｼｭ付

ﾎｰｸｱﾝｶｰ径12.7(ｵｰﾙｱﾝｶｰ固定)

150 770

EXPｺﾞﾑ15×t18

150900以内

ﾎｰｸｱﾝｶｰ径12.7(ｵｰﾙｱﾝｶｰ固定)

ﾎｰｸｱﾝｶｰ径12.7(ｵｰﾙｱﾝｶｰ固定)

150 770

建具

EXPｺﾞﾑ20×t18
1
,
0
0
0

200

壁
面

100

壁
面

700100

1
8

3
0 1
5

2

5
0

EXPｺﾞﾑ20×t18

（床工事外）

（床工事外）

支持台　径48.6×2.3ｔ

支持台　径48.6×2.3ｔ

ホール

巾木

大引　50×50×1.6t@900　

ﾊﾞｳﾝﾄﾞｺﾞﾑ　無し

調整ﾎﾞﾙﾄ　径12.7

ﾎｰｸｱﾝｶｰ径12.7(ｵｰﾙｱﾝｶｰ固定)

支持台　34φ×2.3t

@900×900

床框

巾木

巾木

現場　水性ウレタン　2液１回塗装仕上

217×1800 寸法安定加工 半塗装品

大型積層フローリングt18（ｶﾊﾞ表層6mm）

役員室

6
8
5

8
0
0

S
L
ま
で

6
2
0

EXPｺﾞﾑ15×t18

大引　60×60×1.6t@900

600

600×600

床下点検口（ｱﾙﾐ枠）

ｶｷﾞ付

壁面及び床下換気口廻り　床断面詳細図　　　S=1/10

出入口廻り　床断面詳細図　　　S=1/10

壁面廻り　床断面詳細図　　　S=1/10床框廻り　床断面詳細図　　　S=1/10

150700

床下点検口断面詳細図　　　S=1/10
（A1)

床下点検口平面納り詳細図　　　S=1/30

A断面

C断面 D断面 D断面

根太　30×35×1.6t@300

ﾊﾞｳﾝﾄﾞｺﾞﾑ径50×40t

調整ﾎﾞﾙﾄ　径12.7

大引　60×60×1.6t@900

ﾊﾞｳﾝﾄﾞｺﾞﾑ径50×40t

調整ﾎﾞﾙﾄ　径12.7

現場　水性ウレタン　2液１回塗装仕上

217×1800 寸法安定加工 半塗装品

大型積層フローリングt18（ｶﾊﾞ表層6mm）

根太　30×35×1.2t@300

（床工事外）

6
2
0

1
8

3
0 1
5

2

6
0

4
6

4
4
9@900×1400

@900×1400

ﾊﾞｳﾝﾄﾞｺﾞﾑ径50×40t

6
2
0

1
8

3
0 1
5

2

6
0

4
6

4
4
9

中間部　床断面詳細図　　　S=1/10

支持台　径48.6×2.3ｔ

@900×1400

大引　60×60×1.6t@900

ﾊﾞｳﾝﾄﾞｺﾞﾑ径50×40t

@900

調整ﾎﾞﾙﾄ　径12.7

@900×1400

支持台　径48.6×2.3ｔ

6
2
0

1
8

3
0 1
5

2

6
0

4
6

4
4
9

6
2
0

1
8

6
0

3
0 1
5

2

6
6

4
2
9

大引　60×60×1.6t@900

調整ﾎﾞﾙﾄ　径12.7

支持台　径48.6×2.3ｔ

@900×1400

@900 900

ﾎｰｸｱﾝｶｰ径12.7(ｵｰﾙｱﾝｶｰ固定)

217×1800

根太　30×35×1.6t@300

大型積層フローリングt18（ｶﾊﾞ表層6mm）

寸法安定加工

現場　水性ウレタン　2液１回塗装仕上

半塗装品

150

ﾎｰｸｱﾝｶｰ径12.7(ｵｰﾙｱﾝｶｰ固定)

EXPｺﾞﾑ20×t18

壁
面

巾木

壁面廻り　床断面詳細図　　　S=1/10
B断面

ﾊﾞｳﾝﾄﾞｺﾞﾑ径50×40t

1400以内

根太　30×35×1.6t

中間部　床断面詳細図　　　S=1/10

6
2
0

1
8

3
0 1
5

2

6
0

4
6

4
4
9

@300

ﾊﾞｳﾝﾄﾞｺﾞﾑ径50×40t

調整ﾎﾞﾙﾄ　径12.7

@1400

@900×1400

支持台　径48.6×2.3ｔ

@300

@900×1400

支持台　径48.6×2.3ｔ6
2
0

1
8

6
0

3
0 1
5

2

6
6

4
2
9

調整ﾎﾞﾙﾄ　径12.7

支持台　径48.6×2.3ｔ

@900×1400

ﾎｰｸｱﾝｶｰ径12.7(ｵｰﾙｱﾝｶｰ固定)

大引　60×60×1.6t@900

@1400 1400

大引　60×60×1.6t@900

捨張　針葉樹構造用合板　t15　

捨張　針葉樹構造用合板　t15　

捨張　針葉樹構造用合板　t15　

（床工事外）

（床工事外）

剣道場

役員室

D断面

A断面

B断面

C断面

C断面

柔道場

Ｎ

ＫＥＹ　ＰＬＡＮ
ＡＢＣＤＥＦＧＨ

４

３

２

１

600×600

床下点検口（ｱﾙﾐ枠）

鍵付

取っ手

300 300

6
0
0

600

根太　30×35×1.6t@300

Ａ棟　内部改修（剣道場）鋼製床システム詳細図

1/ 10

Ａ：1-28

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



3,600

1
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0
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5
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0

5
,
5
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0
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1
,
0
0
0

　S=1/100

ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要
1/100

展
開

方
向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

項目

剣道

コートライン内訳表

コートサイズ(mm）

11,000×11,000 （外寸） 白

色 数量 備考

2 実線　ライン巾50mm
（A1)

剣道　コートライン図

1
8
,
0
0
0

6
,
3
0
0

4
,
5
0
0

7
,
2
0
0

6
,
3
0
0

1
8
,
0
0
0

８

７

６

５

4
,
5
0
0

器具庫 器具庫

PS

管理通路 FL＋2.4ｍ

役員室

H=8001
,
8
0
0

7
,
2
0
0

3,6004,3004,5005,6004,5004,5003,600
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ ＨＮ

5050

　中心部コート詳細図　　　　S=1/20

（A1)

2
5
0

2
5
0

Ｃ
Ｌ

30
0300

5
0
0

50 剣道 1,400 ＣＬ
1,400剣道 50

2
,
0
0
0

1
,
4
0
0

1
,
4
0
0

5
,
5
0
0

5
,
5
0
0

1
1
,
0
0
0

11,000 11,000

CL

C
L C
L

30
0

500 500

30
0

剣道場

5,500 5,500 5,500 5,500

11,00011,000

Ａ棟　内部改修（剣道場）コートライン図 Ａ：1-29

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要
1/100

剣道場

剣道場

Ａ

Ｂ

５ ６ ７ ８

Ｈ Ｇ ＡＢＣＤＥＦ

3,600 4,300 4,700 5,400 4,500 4,500 3,600

4,500 7,200 6,300

7
0
0

Ｎ

役員室

５

６

８

７

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

剣道場

展
開

方
向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

８

Ｈ

役員室器具庫 器具庫

ＫＥＹ　ＰＬＡＮ

天然木化粧合板　t15　　塗装品

有孔板　290×1800　横目地6㎜・縦目地無

木製巾木　9×115（FL+100）　

集成材ｸﾘｱ塗装品

（ｼｽﾃﾑ壁工事外）

集成材ｸﾘｱ塗装品

集成材ｸﾘｱ塗装品

集成材ｸﾘｱ塗装品

木製出隅　35×35×t7

木製押縁　15×7

木製廻縁　10×25

ｽﾀｯﾄﾞ 65×45×0.8t×@450

緩衝材 調整ﾎﾞﾙﾄ径9

W1

M1

M2

H

D

O

S1

ｂ

凡 例

4
,
4
0
0

ｂ

ｂ

6
2
0

S1
W1

H

2
,
4
0
0

3,7003,500

900900@900目地

CL

900 900 @900

S1
W1

H

S1
W1

H

DD

O O

2
,
4
0
0

ｂ

ｂ

M2

M1

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

6
2
0

3
,
0
2
0

4
,
4
0
0

4
,
4
0
0

SL

SL

4
,
4
0
0

M2

M1

M2

床框

H

@900900900目地 @900 900 900

CL

70

3
,
0
2
0

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

6
2
0

6
2
0

M1

M2

目地

CL

900900@900 900 900 @900

340

M2

M1

M2

M1

上部見切り材 71×25

剣道場

剣道場

Ａ棟　内部改修（剣道場）鋼製システム壁展開図　１ Ａ：1-30

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要
1/100

剣道場

剣道場

Ｃ

Ｄ

５６７８

ＨＧＡ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

3,6004,3004,7005,4004,5004,5003,600

4,5007,2006,3001,800

2
,
8
0
0

1
,
4
0
0

4
,
2
0
0

Ａ

管理通路 FL＋2.4ｍ

５

役員室

3,700 3,500
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H

M2
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1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

6
2
0

6
2
0

ｂ

ｂ 3
,
0
2
0

2
,
4
0
0

900 900 @900 目地

CL

900900@900
SL

H

S1
W1

H

S1
W1

H

ｂ

ｂ
O

S1
W1

70

@900900900目地 @900 900 900

CL
50

@900900900目地 @900 900 900

CL

4
,
4
0
0

SL

SL

管理通路

4
,
4
0
0

2
,
8
2
0

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

4
2
0

6
2
0

M1 M1

2
,
4
0
0

Ｎ

役員室

５

６

８

７

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

剣道場

展
開

方
向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

ＫＥＹ　ＰＬＡＮ

天然木化粧合板　t15　　塗装品

有孔板　290×1800　横目地6㎜・縦目地無

木製巾木　9×115（FL+100）　

集成材ｸﾘｱ塗装品

（ｼｽﾃﾑ壁工事外）

集成材ｸﾘｱ塗装品

集成材ｸﾘｱ塗装品

集成材ｸﾘｱ塗装品

木製出隅　35×35×t7

木製押縁　15×7

木製廻縁　10×25

ｽﾀｯﾄﾞ 65×45×0.8t×@450

緩衝材 調整ﾎﾞﾙﾄ径9

W1

M1

M2

H

D

O

S1

ｂ

凡 例

上部見切り材 71×25

剣道場

剣道場

Ａ棟　内部改修（剣道場）鋼製システム壁展開図　２ Ａ：1-31

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



断熱材挿入：仕様別記

天然木化粧合板　t15　　塗装品

2
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0
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0
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0
0

2
7
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1FL

通しｱﾝｸﾞﾙ
L-50×30×2.3t

通しｱﾝｸﾞﾙ
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緩衝材
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50 1545
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1
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0

1
,
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0

6
2
0

2
,
4
0
0

通しｱﾝｸﾞﾙ
L-50×30×2.3t

通しｱﾝｸﾞﾙ
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緩衝材
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木製廻縁　10×25

3
,
0
20

2
,
8
2
0

木製巾木　9×115（FL+100）　

天然木化粧合板　t15　　塗装品

木製巾木　9×115（FL+100）　

木製廻縁　10×25

補強

C-25×10×1.0t

通しｱﾝｸﾞﾙ

L-50×30×2.3t

補強

C-25×10×1.0t 補強

C-25×10×1.0t

緩衝材

天然木化粧合板　t15　　塗装品

通しｱﾝｸﾞﾙ
L-50×30×2.3t

木製巾木　9×115（FL+100）　

EXPｺﾞﾑ20×t18

壁ｸﾘｯﾌﾟ

1
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2
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0

2
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@
2
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50 110

管理通路

補強受け
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L-50×50×t1.6

50 45 15
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ﾗﾝﾅｰ

2
,
8
2
0

集成材　塗装品

65×45×0.8t×@450

ｽﾀｯﾄﾞ

65×45×0.8t×@450

ｽﾀｯﾄﾞ

緩衝材

緩衝材
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ﾗﾝﾅｰ

管理通路

50 45 15

50 110

100

2
5

1
5

10

2
5

ﾗﾝﾅｰ受け材

木製廻縁　10×25

71×25
（ｼｽﾃﾑ壁工事外）

木製廻縁　10×25

集成材　塗装品

集成材　塗装品

（ｼｽﾃﾑ壁工事外）

胴縁材　ﾁｬﾝﾈﾙ

4
2
0

2
,
4
0
0

C-100x50x20x2.3　@900程度

ｽﾀｯﾄﾞ
65×45×0.8t×@450

71 上部見切り材

無孔板　290×1800　横目地8㎜・縦目地無

無孔板　290×1800　横目地8㎜・縦目地無無孔板　290×1800　横目地8㎜・縦目地無

上部見切り材

（ｼｽﾃﾑ壁工事外）
71×25

上部見切り材

木製廻縁　10×25

剣道場 剣道場

剣道場

５ ８ ５
８

ｼｽﾃﾑ壁 基本断面詳細図　S=1/10D面 　壁断面詳細図　　　　　S=1/15 A,B,C面 　壁断面詳細図　　　S=1/15

ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要
1/ 15

Ａ棟　内部改修（剣道場）鋼製システム壁詳細図１

断熱材挿入：仕様別記

断熱材挿入：仕様別記

Ａ：1-32

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

剣道場

ｽﾀｯﾄﾞ65×45×0.8

基本割付図　　　S=1/50
（A1)

450

胴縁材　ﾁｬﾝﾈﾙ

C-100x50x20x2.3　@900程度

（ｼｽﾃﾑ壁工事外）

調整ﾎﾞﾙﾄ径9

ｂ

ｽﾀｯﾄﾞ65×45×0.8@450

緩衝材

天然木化粧合板　t15　　塗装品

無孔板　290×1800　横目地8㎜・縦目地無

@450 @450

4
5

5
0

1
1
0

1
5

共通 ｼｽﾃﾑ壁 基本平面詳細図　S=1/10

7

15

入隅廻り平面詳細図　　　 　S=1/10共通

ｽﾀｯﾄﾞ65×45×0.8

木製押縁　15×7

集成材ｸﾘｱ塗装品

天然木化粧合板　t15　　塗装品

無孔板　290×1800　横目地8㎜・縦目地無

調整ﾎﾞﾙﾄ径9

緩衝材

15 45 50

110

1
5
4
51
1
0 5
0

7

7

出隅材　35×35×7t
集成材　塗装品

役員室

3
5

35

端部ｽﾀｯﾄﾞ

65×45×0.8t

1
5
4
51
1
0 5
0

天然木化粧合板　t15　　塗装品

無孔板　290×1800　横目地8㎜・縦目地無

　S=1/10共通
出隅納り図　　　　

（木工事）

共通 出入口廻り　平面詳細図　　　S=1/10

木製額縁

鋼製建具

（建具工事）

木製額縁

1
6

1
0

25

10
天然木化粧合板　t15　　塗装品

無孔板　290×1800　横目地8㎜・縦目地無

1
5

4
5

5
0

1
1
0

共通 出入口廻り　平面詳細図　　　S=1/10

鋼製建具

1
3

12

3017

鋼製建具
(ｼｽﾃﾑ工事外）

端部ｽﾀｯﾄﾞ65×45×0.8

1
5

4
5

5
0

1
1
0

天然木化粧合板　t15　　塗装品

端部ｽﾀｯﾄﾞ65x45x0.8(ｼｽﾃﾑ工事外）

開口補強

(ｼｽﾃﾑ工事外）

開口補強

(ｼｽﾃﾑ工事外）
鋼製建具枠

無孔板　290×1800　横目地8㎜・縦目地無

剣道場

剣道場

剣道場
剣道場

1
0
0
2
7
0

2
9
0

2
9
0

2
9
0

2
9
0

2
9
0

2
9
0

＠1,800

@
2
9
0

1FL

仕上げ割付

仕上げ割付＠1,800＠1,800

＠1,800

木製廻縁　10×25

補強

C-25×10×1.0t

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

@450@450 450 450 450 450

SL

ｽﾀｯﾄﾞ65×45×0.8　@450

1
,
2
0
0

6
2
0

6
2
0

ﾗﾝﾅｰ47×40

1FL

ｂ

緩衝材

調整ﾎﾞﾙﾄ径9

ｂ
調整ﾎﾞﾙﾄ径9

緩衝材

ﾗﾝﾅｰ47×40

木製巾木　9×115（FL+100）　

天然木化粧合板　t15　　塗装品無孔板　290×1800　横目地8㎜・縦目地無

Ａ棟　内部改修（剣道場）鋼製システム壁詳細図２

1/ 10

Ａ：1-33

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要
1/100

内消火栓ボックス

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

展
開

方
向

3,600 4,300 3,6004,900 5,000 4,900 4,300

30,600

柔道場

役員室 器具庫器具庫

管理通路 FL＋2.4ｍ

PS

1
8
,
0
0
0

1
,
8
0
0

6
,
3
0
0

7
,
2
0
0

4
,
5
0
0

3,600 4,300 4,900 5,000 4,900 4,300 3,600

30,600

6
,
3
0
0

7
,
2
0
0

4
,
5
0
0

1
8
,
0
0
0

４

３

２

１

Ｈ

Ｈ Ｇ Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ
Ｎ

内消火栓ボックス 内消火栓ボックス

内消火栓ボックス

内消火栓ボックス
※　屋内消火栓ボックス（機械設備）取付位置及び方法は協議

階段撤去

階段撤去後手すり設置 階段撤去後手すり設置

階段撤去

現況図

手すり　：　鉄製手すり：ＳＯＰ塗り

管理通路改修内容

床面　　：　縞鋼板製　ＳＯＰ塗り

天井面　：　ビニルクロス撤去の上ビニルクロス張り（中級品）

手すり　：　階段撤去部　新規手すり取り付け　ＳＯＰ

Ａ棟　内部改修（柔道場）現況平面図 Ａ：1-34

特記仕様書に記載

断熱材挿入位置を示す（開口部上下壁を含む）

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要
1/100
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,
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0
0

４

３

２

１

3,600 4,300 4,900 5,000 4,900 4,300 3,600

30,600

柔道場

Ａ

Ｅ

Ｅ Ｅ

Ａ Ａ

Ａ

器具庫 役員室 器具庫

P
S

Ｅ

廻り縁：木製40×90

廻り縁：木製40×90

現況図

Ａ-2

Ａ-2

Ａ棟　内部改修（柔道場）現況天井伏図 Ａ：1-35

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



改修なし

ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

腰壁：木製胴縁の上、難燃化粧合板ｔ12横張（難燃）

木製

樹脂製アジャスターフロアー（Ｈ600）

大型積層床材　ｔ18　

床室名

既存

撤去

備考巾木 天井腰壁　壁 廻り縁

床：御影石部分撤去

木製

Ｈ：200

腰上：木製胴縁の上、ＧＢＤ　ｔ12.5　ビニルクロス張り

ＬＧＳ下地

格子内：ＧＢＲ9.5の上ビニルクロス張り

周囲部：ＧＢＲ9.5の上岩綿吸音板張り

格子内：ＧＢＲ9.5の上ビニルクロス張り　撤去

ＬＧＳ下地　　　　　　　　　　　　　 　撤去

周囲部：ＧＢＲ9.5の上岩綿吸音板張り    撤去

木製

樹脂製アジャスターフロアー（Ｈ600）　撤去

大型積層床材　ｔ18　　　　　　　　 　撤去

改修

ＬＧＳ下地　　　　　　　　　　　　　 　新設

格子内：ＧＢＲ9.5の上ビニルクロス張り　新設

周囲部：ＧＢＲ9.5の上岩綿吸音板張り    新設 ＷＰ塗装

鋼製床下地（詳細図参照）の上針葉樹合板ｔ15捨て張り

大型積層フローリングｔ18（詳細図参照）工場半塗装品

ポリッシャー掛ノ上水性ウレタン塗装１回

ＥＸＰゴム18×20

剣道場ライン　２面

　　　難燃化粧合板ｔ12横張

腰壁：木製胴縁の上、

腰上：木製胴縁の上、

　　　ＧＢＤ　ｔ12.5　ビニルクロス張り

撤去なし

撤去なし

撤去

撤去

腰壁：衝撃吸収壁下地

　　　スタッド：65×45　ｔ0.8　＠450　調整ボルト

　　　天然木化粧合板　ｔ15　（難燃）

腰上：ＧＢＤ　ｔ12.5（新設）

　　　ビニルクロス張り（中級品）

　　　出隅・入隅：タモ集成材 床換気口アルミ枠スライド開閉

床点検口アルミ枠600×600　６箇所

　メッシュ付200×1000　10台

タモ集成材

Ｈ：200

木製　撤去

Ｈ：110

断熱材挿入

仕様：詳細図参照

断熱材挿入

仕様：詳細図参照

断熱材挿入

仕様：詳細図参照

柔道場

柔道用畳敷き

柔道用畳敷き（全面）

廻り縁腰壁　壁 天井巾木 備考

撤去

改修

既存

室名 床

器具庫

改修なし 改修なし 改修なし 改修なし 改修なし

既存

撤去

改修

Ａ

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ビニルクロス張り

天井記号 天井記号撤去の別 備考 撤去の別 備考

Ｅ

既存

撤去

改修

木製廻り縁

木製廻り縁

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ロックウール吸音板ｔ12

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ロックウール吸音板ｔ12 （全撤去）

（撤去無）

木製廻り縁（既存使用）

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ロックウール吸音板ｔ12

天井伏図リスト

木製格子　150×90（金物吊り）

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ビニルクロス張り　

木製格子　150×90（金物吊り）　　　　　　

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ビニルクロス張り　　

木製格子　150×90（金物吊り）　　　　　　　 既存

新規

撤去

撤去なし

新規

新規

天井下地・仕上　　　　　　　　

Ａ棟　内部改修（柔道場）改修内容・天井伏図リスト

40×90

撤去

40×90

木製　新規 消火栓ボックス取付（開口工事：建築）

木部：ＵＣ塗装

役員室

（クロス張替）

天井下地・仕上　

既存

撤去

改修

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ビニルクロス張り

天井記号 撤去の別 備考

既存

新規

撤去

撤去なし

天井下地・仕上　

Ａ-2 ビニルクロス張り　

ビニルクロス張り　　

柔道用畳敷き　　　　　　　　　　　 　撤去（柔道畳320帖）

Ａ：1-36

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要
1/100

Ｂ

Ａ

4,5007,2006,300

18,000

4
,
4
0
0

１ ２ ３ ４

7
0
0

2
,
0
0
0

2
,
4
0
0

柔道場

柔道場

4
,
4
0
0

5
6
0

9
0
0

7
0

2
,
2
0
0

6
7
0

3,600 4,300 4,700 5,400 4,500 4,500 3,600

30,600

Ｈ Ｇ ＡＢＣＤＥＦ

現況図

Ａ棟　内部改修（柔道場）現況展開図１ Ａ：1-37

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



剣道場

ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要
1/100

剣道場 Ｄ

4,500 7,200 6,300

18,000 1,800

役員室Ｃ 柔道場

4
,
4
0
0

4
7
0

1
,
9
7
0

3
6
0

2
,
8
0
0

1
,
4
0
0

4
,
2
0
0

４ ３ ２ １

3,600 4,300 4,700 5,400 4,500 4,500 3,600

30,600

6
7
0

2
,
2
0
0

7
0
9
0
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0

4
,
4
0
0

6
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0

2
,
2
0
0

1
0
08

7
0
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0

4
,
4
0
0

Ｈ Ｇ ＡＢＣＤＥＦ

現況図

Ａ棟　内部改修（柔道場）現況展開図２ Ａ：1-38

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要
1/100

剣道場器具庫

1,800

2
,
0
0
0

7
0
0

2
,
7
0
0

1
,
8
5
0

3
5
0

2
,
7
0
0

5
0
0

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

1,800

2
,
7
0
0

1
,
8
5
0

3
5
0

5
0
0

4,900

Ｆ ＥＦＥ

4,900

2
,
0
0
0

7
0
0

2
,
7
0
0

現況図

Ａ棟　内部改修（柔道場）現況展開図３ Ａ：1-39

１ ８

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要
1/100

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

展
開

方
向

4,300 3,6004,900 5,000 4,900 4,300

1
8
,
0
0
0

1
,
8
0
0

6
,
3
0
0

7
,
2
0
0

4
,
5
0
0

6
,
3
0
0

7
,
2
0
0

4
,
5
0
0

1
8
,
0
0
0

４

３

２

１

Ｈ

Ｈ Ｇ Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ
3,600

器具庫器具庫

管理通路 FL＋2.4ｍ

PS

機器類

（A1)
計10台

計6台

200×1000　ｽﾗｲﾄﾞ開閉式,ﾒｯｼｭ付

600×600

床下点検口（ｱﾙﾐ枠）　鍵付き

床下換気口（ｱﾙﾐ製）
床伏図　　　　S=1/100

フローリング

床仕上及び下地仕様

7
7
0

1
5
0

9
0
0

9
0
0

@
9
0
0

役員室

H=800

役員室

H=800

根太　30×35×1.2t@300

大引　50×50×1.6t@900　

ﾊﾞｳﾝﾄﾞｺﾞﾑ　無し

調整ﾎﾞﾙﾄ　径12.7

ﾎｰｸｱﾝｶｰ径12.7(ｵｰﾙｱﾝｶｰ固定)

支持台　34φ×2.3t

@900×900

H=620

外周付近

大引　60×60×1.6t@900　

ﾎｰｸｱﾝｶｰ径12.7(ｵｰﾙｱﾝｶｰ固定)

柔道場

ﾊﾞｳﾝﾄﾞｺﾞﾑ　径50×40t

鋼製床下地仕様

@900×1400支持台　径48.6×2.3ｔ調整ﾎﾞﾙﾄ　径12.7ﾊﾞｳﾝﾄﾞｺﾞﾑ　径50×40t

柔道場用2重ｺｲﾙｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ径60×60t

張方向

鋼製下地割付基準

現場　水性ウレタン　2液１回塗装仕上

217×1800 寸法安定加工 半塗装品

大型積層フローリングt18（ｶﾊﾞ表層6mm）
柔道場

150

役員室

柔道場 H=620

--@300 @300根太

1,400 1,400 1,400 @1,400

Ｎ

根太　30×35×1.6t@300

換気口、点検口　　EXPｺﾞﾑ15×t18
周囲　　　　　　　EXPｺﾞﾑ20×t18

捨張　針葉樹構造用合板　t15　

捨張　針葉樹構造用合板　t15　

600×600

床下点検口（ｱﾙﾐ枠）　鍵付き

根太　30×35×1.2t@300 大引　50×50×1.6t@900　
217×1800 寸法安定加工 半塗装品

大型積層フローリングt18（ｶﾊﾞ表層6mm）

現場　水性ウレタン　2液１回塗装仕上

根太　30×35×1.6t@300

大引　60×60×1.6t@900　

床下換気口（ｱﾙﾐ製）

200×1000　ｽﾗｲﾄﾞ開閉式,ﾒｯｼｭ付

Ａ棟　内部改修（柔道場）鋼製床システム平面図 Ａ：1-40

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

床換気口（ｱﾙﾐ製）200×1000

EXPｺﾞﾑ20×t18

床下換気口（ｱﾙﾐ製）

200×1000　ｽﾗｲﾄﾞ開閉式,ﾒｯｼｭ付

ﾎｰｸｱﾝｶｰ径12.7(ｵｰﾙｱﾝｶｰ固定)

150 770

EXPｺﾞﾑ15×t18

150900以内

ﾎｰｸｱﾝｶｰ径12.7(ｵｰﾙｱﾝｶｰ固定)

ﾎｰｸｱﾝｶｰ径12.7(ｵｰﾙｱﾝｶｰ固定)

150 770

建具

EXPｺﾞﾑ20×t18

1
,
0
0
0

200

壁
面

100

壁
面

700100

1
8

3
0 1
5

2

5
0

EXPｺﾞﾑ20×t18

（床工事外）

（床工事外）

支持台　径48.6×2.3ｔ
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石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要
1/100

Ａ棟　内部改修（柔道場）鋼製システム壁展開図　２

剣道場

剣道場

４ ３ ２ １

Ｈ Ｇ ＡＢＣＤＥＦ

3,600 4,300 4,700 5,400 4,500 4,500 3,600

4
,
4
0
0

4,500 7,200 6,300 1,800

役員室

Ｈ

Ｈ

器具庫器具庫

１
役員室

ｂ

ｂ

SL

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

6
2
0

6
2
0

4
,
4
0
0

2
,
8
0
0

1
,
4
0
0

4
,
2
0
0

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

6
2
0

ｂ

ｂ

SL

6
2
0

3
,
0
2
0

3
,
0
2
0

役員室

ＡＢＣＤＥＦＧＨ

４

３

２

１

展
開

方
向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

柔道場

天然木化粧合板　t15　　塗装品

有孔板　290×1800　横目地6㎜・縦目地無

木製巾木　9×115（FL+100）　

集成材ｸﾘｱ塗装品

（ｼｽﾃﾑ壁工事外）

集成材ｸﾘｱ塗装品

集成材ｸﾘｱ塗装品

集成材ｸﾘｱ塗装品

木製出隅　35×35×t7

木製押縁　15×7

木製廻縁　10×25

ｽﾀｯﾄﾞ 65×45×0.8t×@450

緩衝材 調整ﾎﾞﾙﾄ径9

W1

M1

M2

H

D

O

S1

ｂ

凡 例

ＫＥＹ　ＰＬＡＮ

Ｎ

S1
W1

H

S1
W1

H

M1

M2 M2

M1

M2

M1

M2

M1

M2

床框

H

D D

OO

S1
W1

H

M2

M1

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

3,7003,500

900900@900目地

CL

900 900 @900

270

@900 900 900 目地@900900900 @900 900 900 目地@900900900

CL

70

CL

上部見切り材 71×25

柔道場

柔道場

Ｃ

Ｄ

Ａ：1-43

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



天然木化粧合板　t15　　塗装品

2
9
0

2
9
0

2
9
0

2
9
0

2
9
0

2
9
0

2
9
0

1
0
0

2
7
0

8
8

8
8

8
8

8

1FL

通しｱﾝｸﾞﾙ
L-50×30×2.3t

通しｱﾝｸﾞﾙ
L-50×30×2.3t

緩衝材

110

50 1545

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

4
2
0

1
,
2
0
0

6
2
0

2
,
4
0
0

通しｱﾝｸﾞﾙ
L-50×30×2.3t

通しｱﾝｸﾞﾙ
L-50×30×2.3t

緩衝材

110

50 1545

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

6
2
0

2
9
0

2
9
0

2
9
0

2
9
0

2
9
0

2
9
0

2
9
0

1
0
0

2
7
0

8
8

8
8

8
8

8

6
2
0

2
,
4
0
0

木製廻縁　10×25

3
,
0
2
0

2
,
8
2
0

柔道場 柔道場

木製巾木　9×115（FL+100）　

天然木化粧合板　t15　　塗装品

木製巾木　9×115（FL+100）　

木製廻縁　10×25

補強

C-25×10×1.0t

通しｱﾝｸﾞﾙ

L-50×30×2.3t

補強

C-25×10×1.0t 補強

C-25×10×1.0t

緩衝材

天然木化粧合板　t15　　塗装品

通しｱﾝｸﾞﾙ
L-50×30×2.3t

木製巾木　9×115（FL+100）　

EXPｺﾞﾑ20×t18

壁ｸﾘｯﾌﾟ

1
0
0

2
7
0

2
9
0

@
29
0

9

8
8

50 110

管理通路

補強受け

ｱﾝｸﾞﾙﾋﾟｰｽ
L-50×50×t1.6

４

50 45 15

柔道場

6
2
0

ﾗﾝﾅｰ

2
,
82
0

４

集成材　塗装品

65×45×0.8t×@450

ｽﾀｯﾄﾞ

65×45×0.8t×@450

ｽﾀｯﾄﾞ

緩衝材

緩衝材

１

Ｈ

ＨＡ １

Ｈ

ＨＡ

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

8

2
9
0

@
2
9
0

2
5

10

ﾗﾝﾅｰ

管理通路

50 45 15

50 110

100

2
5

1
5

10

2
5

ﾗﾝﾅｰ受け材

木製廻縁　10×25

71×25
（ｼｽﾃﾑ壁工事外）

木製廻縁　10×25

集成材　塗装品

集成材　塗装品

（ｼｽﾃﾑ壁工事外）

胴縁材　ﾁｬﾝﾈﾙ

4
2
0

2
,
4
0
0

C-100x50x20x2.3　@900程度

ｽﾀｯﾄﾞ
65×45×0.8t×@450

71 上部見切り材

無孔板　290×1800　横目地8㎜・縦目地無

無孔板　290×1800　横目地8㎜・縦目地無無孔板　290×1800　横目地8㎜・縦目地無

上部見切り材

（ｼｽﾃﾑ壁工事外）
71×25

上部見切り材

木製廻縁　10×25

A,C,D面 　壁断面詳細図　　　S=1/15 ｼｽﾃﾑ壁 基本断面詳細図　S=1/10B面 　壁断面詳細図　　　　　S=1/15

摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ

Ａ棟　内部改修（柔道場）鋼製システム壁詳細図　１

断熱材挿入：仕様別記
断熱材挿入：仕様別記

断熱材挿入：仕様別記
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摘要
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無孔板　290×1800　横目地8㎜・縦目地無
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Ａ -２

ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要
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木製廻り縁（既存）：ＵＣ塗り

木製枠（既存）：ＵＣ塗り

木製枠（既存）：ＵＣ塗り

木製枠（既存）：ＵＣ塗り

Ｈ

Ｈ

Ａ

木製枠：ＵＣ塗り

Ａ ー２

Ａ ー２

Ａ ー２

Ａ ー２
ＣＣ 改修なし-２ＡＧ Ｇ

現況図

Ａ棟　内部改修（２階射場廻り）現況天井伏図 Ａ：1-47
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現況図

ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

Ｎ

1/100
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笠木カバー交換（屋根工事）（２階　回廊部）
笠木カバー交換（屋根工事）（２階　回廊部）

屋上防水改修

屋上防水改修
外壁改修（ＡＬＣ部）

屋外階段

Ａ棟　内部改修（２階射場廻り）現況平面図 Ａ：1-48
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ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要
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現況図

Ａ棟　内部改修（２階的場廻り）現況天井伏図
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木部：ＵＣ塗装

ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

既存

撤去

改修

Ａ

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ビニルクロス張り

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ビニルクロス張り

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ビニルクロス張り

天井記号 天井記号 天井下地・仕上　　　　　　　　（撤去の別）撤去の別天井下地・仕上　 備考 撤去の別 備考

ビニルクロス張り

（撤去なし）

（撤去）

木部：ＵＣ塗装

既存

撤去

改修

Ａ

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ビニルクロス張り

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ビニルクロス張り

ビニルクロス張り （撤去）

ー２ （撤去）

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ビニルクロス張り（中級品）

塩ビ天井見切縁 （全撤去）

Ｃ

既存

撤去

改修

塩ビ天井見切縁

塩ビ天井見切縁

ＬＧＳ下地　フレキシブルボードｔ6　ＡＥＰ塗装

ＬＧＳ下地　フレキシブルボードｔ6

ＬＧＳ下地　ＧＢＤ9.5

（全撤去）アスベストあり

塩ビ天井見切縁

ＬＧＳ下地　ＧＢＤ9.5

Ｇ

既存

撤去

改修

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ビニルクロス張り

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ビニルクロス張り （全撤去）

（全撤去）塩ビ天井見切縁

塩ビ天井見切縁

ＬＧＳ下地　Ｗ４５０化粧石膏ボード

木製見切縁・木製廻り縁
既存

撤去

改修

Ｈ
木製見切縁・木製廻り縁

ＬＧＳ下地　Ｗ４５０化粧石膏ボード

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ビニルクロス張り（敷き目板調）

（撤去無）

（全撤去）

木製見切縁・木製廻り縁　ＵＣ塗装 木部：ＵＣ塗装

既存

撤去

改修

Ｉ

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ＡＥＰ

塩ビ天井見切縁

ＬＧＳ下地　　　　　ＧＢＲ9.5　ＡＥＰ （全撤去）

塩ビ天井見切縁

塩ビ天井見切縁 （全撤去）

ＬＧＳ下地（19型）　ＧＢＤ9.5

既存

撤去

改修

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　ＡＥＰ

ＬＧＳ下地　　　　　ＧＢＲ9.5　ＡＥＰＪ

ＬＧＳ下地（25型）　ケイカル版ｔ6　ＡＥＰ

（全撤去）

塩ビ天井見切縁

塩ビ天井見切縁 （全撤去）

Ａ棟　内部改修（２階的場廻り）天井改修リスト Ａ：1-50
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シャワーブース部：磁器タイル張り　撤去なし

下地：ＬＧＳ

腰壁：化粧合板張り　ＦＬ＋2,400まで

長尺塩ビシート張り　ｔ2.0

シャワーブース部：磁器タイル張り

木造床組　Ｈ：250の上合板張り

木造床組　Ｈ：250の上合板張り　撤去なし

木造床組　Ｈ：250の上合板張り【既存】

シャワーブース部：磁器タイル張りの上乾燥二重床・合板張り・長尺塩ビシート

西矢取口

フロアーパネルｔ12

木造床組　Ｈ；250

ホール

中廊下

西廊下

摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ

長尺塩ビシート　ｔ2.0張り

壁　：ＧＢＲ12.5（破損個所撤去）ビニルクロス張り全撤去

下地：ＬＧＳ

壁　：ＧＢＲ12.5　ビニルクロス

ソフト巾木

Ｈ：100

ソフト巾木

ソフト巾木

Ｈ：100

天井伏図参照

廻り縁腰壁　壁 天井巾木 備考

撤去

改修

既存

室名 床

壁　：ＧＢＲ12.5　ビニルクロス

Ｈ：100

天井伏図参照

廻り縁腰壁　壁 天井巾木 備考

撤去

改修

既存

室名 床

下地：ＬＧＳ

塩ビ製

塩ビ製

廻り縁腰壁　壁 天井巾木 備考

撤去

改修

既存

室名 床

塩ビ製

天井伏図参照

天井伏図参照

塩ビ製

塩ビ製

廻り縁腰壁　壁 天井巾木 備考

撤去

改修

既存

室名 床

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

廻り縁腰壁　壁 天井巾木 備考

撤去

改修

既存

室名 床

塩ビ製

玄関

木造床組　Ｈ；250　　撤去

フロアーパネルｔ12 　撤去

乾燥二重床（別記）

パーティクルボードｔ20＋耐水ラワン合板ｔ12

単層フローリングノード　ｔ15

木製　Ｈ100

木製　Ｈ100

木製　Ｈ100

撤去なし

ＧＢＲ12.5

ビニルクロス

下地：ＬＧＳ　撤去なし

ＧＢＲ12.5　　撤去なし（破損個所撤去）

ビニルクロス　撤去

ＬＧＳ下地

ＧＢＲ9.5

ビニルクロス

ビニルクロス 撤去

ＬＧＳ下地　撤去

ＧＢＲ9.5　 撤去

ビニルクロス 中級品張り

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5東廊下

東矢取口

下地：ＬＧＳ

天井伏図参照

撤去なし

ＧＢＲ12.5

ビニルクロス

下地：ＬＧＳ　撤去なし

ＧＢＲ12.5　　撤去なし（破損個所撤去）

ビニルクロス　撤去

ＬＧＳ下地

ＧＢＲ9.5

ビニルクロス

ビニルクロス 撤去

ＬＧＳ下地　撤去

ＧＢＲ9.5　 撤去

ビニルクロス 中級品張り

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5

100角磁器質タイル張り

乾燥二重床（別記）

パーティクルボードｔ20＋耐水ラワン合板ｔ12

射場への出入口：新規引き戸設置

射場

フロアーパネルｔ12

木造床組　Ｈ；250　　撤去

フロアーパネルｔ12 　撤去

乾燥二重床（別記）

パーティクルボードｔ20＋耐水ラワン合板ｔ12

単層フローリングノード　ｔ15

更衣室Ｗ

更衣室Ｍ ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　撤去

フレキシブルボードｔ6（アスベストあり）撤去

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5

フレキシブルボードｔ6（アスベストあり）

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5　撤去

ＧＢＤ9.5

木造床組　Ｈ：250

Ａ棟　内部改修（２階）改修内容１

タイル張り　150×150

タイル張り　150×150　撤去なし

150×150

タイル張り 下地：ＬＧＳ

ＧＢＲ12.5

ビニルクロス

下地：ＬＧＳ　撤去なし

ＧＢＲ12.5　　撤去なし（破損個所撤去）

ビニルクロス　撤去

撤去

下地：ＬＧＳ

ＧＢＲ12.5

ビニルクロス

下地：ＬＧＳ　撤去なし

ＧＢＲ12.5　　撤去なし（破損個所撤去）

ビニルクロス　撤去

ビニルクロス　中級品張り

SOP塗り

SOP塗り

ＧＢＲ12.5　　破損個所修理

ビニルクロス　中級品張り

ＧＢＲ12.5　　破損個所修理

ビニルクロス　中級品張り

タイル張り

100×10

既存のまま

撤去

撤去

撤去なし

既存

ＵＣ塗装

腰壁：化粧合板張り　ＦＬ＋2,400まで　撤去なし

下地：ＬＧＳ　　　　　　　　　　　　 撤去なし

壁　：ＧＢＲ12.5（破損個所撤去）ビニルクロス張り　撤去

撤去部分あり

現状床の上、合板ｔ5.5張り　長尺塩ビシート張り　ｔ2.0

撤去

新設

塩ビ製

塩ビ製

撤去

塩ビ製

木製

木製

木製

撤去なし

ＵＣ塗装

出隅：木製コーナービート　Ｈ：1,800　ＵＣ塗装

出隅：木製コーナービート　Ｈ：1,800　ＵＣ塗装

ＧＢＲ12.5　　破損個所修理

ビニルクロス　中級品張り

出隅：木製コーナービート　Ｈ：1,800　ＵＣ塗装

壁　：ＧＢＲ12.5（破損個所修理）ビニルクロス張り（中級品）

出隅：木製コーナービート　Ｈ：1,800　ＵＣ塗装

上がりかまち：既存ＵＣ塗装

上がりかまち：既存ＵＣ塗装

下足箱④　⑤

下足箱④　⑤撤去

下足箱　新④　新⑤　　設置

柔道場用2重ｺｲﾙｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ

２階

２階

２階

２階

２階

木製

壁　：ＧＢＲ12.5（破損個所修理）ビニルクロス張り（中級品）

腰壁：化粧合板張り　破損個所補修

出隅：木製コーナービート　Ｈ：1,800　ＵＣ塗装
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ＬＧＳ下地

器具庫

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5

フロアーパネルｔ12

木造床組　Ｈ：250

フロアーパネルｔ12 　撤去なし

木造床組　Ｈ：250　　撤去なし

天井伏図参照

下地：ＬＧＳ

ＡＥＰ塗装

ＧＢＲ12.5

摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ

天井伏図参照

廻り縁腰壁　壁 天井巾木 備考

撤去

改修

既存

室名 床

天井伏図参照

廻り縁腰壁　壁 天井巾木 備考

撤去

改修

既存

室名 床

廻り縁腰壁　壁 天井巾木 備考

撤去

改修

既存

室名 床

天井伏図参照

塩ビ製

塩ビ製

廻り縁腰壁　壁 天井巾木 備考

撤去

改修

既存

室名 床

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

廻り縁腰壁　壁 天井巾木 備考

撤去

改修

既存

室名 床

塩ビ製木製　Ｈ100

木製　Ｈ100

木製　Ｈ100

撤去なし

天井伏図参照

撤去なし

木造床組　Ｈ：250の上合板張り

長尺塩ビシート張り　ｔ2.0

ソフト巾木

Ｈ：100

ＡＥＰ塗装

ＧＢＤ9.5　一部ＧＢＲ9.5

ＬＧＳ下地

下地：ＬＧＳ

ＧＢＲ12.5

ビニルクロス

下地：ＬＧＳ　撤去なし

ビニルクロス　撤去

ＧＢＲ12.5　　撤去なし（破損個所修理）

ＬＧＳ下地

ＧＢＲ9.5

ビニルクロス

ビニルクロス 撤去

ＬＧＳ下地　撤去

ＧＢＲ9.5　 撤去

ビニルクロス 中級品張り

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5

木造床組　Ｈ：400

合板ｔ12

タタミ敷

木造床組　Ｈ：400　　撤去なし

合板ｔ12　　　　　 　撤去なし

木製　畳寄せ

木製　畳寄せ

既存のまま

下地：ＬＧＳ

ＧＢＲ12.5

ビニルクロス

下地：ＬＧＳ　撤去なし

ビニルクロス　撤去

ＧＢＲ12.5　　撤去なし（破損個所修理）

ＬＧＳ下地

ビニルクロス 中級品張り

杉柾石膏ボードｔ9

ＬＧＳ下地　　　　　撤去

杉柾石膏ボードｔ9 　撤去

木製

木製

　撤去

フロアーパネルｔ12

木造床組　Ｈ：250

フロアーパネルｔ12 　撤去なし

木造床組　Ｈ：250　　撤去なし

撤去なし

既存のまま

木製

木製

下地：ＬＧＳ

ＧＢＲ12.5

ビニルクロス

下地：ＬＧＳ　撤去なし

ビニルクロス　撤去

ＧＢＲ12.5　　撤去なし（破損個所修理）

壁　：ＧＢＲ12.5（破損個所修理）ビニルクロス張り（中級品）

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5

ＬＧＳ下地

ビニルクロス 中級品張り

杉柾石膏ボードｔ9

ＬＧＳ下地　　　　　撤去

杉柾石膏ボードｔ9 　撤去

木造床組　Ｈ：400

木造床組　Ｈ：400　　撤去なし

合板ｔ12　　　　　 　撤去なし

合板ｔ5.5

雑巾摺

雑巾摺

撤去なし　

塩ビ製

木製

木製

　撤去

Ａ棟　内部改修（２階）改修内容２

改修なし

改修なし

改修なし

改修なし

改修なし

改修なし

改修なし

改修なし

現状床の上、合板ｔ5.5張り　長尺塩ビシート張り　ｔ2.0

ＳＯＰ

ＳＯＰ塗り

撤去

新設

改修なし 改修なし 改修なし 改修なし

壁　：ＧＢＲ12.5（破損個所修理）ビニルクロス張り（中級品）

壁　：ＧＢＲ12.5（破損個所修理）ビニルクロス張り（中級品）

２階

２階

２階

２階

押入

踏込

休憩室

湯沸室

２階

塩ビ製

タタミ敷             撤去なし

タタミ：表替え（２等　Ｃ２）

Ａ：1-52
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シート防水ｔ1.2

天井伏図参照

天井伏図参照

摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ

廻り縁腰壁　壁 天井巾木 備考

撤去

改修

既存

室名 床

廻り縁腰壁　壁 天井巾木 備考

撤去

改修

既存

室名 床

廻り縁腰壁　壁 天井巾木 備考

撤去

改修

既存

室名 床

廻り縁腰壁　壁 天井巾木 備考

撤去

改修

既存

室名 床

塩ビ製

塩ビ製

廻り縁腰壁　壁 天井巾木 備考

撤去

改修

既存

室名 床

塩ビ製

ＬＧＳ下地

Ａ棟　内部改修（２階）改修内容３

審判室

木造床組　Ｈ：250 下地：ＬＧＳ

ＧＢＲ12.5

ビニルクロス

下地：ＬＧＳ　撤去なし

ビニルクロス　撤去

ＧＢＲ12.5　　撤去なし（破損個所修理）

壁　：ＧＢＲ12.5（破損個所修理）ビニルクロス張り（中級品）

ＬＧＳ下地

杉柾石膏ボードｔ9

木製

木製

　ｈ100

ソフト巾木

的場

均しモルタルの上

人工芝張り

均しモルタルの上　　撤去なし

シート防水ｔ1.2　　 撤去

人工芝張り　　　　  撤去

（屋上防水改修による）

シート防水ｔ1.2の上トップコート

シート防水撤去

一部ＡＬＣ　ｔ100の上吹付

塩ビ製

塩ビ製

防水工事完了後安土再構築（防水改修参照）

安土　撤去（場内仮置き）

着的室

モルタル金コテ仕上げ 下地：ＬＧＳ

ＧＢＲ12.5

下地：ＬＧＳ　撤去なし

ＡＥＰ塗装

ＧＢＲ12.5　　撤去なし（破損個所修理）

ＬＧＳ下地

石膏ボードｔ9　ＡＥＰ塗装

ＬＧＳ下地　　　　　　　　　撤去

石膏ボードｔ9　ＡＥＰ塗装　 撤去

ＬＧＳ下地　　　　　　　　　新規

塩ビ製

塩ビ製撤去

塩ビ製新設

フロアーパネルｔ12

木造床組　Ｈ；250　　撤去

フロアーパネルｔ12 　撤去

乾燥二重床（別記）

パーティクルボードｔ20＋耐水ラワン合板ｔ12

単層フローリングノード　ｔ15

ソフト巾木

ソフト巾木

ソフト巾木

撤去

新設

杉柾石膏ボードｔ9 　撤去

ＬＧＳ下地　　　　　撤去

ビニルクロス 中級品張り

ＬＧＳ下地　ＧＢＲ9.5

撤去

塩ビ製

フレキシブルボードｔ6（アスベストあり）撤去

フレキシブルボードｔ6（アスベストあり）撤去

ＬＧＳ下地　撤去

ＬＧＳ下地　25型

セメント版ｔ6目透かし張り　ＥＰＧ塗装

　撤去

塩ビ製

改修なし

ソフト巾木

ソフト巾木

撤去なし

既存のまま ＧＢＤ9.5　　　　　　　　　 新規

２階

２階

２階

壁　：ＧＢＲ12.5（破損個所修理）ＡＥＰ塗装

Ａ：1-53
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ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

化粧合板フラッシュ撤去

撤去

メラミン化粧合板フラッシュ新設

メラミン化粧合板フラッシュ新設鋼製家具（オープン棚）

改修

1/ 50

Ａ棟　内部改修（２階矢取口）家具図

1
,
2
0
0

350

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

350

改修

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

350

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

350

1
,
2
0
0

下駄箱　④ 下駄箱　新④

下駄箱　⑤ 下駄箱　新⑤

Ａ：1-54

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



○

○

ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要
1/ 50

3,100

3
,
1
0
0

2
,
7
0
0

1
,
8
0
0

650 950 1,550

3,150

1
,
8
0
0

2
,
7
0
0

3
,
1
0
0

1
,
8
0
0

9
0
0

1
,
4
0
0

1
,
7
0
0

Ａ

Ｂ

１

450 200

湯沸かし

便所（Ｗ）
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0
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0
0

1
,
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0
0

Ａ

Ｂ

１

450 200

湯沸かし

便所（Ｗ）

便所（Ｍ）

廊下○

○ ○

○

○

○

○
○

○

TB
新03

TB
新04

TB

TB

03

04

改修

平面図（既存）　Ｓ＝1/50 平面図（改修）　Ｓ＝1/50

展開方向

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ棟　内部改修（２階便所・湯沸かし）平面図 Ａ：1-55
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ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

床下点検口（アルミ枠）600角2,400化粧ケイカル版張りｔ6.0

（浮いている部分のみ撤去）

（撤去無）

（撤去無）

既存

撤去

改修

便所（Ｗ・Ｍ）

既存

撤去

改修

洗面所（Ｗ・Ｍ）

室名 床 壁 天井 天井高さ 備考

ＬＧＳ＋ＧＢＲ9.5の上

ビニルクロス張り

モルタル＋防水下地

100角磁器質タイル張り

ＬＧＳ＋ＧＢＲ9.5の上モルタル＋防水下地

100角磁器質タイル張り

ＬＧＳ＋メタルラスの＋モルタル塗りの上

陶器質タイル張り（200×100）

ＬＧＳ＋メタルラスの＋モルタル塗りの上

陶器質タイル張り（200×100）

（撤去無）

ビニルクロス張り

目地：シーリング（ＭＳ２）

（撤去）

（撤去）

ＬＧＳ＋ＧＢＤ9.5

2,500

モルタル金鏝押さえの上

ビニル床シート張り

モルタル金鏝押さえの上 （撤去無）

（撤去）

ビニル床シート張り　ｔ2.0

ビニル床シート張り　ｔ2.0

ビニル床シート張り　ｔ2.0

巾木

ビニル巾木ｈ100

ビニル巾木ｈ100

（撤去）

ビニル巾木ｈ100

ビニル巾木ｈ100

ＬＧＳ＋ＧＢＲ12.5の上

ビニルクロス張り

ＬＧＳ＋ＧＢＲ12.5の上

ビニルクロス張り

（撤去無）

（撤去）

ビニルクロス張り（中級品）

ＬＧＳ＋ＧＢＲ9.5の上

ビニルクロス張り

ＬＧＳ＋ＧＢＲ9.5の上

ビニルクロス張り

（撤去）

（撤去）

ＬＧＳ＋ＧＢＤ9.5

2,400

2,400

既存床下点検口（アルミ枠）600角：蓋撤去

○ 撤去改修（機械設備）

撤去

TB

TB

TB
新設

1　2

1　2

新1　2
乾燥二重床（仕様：別図記載）

２階

２階

Ａ棟　内部改修（２階トイレ・湯沸かし）改修内容

1
0

ゴム座

既存タイル面（水勾配あり）

ピッチ：メーカー仕様による

1
0
0
程

度

2
0

2

1
2

塩ビシート　ｔ2.0

耐水ラワン合板ｔ12

パーティクルボードｔ20

高さ調整脚

既存框：御影石

便所床 洗面所床

乾燥二重床　詳細図　Ｓ＝1/5

際根太

1/  5

Ａ：1-56
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新規引き戸設置（建具改修）

ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要
1/100
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確認

現況図

Ａ棟　内部改修（２階廊下）現況展開図１ Ａ：1-57
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ＢＡ Ｃ Ｄ

1/100
摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ

ＢＡ Ｃ Ｄ

２ ３
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現況図

Ａ棟　内部改修（２階更衣室・廊下）現況展開図２ Ａ：1-58
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１

Ａ

1/100
摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ

１階　更衣室Ｗ２

器具庫
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現況図

Ａ棟　内部改修（２階湯沸かし室他）現況展開図３

Ａ：1-58

Ａ：1-59
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1/100
摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ
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現況図

Ａ棟　内部改修（２階更男女便所）現況展開図４ Ａ：1-60
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1/100
摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ

２階　便所（Ｍ）

２階　便所（Ｗ）

畳張
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9,900 9,000

2
,
4
0
0

1
,
3
0
0
3
0
0

4
,
0
0
0

7
9
0

1
,
2
0
0

1
,
7
1
0

3
0
0

4
,
0
0
0

2
,
4
0
0

1
,
3
0
0
3
0
0

4
,
0
0
0

新規引き戸設置（建具改修）
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現況図

審判室

Ａ棟　内部改修（２階射場）現況展開図５ Ａ：1-61
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1/100
摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ

２階　便所（Ｍ）
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Ａ棟　内部改修（２着的室）現況展開図６ Ａ：1-62
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ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

※　補修概要（Ａ棟）

狭幅部（床下換気口開口上部等）

クラック補修

注入口付アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法（一般部：９本/ｍ2　狭幅部：５本/ｍ）

浮きモルタル撤去の上樹脂モルタル金コテ押さえ

（0.2mm以上）　Ｕカットシーリング工法　可とう性エポキシ樹脂充填工法

（0.2mm未満）　シール工法　可とう性エポキシ樹脂充填工法

３）モルタル浮き補修（注入工法が不可能な部分）

２）クラック補修

１）モルタル浮き補修（注入工法が可能な部分）

タイル撤去の上張替え

５）タイル浮き部・欠損部

　　　　　　　　ポリマーセメント系基礎巾木用塗材

４）基礎部全面

20　　ｍ

10　　ｍ2

50　　ｍ

20　　ｍ

広幅部（屋外階段１階踊り場含む等）

１　基礎部・階段１階踊り場部分

ＤＰ塗装（Ｂ種　３級）

ケイカル版ｔ6

（塗装下地調整材からアスベスト確認）

施工箇所 現況仕上

押し出しセメント版ｔ60

うす付け仕上げ塗材（弾性リシン）

外壁

劣化部塗膜除去の上Ｃ１

改修内容

下地処理（水洗い工法）

ＡＥＰ塗装

ケイカル版ｔ6　破損個所張替え

防水型複層塗材Ｅ

軒天

ボンデ鋼板　ｔ1.0

ウレタン塗装

既存のまま破風・鼻隠し

矢道立上り笠木

５　　ｍ2

窓周り・版間・版端末シーリング　全撤去シーリング 窓周り・版間・版端末シーリング　ＭＳ２

上記：１　基礎部・階段１階踊り場部分による

踏み面・踊り場　：　モルタル金コテ押え

１階踊り場　モルタル金コテ押え

鉄部（手すり共）　：　ＳＯＰ塗り ＤＰ塗装（Ｂ種　３級）

屋外階段３箇所

その他鉄部 ＤＰ塗装（Ｂ種　３級）的場屋根上防矢スクリーン：ウレタン塗装

２　外壁部（押し出しセメント版　ｔ60）

３　軒天部

４　破風・鼻隠し

５　その他鉄部

６　シーリング

７　屋外階段

８　木製矢切格子 木製　 ＷＰ塗装

※　事前調査概要

無

以下の部分において、目視による確認・打診・マーキング・計測・図面記入を行い報告する

※　アスベスト含有建材事前調査の結果（以下項目以外で、該当の可能性がある部分については本工事にて検証する事）

採取箇所及び　建材・試料名称

Ａ棟（武道場）　外壁リシン吹付

Ａ棟（武道場）　外部サッシュ廻りシーリング

Ａ棟（武道場）　１階ホール　床長尺シート

Ａ棟（武道場）　１階ホール　ソフト巾木

Ａ棟（武道場）　１階ホール　壁紙＋ボード材

Ａ棟（武道場）　１階剣道場　天井・岩綿吸音板

Ａ棟（武道場）　２階矢取口　防水シート

Ａ棟（武道場）　２階トイレ　壁　タイル＋目地材

Ａ棟（武道場）　２階更衣室　天井　ボード材

Ｂ棟（スポーツ練習場）　外壁リシン吹付

Ｂ棟（スポーツ練習場）　外部サッシュ廻りシーリング

有

石綿の有無 石綿の種類

定性分析結果

Ｃhr

無

無

無

無

無

無

有 Ｃhr

無

無

Ｃ棟（遠的場・射場）　外壁リシン吹付 有 Ｃhr

5-50％ 下地調整材から確認

コメント

1-5％ ボード材から確認

5-50％ 下地調整材から確認

Ｃ棟（遠的場・射場）　サッシュ廻りシーリング 無

無Ｈ棟（屋外便所）　内部壁仕上げ塗材

Ｈ棟（屋外便所）　内部天井・ボード材 有 5-50％ 下地調整材から確認Ｃhr、Ａmo

外壁・基礎部（仕上げ）・軒天・破風・笠木・屋外階段（１階踊り場含む）

ステンレス箱文字：300角程度　脱着 清　流　館

ＡＥＰ塗装

ひび割れ・欠損部補修（シーリング）

改修なし

 5　　ｍ2

10　　ｍ2

Ａ：2-01Ａ棟　外部改修概要

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



５

１

摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ
1/200

北 面

東 面

7
0
0

5
,
5
0
0

3
,
7
0
0

6
0
0

3,600 4,500 3,600 4,500 4,500 5,400 4,500 4,500 3,600

38,700 400

Ｊ Ｉ Ｈ Ｇ Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ

400

２３４５６７８ １

6,300 7,200 4,500 7,200 4,500 7,200 6,300

400 400 400 400 400 400 400

1,800 1,800

400

7
0
0

5
,
5
0
0

3
,
7
0
0

6
0
0

屋外階段改修

シーリング改修

その他鉄部改修

破風・鼻隠し改修

軒天部改修

外壁部改修

７

６

５

４

３

２

１ 基礎部改修・階段１階踊り場改修

１ １ １

１ １ １ １ １１

２２

２

２
２

３

３
３

木製矢切格子改修８

４ ４

４

４

７
７

７
７

９

９

清　流　館

10
ステンレス箱文字：脱着

９
屋根：葺き替え（屋根Ｃ改修参照）

Ａ棟　外部改修　立面図１（改修概要） Ａ：2-02

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



９ ４

４

８ 木製矢切格子改修

１

基礎部改修・階段１階踊り場改修１

２

３

４

５

６

７

外壁部改修

軒天部改修

破風・鼻隠し改修

その他鉄部改修

シーリング改修

屋外階段改修

摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ
1/200

7
0
0

5
,
5
0
0

3
,
7
0
0

6
0
0

3,6004,5003,6004,5004,5005,4004,5004,5003,600

38,700400

ＪＩＨＧＦＥＤＣＢＡ

400

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８１

6,3007,2004,5007,2004,5007,2006,300

400400400400400400400

1,8001,800

400

7
0
0

5
,
5
0
0

3
,
7
0
0

6
0
0

南 面

西 面

１ １ １１

１ １１ １

２

２

２２

２

３

３
３

３

３

４

４４

４

４

４４

５

７

７

７

９

Ａ棟　外部改修立面図２（改修概要） Ａ：2-03
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Ｎ

8
,
1
0
0

Ｎ

1,8001,800

1,800 1,800

400400 1,8003,6001,800

43,200

13,500 16,200 13,500

6,3007,2004,5007,2004,5007,2006,300
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6,300
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5
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3
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6
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8
,
1
0
0

1
4
,
4
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8
,
1
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3
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6
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1
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0

Ｊ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｂ

Ａ

Ｃ

3
8
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7
0
0

3
0
,
6
0
0

8
,
1
0
0

3
,
6
0
0

4
,
5
0
0

8
,
1
0
0

1
4
,
4
0
0

１ ８７６５４３２

4
,
5
0
0

3
,
6
0
0

1/200
摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ

Ａ棟　外部改修（軒天）　１階天井伏図

斜線部分：内部改修による

Ｋ Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ

Ｋ Ｋ

鉄部ＤＰ塗装

鉄部ＤＰ塗装

Ｎ

Ｎ

Ｎ Ｎ

Ｎ Ｎ

Ａ：2-04

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



Ｋ

見切縁：ボンデ鋼板

見切縁：ボンデ鋼板

1,8001,800

1,800 1,800

400400

１ ８７６５４３２

43,200

13,500 16,200 13,500

6,3007,2004,5007,2004,5007,2006,300

43,200

6,3007,2004,5004,5007,2006,300

3
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1
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8
0
0
1
,
8
0
0Ｊ
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Ｈ

Ｉ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｂ

Ａ

Ｃ

3
8
,
7
0
0

3
0
,
6
0
0

8
,
1
0
0

3
,
6
0
0

4
,
5
0
0

7,200

3,600 2,700

4001,400

4
0
0

400 400

4,500 1,800
Ｎ

2
,
9
0
0

1,200 1,200

1,300

Ｋ

Ｋ

ＫＫ

Ｋ

Ｋ

1,200 1,200

Ｋ

1/200
摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ

Ａ棟　外部改修（軒天）　２階天井伏図

1
,
8
0
0

2
7
,
0
0
0

1
,
8
0
0

斜線部分：内部改修による 斜線部分：内部改修による

撤去

撤去

Ｌ

Ｍ

破風：撤去・改修

Ａ：2-05
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ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

Ａ棟　外部改修（軒天）　改修リスト

天井記号 撤去の別天井下地・仕上　 備考

既存

撤去

改修

Ｋ

ＬＧＳ下地（25型）　ケイカル版ｔ6　ＡＥＰ

ＬＧＳ下地（25型）　ケイカル版ｔ6　ＡＥＰ （撤去無）

塩ビ天井見切縁

塩ビ天井見切縁 破損部補修 事前調査・報告による数量確認

ＡＥＰ塗装

既存

撤去

改修

ＬＧＳ下地（25型）　ケイカル版ｔ6　ＡＥＰ

ＬＧＳ下地（25型）　ケイカル版ｔ6　ＡＥＰ

塩ビ天井見切縁

塩ビ天井見切縁

Ｌ （撤去）

（撤去）

ＬＧＳ下地（25型）　ケイカル版ｔ6　ＡＥＰ

塩ビ天井見切縁

天井点検口（アルミ枠　450×450）

内装改修に計上

Ｍ

既存

撤去

ＬＧＳ下地（25型）　ケイカル版ｔ6　ＡＥＰ

ＬＧＳ下地（25型）　ケイカル版ｔ6　ＡＥＰ

塩ビ天井見切縁

塩ビ天井見切縁

（撤去）

（撤去）

改修

（新設）

（新設）

屋根葺き替え　鉄部表し（ＤＰ塗装：Ｂ種３級）

破風・鼻隠し：ＤＰ塗装

破風・鼻隠し：ＤＰ塗装

破風板（アルミパネル）新設　下地鉄骨胴縁改修

破風板（ボンデ鋼板）撤去

屋根Ｃ改修図参照

Ｎ

既存

撤去

改修

外壁改修と同じ

外壁改修と同じ

外壁改修と同じ

Ａ：2-06
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4,5007,2004,500

ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要
1/200
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400400
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8
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7,200

4001,400

4
0
0

400 400

1,000

Ｎ

屋根Ａ 屋根Ａ

屋根Ｂ 屋根Ｂ

屋根Ａ
屋根Ａ

軒
樋

　
Ｎ

軒
樋

　
Ｍ

軒
樋

　
Ｌ

軒
樋

　
Ｋ

軒
樋

　
Ｊ

軒
樋

　
Ｉ

落とし口
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Ａ棟　外部改修（屋根）　１階屋根伏図 Ａ：2-07
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ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要
1/200

Ａ棟　外部改修（屋根）　２階屋根伏図

屋根Ａ

3
0
,
6
0
0

Ｊ

Ｇ

Ｈ
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Ｆ

Ｅ
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Ａ
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Ｎ

1,200 6,550 6,550 400

400

3
0
,
6
0
0

1
,
6
0
0

2
,
0
0
0

1
,
6
0
0

2
,
0
0
0 4
0
0

1,200

1,200 3,350 3,350 1,200

400

4
0
0

1
,
0
0
0

4
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0
0
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4
0
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400
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43,200

13,500400 23,400 6,700 400

1,800

樋受け梁：Ｈ200×100　ＤＰ塗装

屋根Ａ 屋根Ｂ 屋根Ｂ

棟
Ａ

棟
Ａ

軒
樋

Ａ

軒
樋

Ｂ

軒
樋

Ｃ

軒
樋

Ｅ

軒
樋

Ｇ

軒樋Ｈ

化粧破風取付：カラー鋼板Ｈ300

化粧破風取付：カラー鋼板Ｈ300

屋根Ｃ

新規落とし口

新規落とし口

新規落とし口

既
存

軒
樋

・
既

存
ル

ー
フ

デ
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キ
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落とし口

落とし口

落とし口

落とし口

軒
樋

Ｄ

移設

落とし口

落とし口

落とし口

落とし口

軒
樋

Ｆ
軒

樋
Ｆ

撤去

撤去

撤去

撤去

屋
根

Ｃ
-
2

軒
樋

Ｃ
-
2
改

修
内

容

軒
樋

Ｇ
改

修
　

撤
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・
新
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吊り木カバー
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新規落とし口

移設

3,400

パラペット：撤去新設

Ａ：2-08
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ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

東 面

北 面

軒樋Ｄ

竪樋Ｒ

1/200

竪樋Ｂ

竪樋Ｄ

竪樋Ｃ

竪樋Ａ＋Ｂ

竪樋Ａ

Ａ棟　外部改修（屋根）　立面図１（樋改修） Ａ：2-09
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竪樋Ｑ

摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ
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1/200

樋受け梁：詳細図参照

Ａ棟　外部改修（屋根）　立面図２（樋改修） Ａ：2-10

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



Ａ：2-11

ポリエチレンフィルム裏張り

ポリエチレンフィルム裏張り 撤去

雪止め　Ｌ-4×50×50　受け金具　＠490雪止め　Ｌ-4×50×50 撤去

摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ

屋根　Ａ

既存仕様 撤去の別 改修仕様記号

塩ビ被覆鋼板ｔ0.4　角ハゼ一文字葺き

アスファルトルーフィング22kg

木毛パーライトセメント版ｔ25

金属シングル垂木＠455 撤去しない

撤去しない

カラーＧＬ鋼板ｔ0.4カバー工法

屋根部分詳細図参照

屋根改修リスト

改修仕様撤去の別既存仕様

屋根　Ｂ

記号

撤去しない

撤去しない

金属シングル垂木＠455

木毛パーライトセメント版ｔ25

アスファルトルーフィング22kg

塩ビ被覆鋼板ｔ0.4　角ハゼ一文字葺き カラーＧＬ鋼板ｔ0.4カバー工法

屋根部分詳細図参照

断熱材無

雪止め　Ｌ-4×50×50　受け金具　＠490雪止め　Ｌ-4×50×50 撤去

詳細図参照

撤去

撤去

改修仕様撤去の別既存仕様

屋根　Ｃ

記号

ルーフデッキ葺きｔ0.8 ルーフデッキ葺きｔ0.8

屋根葺き方向変更（別図参照）

水下側パラペット：押し出しセメント版ｔ60

水上側パラペット：ボンデ鋼板ｔ1.0　ウレタン塗装

撤去

撤去

化粧破風板　ｈ300

化粧破風板　ｈ300

詳細図参照

改修仕様撤去の別既存仕様記号

ルーフデッキ葺きｔ0.8 撤去 ルーフデッキ葺きｔ0.8

軒樋改修のため撤去葺き替え

詳細図参照

Ａ棟　外部改修（屋根）屋根改修リスト

改修仕様撤去の別既存仕様記号

撤去

棟　Ａ 棟瓦　一辺のし

棟包み：カラー鋼板

撤去 棟包み：屋根同材

補強：溶融亜鉛メッキ鋼板ｔ1加工

詳細図参照

屋根（棟）改修リスト

詳細図参照

撤去パラペット：ボンデ鋼板ｔ1.0　ウレタン塗装

同上・下地Ｃ鋼 撤去部分造り替え・Ｃ-100×50×20×2.3

屋根　Ｃ-2

裏張り：なし

撤去しない

撤去しない 裏面断熱材付ｔ25

撤去しない

撤去しない

パラペット：アルミパネルｔ2.0（下地胴縁腐食部改修）

改修

裏張り：不燃エース　ｔ4

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



既存内樋撤去　　新規内樋（　）水勾配変更

摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ

カラーＶＰ　100φ

カラーＶＰ　100φ

撤去・更新

落ち葉除け一体型　カラーＧＬ鋼板ｔ0.5

記号

軒樋　Ａ

軒樋　Ｇ

軒樋　Ｂ

軒樋　Ｃ

軒樋　Ｄ

軒樋　Ｅ

軒樋　Ｆ

既存：カラー鋼板製　　　更新：落ち葉除け一体型　カラーＧＬ鋼板ｔ0.5

既存：カラー鋼板製　　　更新：落ち葉除け一体型　カラーＧＬ鋼板ｔ0.5

既存：カラー鋼板製　　　更新：落ち葉除け一体型　カラーＧＬ鋼板ｔ0.5

既存：カラー鋼板製　　　更新：落ち葉除け一体型　カラーＧＬ鋼板ｔ0.5

既存：カラー鋼板製　　　更新：落ち葉除け一体型　カラーＧＬ鋼板ｔ0.5

軒樋　Ｈ

軒樋　Ｉ

軒樋　Ｊ

軒樋　Ｋ

軒樋　Ｌ

既存内樋撤去　取付位置変更（新設）

既存：カラー鋼板製　　　更新：落ち葉除け一体型　カラーＧＬ鋼板ｔ0.5

既存：カラー鋼板製　　　更新：落ち葉除け一体型　カラーＧＬ鋼板ｔ0.5

仕様

軒樋Ｂ・Ｃに結合する　ＶＰ100φ

落とし口

２階　３通り

２階　３通り

２階　３通り

2

1

1

位置

２階　１通り2

2 ２階　７通り

2 ２階　８通り

撤去・更新の別

撤去・更新

撤去・更新

撤去・新設

撤去・更新

撤去・更新

撤去・更新

撤去・更新

撤去・更新

撤去・更新

撤去・更新

撤去・更新

新設

２階　３通り　庇

２階　Ｈ通り

渡り廊下

１階　１通り　北

2

2

1

2 １階　８通り　南

既存：カラー鋼板製　　　更新：落ち葉除け一体型　カラーＧＬ鋼板ｔ0.5 1 １階　３通り　北

既存：カラー鋼板製　　　更新：落ち葉除け一体型　カラーＧＬ鋼板ｔ0.5 1 １階　３通り　南

竪樋　Ａ

竪樋　Ｂ

竪樋　Ｃ

竪樋　Ｄ

竪樋　Ｅ

竪樋　Ｆ

竪樋　Ｇ

竪樋　Ｈ

竪樋　Ｉ

竪樋　Ｊ

竪樋　Ｋ

カラーＶＰ　100φ

カラーＶＰ　100φ

カラーＶＰ　100φ

カラーＶＰ　100φ

カラーＶＰ　125φ

カラーＶＰ　100φ

カラーＶＰ　125φ

ＶＰ　100φ

ＶＰ　100φ

ＶＰ　150φ

ＶＰ　150φ カラーＶＰ　100φ

ＶＰ100φ　　カラーＶＰ　100φ

ＶＰ100φ　　カラーＶＰ　100φ

新設

新設

新設

新設

新設

撤去・更新

撤去・更新

撤去

撤去

撤去・更新

記号 仕様 位置 撤去・更新の別

軒樋　Ｃ

軒樋　Ｈ

軒樋　Ｈ

竪樋　Ａ＋Ｂ Ｈ通り

軒樋　Ｅ

竪樋　Ｃ＋Ｄ

軒樋　Ｄ

軒樋　Ｄ

軒樋　Ｇ

軒樋　Ｈ

軒樋　Ｉ

軒樋　Ｊ

竪樋　Ｌ

新設

新設

軒樋　Ａ

軒樋　Ａ

竪樋　Ｍ

竪樋　Ｎ

竪樋　Ｍ＋Ｎ

カラーＶＰ　100φ

カラーＶＰ　100φ

カラーＶＰ　100φ

カラーＶＰ　100φ

軒樋　Ｇ 新設

新設軒樋　Ｂ

Ａ通り 新設竪樋受け柱設置（別図参照）

竪樋　Ｏ

竪樋　Ｐ

竪樋　Ｑ 軒樋　Ｊ

軒樋　Ｅ

軒樋　Ｆ

軒樋　Ｊ竪樋　Ｒ 撤去・更新

ＶＰ　150φ

カラーＶＰ　100φＶＰ　100φ

カラーＶＰ　100φＶＰ　100φ

撤去・更新

撤去・更新

撤去・更新

カラーＶＰ　100φＶＰ　100φ 撤去・更新竪樋　Ｓ 軒樋　Ｆ

ＶＰ　150φ

既存：カラー鋼板製　　　更新：落ち葉除け一体型　カラーＧＬ鋼板ｔ0.5 1

既存：カラー鋼板製　　　更新：落ち葉除け一体型　カラーＧＬ鋼板ｔ0.5 1 １階　３通り　南

軒樋　Ｍ

軒樋　Ｎ

１階　３通り　北 撤去・更新

撤去・更新

ＶＰ　100φ 撤去・更新

カラーＶＰ　100φＶＰ　100φ 撤去・更新

竪樋　Ｔ

竪樋　Ｕ

軒樋　Ｌ

軒樋　Ｎ

ＶＰ　100φ 撤去・更新

カラーＶＰ　100φＶＰ　100φ 撤去・更新

竪樋　Ｖ

竪樋　Ｗ

軒樋　Ｋ

軒樋　Ｍ

ＶＰ　100φ

ＶＰ　100φ

竪樋　Ｘ

竪樋　Ｙ

撤去

撤去

撤去竪樋　Ｚ

２階　３通り

２階　３通り

２階　３通りＶＰ　150φ

軒樋改修リスト 竪樋改修リスト

カラーＶＰ　125φ

Ａ棟　外部改修（屋根）軒樋・竪樋改修リスト

カラーＶＰ　125φ

カラーＶＰ　125φ

Ａ：2-12
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摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ

3
,
5
3
0

庇パラペット

既存軒樋：撤去

既存屋外階段

Ａ Ｈ

既存軒樋：撤去既存竪樋；100φ撤去

400 400306,000

既存竪樋：100φ　撤去

２ＳＬ

1,600 1,600

３ 通り（２階）正面図

屋根Ａ
屋根Ａ屋根Ａ

屋根Ｃ

竪樋Ｘ

竪樋Ｙ

竪樋Ｚ

撤去

撤去

撤去

Ａ棟　外部改修（屋根）２階３通り軒樋改修図　１ Ａ：2-13
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軒樋Ａ

摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ

3
,
5
3
0

Ｈ

２ＳＬ

庇パラペット部用

既存竪樋：150φ　撤去

6
,
0
7
0

樋受け柱：屋外階段受け梁に緊結

Ａ

400 400306,0001,600 1,600

３ 通り（２階）正面図

ＧＬ

射場大屋根

既存屋外階段

パラペット内梁に溶接

屋根Ｃ

屋根Ａ

屋根Ａ

軒樋Ｃ

軒樋Ｇ

軒樋Ａ

軒樋Ｂ

竪樋Ａ

竪樋Ｋ

竪樋Ｌ

竪樋　Ｍ

竪樋Ｎ

竪樋Ｍ＋Ｎ

Ａ棟　外部改修（屋根）２階３通り軒樋改修図　２

庇パラペット撤去

屋根Ｃ-2

竪樋Ｂ

樋受け梁：詳細図参照

樋受け柱用基礎：詳細図参照

Ａ：2-14
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ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要
1/ 30

7
2
0

3
2
0

3
5
0

1
,
1
0
0

1
,
2
0
0

ルーフデッキ葺きｔ0.8：撤去

軒樋：塩ビ被覆鋼板撤去

パラペット：ボンデ鋼板　撤去

軒天：撤去

ＬＧＳ

ケイカル版ｔ６

ルーフデッキ受け材；撤去

7
2
0

3
2
0

3
5
0

1
,
1
0
0

1
,
2
0
0

既存断面図　Ｓ＝1/30 改修断面図　Ｓ＝1/30

鉄部：ＤＰ塗装

笠木：瓦葺き　既存

詳細図参照

鉄部：ＤＰ塗装

化粧破風

化粧破風

詳細図参照

ルーフデッキ受け（新規）□-100×100×2.3

改修

パラペット：押し出し成型セメント版：撤去

柱頂部：小口塞ぎ（板金　ＧＬ鋼板ｔ0.4）

600×４方向×３箇所

Ｈ

400

Ｈ

2,500 400 500

屋根Ｃ屋根Ｃ

点線部分壁塞ぎ（３通り　７通り）

鉄骨胴縁　Ｃ-100×100×2.3＠450

ラスモルタルの上、モルタル塗り

外壁同材仕上げ

軒樋Ｈ

竪樋・呼び樋：撤去（２か所）

ルーフデッキ葺きｔ0.8：【新設】

2,5002,500

Ａ：2-15Ａ棟　外部改修（屋根）屋根Ｃ改修詳細図

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



ルーフデッキ葺きｔ0.8

ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要
1/ 30

３
3,400

軒
樋

Ｇ

ルーフデッキ葺きｔ0.8葺き替え

軒樋撤去・造り替え（水勾配変更）

竪樋改修

150軒天改修：撤去の上新規張替え

外部改修（外壁）

撤去の上【新設】

撤去【新設】

撤去【新設】

既存内樋撤去　　新規内樋（　）水勾配変更

軒
樋

Ｇ
改

修
内

容

既
存

軒
樋

・
既

存
ル

ー
フ

デ
ッ

キ
葺

き
：

撤
去

軒
樋

Ｇ
改

修
（

流
れ

方
向

変
更

）

2
0
0

2
0
0

撤去【新設】

パラペット改修

6
5
0

1
,
1
0
0

既存内樋撤去　　新規内樋（　）水勾配変更

2
3
,
0
0
0

新
設

軒
樋

Ａ屋
根

Ａ

屋根Ｄ

屋根Ａ

600 2,400

３

ポリエチレンフィルム裏張り 撤去 裏張り：不燃シートｔ4

改修仕様撤去の別既存仕様記号

ルーフデッキ葺きｔ0.8 撤去

屋根　Ｄ 軒樋改修のため撤去葺き替え

詳細図参照

撤去

同上・下地Ｃ鋼
劣化部分撤去

20ｍを見込む

パラペット：ボンデ鋼板ｔ1.0　ウレタン塗装　28.5ｍ パラペット：ボンデ鋼板ｔ1.0　ＤＰ塗装　28.5ｍ

撤去部分造り替え・Ｃ-100×50×20×2.3　＠600程度

屋根Ｄ　平面図　Ｓ＝1/100

Ａ－Ａ断面図　Ｓ＝1/30

Ａ Ａ

雨押え：撤去の上【新設】

全長：28.5ｍ

【新設】落葉除け一体軒樋

吊り梁；ＤＰ塗装

既存梁

Ｎ

（軒天改修）

屋
根

Ｃ
-
2

軒樋Ａ

Ａ：2-16Ａ棟　外部改修（屋根）屋根Ｃ-２改修詳細図

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



□-4.5×150×150

鉄部見え係：ＤＰ塗装

屋外階段

ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要
1/ 50

Ａ

西矢取口

３ ４

2
,
2
0
0

1
,
8
0
0

4,500

1
,
4
5
0

4
0
0

5
,
0
0
0

既存庇受梁

4,500

３ ４

1,000既存階段受梁

4,500

樋
受

け
□

-
4
.
5
×

1
5
0
×

1
5
0

4
0
0

Ａ

既存庇受梁に取付

庇

樋受け：□-4.5×150×150

樋受け：□-4.5×150×150

既存階段受梁に取付

竪樋Ｍ＋Ｎ 9
0
0

600

樋受け基礎：600×900×500

Ａ部と同じ

Ａ棟　外部改修（屋根）竪樋Ｍ＋Ｎ受け・取付平面図

１階平面図

２階平面図

Ｄ
Ｐ

塗
装

ＤＰ塗装

Ａ：2-17
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ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要
1/ 50

Ａ棟　外部改修（屋根）竪樋Ｍ＋Ｎ受け梁取付矩計図

600

樋
受

け
□

-
4
.
5
×

1
5
0
×

1
5
0

Ａ

ＦＧ３

既存庇受梁

5
0
0

既存庇受梁に取付

屋外階段

400400

7
0
0

5
,
5
0
0

3
,
7
0
0

6
0
0

5,000

矢取道

庇

3
0
0

Ａ棟本体

床面

小口塞ぎ：ＰＬ-9

樋受け□-4.5×150×150

小口塞ぎ：ＰＬ-9

2
,
3
0
0

8
,
3
0
0

既存階段受梁に取付

Ａ部

200

900

700

鉄部見え係：ＤＰ塗装

□-4.5×150×150

ＰＬー9×150
小口塞ぎ：ＰＬ-9

2
5
0

1,000

屋外階段

屋外階段受梁

３

2
0
05
0
0

1
0
0

3
0
0

300 300

樋受け基礎：600×900×500

鉄筋：縦横Ｄ10＠200

ＲＣ40～0

樋
受

け
□

-
4
.
5
×

1
5
0
×

1
5
0

樋受け□-4.5×150×150

ベースＰＬ：ｔ12

アンカーボルト：２-Ｍ16　Ｌ400

ＰＬー9×150

小口塞ぎ

Ａ：2-18
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摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ

Ａ棟

Ａ棟

215

215

215

25

ﾎﾟﾘｲｿｼｱﾇﾚｰﾄﾌｫｰﾑ t=25

35

100

【新設】補強材:溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板加工 t=1.0

160

【新設】

【既設】幕板:ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板 t=1.0

竪樋：ｶﾗｰVP100

受ﾊﾞﾝﾄﾞ SUS ＠1,200

φ114
【既設】軒天：ｹｲｶﾙ板 t=6

【新設】断熱材:

ﾄﾞﾚﾝ
木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25落とし込み

【既設】母屋：C-100X50

【既設】屋根：一文字横葺き W215

ｶﾗｰ鋼板

【既設】ｱﾙﾐｶﾗｸｻ

35

100

【既設】軒天：ｹｲｶﾙ板 t=6

木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25落とし込み

【既設】母屋：C-100X50【既設】ｱﾙﾐｶﾗｸｻ

215

215

215
【既設】屋根：一文字横葺き W215

ｶﾗｰ鋼板

φ114

竪樋：VP100 塗装

受ﾊﾞﾝﾄﾞ 

【既設】幕板:ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板 t=1.0

【既設・撤去】雪止：L-4X50X50

受け金具 FB加工品

【既設・撤去】

Ａ棟

Ａ棟

ﾎﾟﾘｲｿｼｱﾇﾚｰﾄﾌｫｰﾑ t=25

35

100

215

屋根本体立ち上げ加工

215

【既設】棟下地

棟芯

【既設】屋根：一文字横葺き W215

ｶﾗｰ鋼板

35

100

木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25落とし込み

【既設】母屋：C-100X50

【新設】断熱材:

35

100

棟芯

【既設】屋根：一文字横葺き W215

ｶﾗｰ鋼板

35

100

木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25落とし込み

【既設】母屋：C-100X50

215 215

割付寸法
割付寸法

【既設】棟下地

【既設・撤去】棟瓦

【既設】棟包み：ｶﾗｰ鋼板

【既設】棟包み：ｶﾗｰ鋼板

【既設】金属ﾀﾙｷ@490 H25

【既設】金属ﾀﾙｷ@490 H25

【既設】金属ﾀﾙｷ@490 H25

【既設】金属ﾀﾙｷ@490 H25

【新設】渦巻きﾊｾﾞ横葺屋根 W215 ﾊﾞｯｷﾝｸﾞ工法

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ t=0.4

(発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ裏貼)

【新設】渦巻きﾊｾﾞ横葺屋根 W215

 ﾊﾞｯｷﾝｸﾞ工法

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ t=0.4

(発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ裏貼)

内樋固定金具 ｱﾙﾐ押出型材 ＠400

割付寸法

【新設】補強：溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=1加工

【新設】棟包み:屋根同材加工

割付寸法

※ 配置は伏せ図参照による

【新設】雪止：L-4X50X50

受け金具 ＠490

焼付塗装

軒樋【既設・撤去】

【新設】棟下地:GL素地鋼板 t=0.8加工

軒先部分　詳細図改修後屋根Ａ

改修前 軒先部分　詳細図 改修前

改修後

棟部分　詳細図

棟部分　詳細図

屋根Ａ

屋根Ａ

屋根Ａ

【新設】

落葉除け:ｶﾗｰGL鋼板t=0.5【新設】

落ち葉除け一体軒樋 L型 両面ｶﾗｰGL鋼板t0.5

1/ 10

Ａ棟　外部改修（屋根）屋根Ａ詳細図　１ Ａ：2-19
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摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ

Ａ棟

Ａ棟

【新設】断熱材:

割付による

【既設】幕板:ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板 t=1.0
【既設】軒天：ｹｲｶﾙ板 t=6

【既設】屋根：一文字横葺き W215

ｶﾗｰ鋼板

【既設】木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25

ﾎﾟﾘｲｿｼｱﾇﾚｰﾄﾌｫｰﾑ t=25

【新設】ｹﾗﾊﾞ水切:屋根同材加工

【新設】ｹﾗﾊﾞ唐草:ｱﾙﾐ押出型材

(ｱﾙﾏｲﾄ処理)

【新設】ｹﾗﾊﾞｶﾊﾞｰ:屋根同材加工

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板【新設】ｼﾞｮｲﾅｰ:

【既設】母屋：C-100X50

【既設】軒天：ｹｲｶﾙ板 t=6

【既設】屋根：一文字横葺き W215

ｶﾗｰ鋼板

【既設】木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25

【既設】母屋：C-100X50

割付による

2
5

【新設】ｹﾗﾊﾞ唐草受材:溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板加工 t=1.0

既存屋根材撤去

＠490

＠490

【既設】金属ﾀﾙｷ H25

【既設】金属ﾀﾙｷ H25

490

490

【新設】渦巻きﾊｾﾞ横葺屋根 W215 ﾊﾞｯｷﾝｸﾞ工法

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ t=0.4

(発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ裏貼)

【既設・撤去】ｹﾗﾊﾞｶﾊﾞｰ:屋根同材加工

【既設】幕板:ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板 t=1.0

改修前

ケラバ部分　詳細図

ケラバ部分　詳細図

改修後屋根Ａ

屋根Ａ

Ａ棟

Ａ棟 改修前

改修後

流れ側 外壁取り合い部分　詳細図

流れ側 外壁取り合い部分　詳細図屋根Ａ

屋根Ａ

2
5

ﾎﾟﾘｲｿｼｱﾇﾚｰﾄﾌｫｰﾑ t=25【新設】断熱材:

＠490

下地:GL素地鋼板 t=0.8加工

現場寸法 60

【既設】外壁：押出成形ｾﾒﾝﾄ板 t=60

屋根同材加工二重水切:【新設】

ｼｰﾘﾝｸﾞ

【新設】水切：屋根同質材加工 H150

【既設】屋根：一文字横葺き W215

ｶﾗｰ鋼板

【既設】木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25

【既設】金属ﾀﾙｷ H25

【既設】母屋：C-100X50

屋根材立上

＠490 60

【既設】外壁：押出成形ｾﾒﾝﾄ板 t=60

【既設】木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25

【既設】金属ﾀﾙｷ H25

【既設】母屋：C-100X50

現場寸法

【既設・撤去】

水切：ｶﾗｰ鋼板【既設】屋根：一文字横葺き W215

ｶﾗｰ鋼板

【新設】渦巻きﾊｾﾞ横葺屋根 W215 ﾊﾞｯｷﾝｸﾞ工法

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ t=0.4

(発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ裏貼)

Ａ棟　外部改修（屋根）屋根Ａ詳細図　２ Ａ：2-20

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）
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摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ

Ａ棟

Ａ棟

35

100

【新設】補強材:溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板加工 t=1.0

160
元旦内樋 L型 両面ｶﾗｰGL鋼板t0.5

【新設】

【既設】幕板:ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板 t=1.0

竪樋：ｶﾗｰVP100

受ﾊﾞﾝﾄﾞ SUS ＠1,200

φ114
【既設】軒天：ｹｲｶﾙ板 t=6

木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25落とし込み

【既設】母屋：C-100X50

【既設】屋根：一文字横葺き W215

ｶﾗｰ鋼板

【既設】ｱﾙﾐｶﾗｸｻ

35

100

【既設】軒天：ｹｲｶﾙ板 t=6

木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25落とし込み

【既設】母屋：C-100X50【既設】ｱﾙﾐｶﾗｸｻ

215

215

215
【既設】屋根：一文字横葺き W215

ｶﾗｰ鋼板

φ114

竪樋：VP100 塗装

受ﾊﾞﾝﾄﾞ 

【既設】幕板:ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板 t=1.0

【既設・撤去】雪止：L-4X50X50

受け金具 FB加工品

【既設・撤去】

Ａ棟

Ａ棟

35

100 【既設】棟下地

棟芯

【既設】屋根：一文字横葺き W215

ｶﾗｰ鋼板

35

100

木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25落とし込み

【既設】母屋：C-100X50

35

100

棟芯

【既設】屋根：一文字横葺き W215

ｶﾗｰ鋼板

35

100

木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25落とし込み

【既設】母屋：C-100X50

215 215

割付寸法
割付寸法

【既設】棟下地

【既設・撤去】棟瓦

【既設】棟包み：ｶﾗｰ鋼板

【既設】棟包み：ｶﾗｰ鋼板

【既設】金属ﾀﾙｷ@490 H25

【既設】金属ﾀﾙｷ@490 H25

【既設】金属ﾀﾙｷ@490 H25

【既設】金属ﾀﾙｷ@490 H25

【新設】渦巻きﾊｾﾞ横葺屋根 W215

 ﾊﾞｯｷﾝｸﾞ工法

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ t=0.4

(発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ裏貼)

内樋固定金具 ｱﾙﾐ押出型材 ＠400

【新設】補強：溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=1加工

軒樋【既設・撤去】

軒先部分　詳細図改修後

改修前 軒先部分　詳細図 改修前

改修後

棟部分　詳細図

棟部分　詳細図

【新設】

屋根Ｂ 屋根Ｂ

屋根Ｂ 屋根Ｂ

【新設】渦巻きﾊｾﾞ横葺屋根 W215 ﾊﾞｯｷﾝｸﾞ工法

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ t=0.4

(発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ裏貼)

※ 配置は伏せ図参照による

【新設】雪止：L-4X50X50

受け金具 ＠490

焼付塗装

ﾄﾞﾚﾝ

215

215

215

215

屋根本体立ち上げ加工

落葉除け:ｶﾗｰGL鋼板t=0.5【新設】

割付寸法

215

割付寸法

【新設】棟包み:屋根同材加工

【新設】棟下地:GL素地鋼板 t=0.8加工
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Ａ棟　外部改修（屋根）屋根Ｂ詳細図　１ Ａ：2-21
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摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ
1/ 10

Ａ棟　外部改修（屋根）屋根Ｂ詳細図　２

Ａ棟

Ａ棟

Ａ棟

Ａ棟

【既設】棟包み：ｶﾗｰ鋼板

【既設】棟下地

棟芯

35

100

35

100

【既設】母屋：C-100X50

【既設】屋根：一文字横葺き W215

ｶﾗｰ鋼板

木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25落とし込み

防矢ﾊﾟﾈﾙ支柱：FB-9X120

【既設】

215

230

220

215
230

【既設】

柱脚ｶﾊﾞｰ：PL-2.3

【既設】幕板:ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板 t=1.0
【既設】軒天：ｹｲｶﾙ板 t=6

【既設】屋根：一文字横葺き W215

ｶﾗｰ鋼板

【既設】木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25

【既設】母屋：C-100X50

【既設】軒天：ｹｲｶﾙ板 t=6

【既設】屋根：一文字横葺き W215

ｶﾗｰ鋼板

【既設】木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25

【既設】母屋：C-100X50

割付による

【既設】金属ﾀﾙｷ@490 H25

＠490

【既設】金属ﾀﾙｷ H25

【既設】金属ﾀﾙｷ H25

490

【既設】外壁：押出成形ｾﾒﾝﾄ板 t=60

【既設】屋根：一文字横葺き W215

ｶﾗｰ鋼板

【既設】木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25

【既設】金属ﾀﾙｷ H25

【既設】母屋：C-100X50

Ａ棟

Ａ棟

＠490 60

【既設】外壁：押出成形ｾﾒﾝﾄ板 t=60

【既設】木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25

【既設】金属ﾀﾙｷ H25

【既設】母屋：C-100X50

現場寸法

【既設・撤去】

水切：ｶﾗｰ鋼板【既設】屋根：一文字横葺き W215

ｶﾗｰ鋼板

棟包み:屋根同材加工 【新設】

 t=0.8加工

棟下地:GL素地鋼板

屋根同材加工

【新設】

二重水切:

【既設】

柱脚ｶﾊﾞｰ：PL-2.3

35

100

35

100

防矢ﾊﾟﾈﾙ支柱：FB-9X120

【新設】

棟芯

【既設】棟包み：ｶﾗｰ鋼板

【既設】棟下地

【既設】母屋：C-100X50

【既設】屋根：一文字横葺き W215

ｶﾗｰ鋼板

木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25落とし込み

【既設】金属ﾀﾙｷ@490 H25

【新設】補強：溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 

t=1加工

【既設・撤去】ｹﾗﾊﾞｶﾊﾞｰ:屋根同材加工

【既設】幕板:ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板 t=1.0

改修前

ケラバ部分　詳細図

ケラバ部分　詳細図 改修前

棟 防矢パネル取り合い部分　詳細図

棟 防矢パネル取り合い部分　詳細図

改修後 改修後

改修前

改修後

流れ側 外壁取り合い部分　詳細図

流れ側 外壁取り合い部分　詳細図屋根Ｂ

屋根Ｂ

屋根Ｂ

屋根Ｂ

屋根Ｂ

屋根Ｂ

割付による

【新設】ｹﾗﾊﾞ水切:屋根同材加工

【新設】ｹﾗﾊﾞ唐草:ｱﾙﾐ押出型材

(ｱﾙﾏｲﾄ処理)

【新設】ｹﾗﾊﾞｶﾊﾞｰ:屋根同材加工

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板【新設】ｼﾞｮｲﾅｰ:

【新設】ｹﾗﾊﾞ唐草受材:溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板加工 t=1.0

＠490490

【新設】渦巻きﾊｾﾞ横葺屋根 W215 ﾊﾞｯｷﾝｸﾞ工法

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ t=0.4

(発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ裏貼)

既存屋根材撤去

＠490

下地:GL素地鋼板 t=0.8加工

現場寸法 60

屋根同材加工二重水切:【新設】

ｼｰﾘﾝｸﾞ

【新設】水切：屋根同質材加工 H150

屋根材立上

【新設】渦巻きﾊｾﾞ横葺屋根 W215 ﾊﾞｯｷﾝｸﾞ工法

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ t=0.4

(発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ裏貼)

215

屋根

屋根本体立上 割付寸法

【新設】

【既設】

215

割付寸法

120

Ａ：2-22
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ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

Ａ棟 屋根Ｃ

Ａ棟 屋根Ｃ 流れ側 外壁取合い部分　詳細図

軒先・水上部分　詳細図

φ114

竪樋：ｶﾗｰVP100

軒樋：前高165WIDE

ｽﾁｰﾙ芯材入塩ﾋﾞ製

受ﾊﾞﾝﾄﾞ 

ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ

吊金具 ＠600

自在ﾄﾞﾚﾝ

207.5

8
8

3
0
0

専用吊金具 ＠1,000

ｶﾗｰGL鋼板 t=0.5

40

ﾊﾅｶｸｼﾊﾟﾈﾙ H300

鉄部：ＤＰ塗装

400 500

Ｈ

3
5
0

1
0
0

ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ

3
0
0

新設屋根:ﾎﾞﾙﾄ式折板 H88 W600

ｶﾗｰGL鋼板 t=0.8

裏貼無し

ｶﾗｰGL鋼板 t=0.5

専用吊金具 ＠1,000

ﾊﾅｶｸｼﾊﾟﾈﾙ H300

ｼｰﾘﾝｸﾞ充填
水止面戸

2,550

8
8

溶接

600

200 200 200

ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ

妻ﾀｲﾄ受け鉄骨

＠1,000

鉄部：ＤＰ塗装

▼鉄骨天端 0
～

1
0
0

屋根:ﾎﾞﾙﾄ式折板 H88 W600

ｶﾗｰGL鋼板 t=0.8

裏貼無し

＠600

二重水切：ｶﾗｰGL鋼板　t=0.4加工

ｼｰﾘﾝｸﾞ

剣先ボルト

▼梁天端

水切：ｶﾗｰGL鋼板　t=0.4加工

妻用ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ ＠1,000

捨ｼｰﾘﾝｸﾞ

GL素地鋼板 t=0.8下地

新設外壁塞ぎ（３通り　７通り）

鉄骨胴縁　Ｃ-100×100×2.3＠450

ラスモルタルの上、モルタル塗り

外壁同材仕上げ

既存外壁：押出成形ｾﾒﾝﾄ板 t=60

ｶﾗｰGL鋼板 t=0.8

裏貼無し

新設屋根:ﾎﾞﾙﾄ式折板 H88 W600

Ａ棟　外部改修（屋根）屋根Ｃ詳細図 Ａ：2-23

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



1/ 10
ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

Ａ棟 屋根Ｃ-２ 水上 外壁取合い部分 ・水下 パラペット部分　詳細図

新設ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ

45 30

75

1
0

3
0

1
0

3
0

2
0

新設胴縁：C-100X50X20X2.3 ＠600

150
軒天改修：撤去の上新規張替え

▼水上

3
0

100

8
8

既存梁

軒先見切面戸

215

215

25

160

φ114

【新設】屋根A：渦巻きﾊｾﾞ横葺屋根 W215 ﾊﾞｯｷﾝｸﾞ工法

(発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ裏貼)

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ t=0.4

新設ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ

既存ﾀｲﾄ受け鉄骨

215

3
0

30

（軒天改修）

2
0

▼梁天端

35

100

600 2,400
3

2
0
0

6
6
0

2
0
0

2
0

2
0

1
,
1
0
0

6
5
0

新設屋根:ﾎﾞﾙﾄ式折板 H88 W600

ｶﾗｰGL鋼板 t=0.8

裏貼：ﾌﾈﾝｴｰｽ t=4

新設幕板ﾊﾟﾈﾙ：AL-2.0

ﾐｭｰｳｫｰﾙF

既存外壁：押出成形ｾﾒﾝﾄ板 t=60 既存梁

新設内樋：ｽﾁｰﾙ防水

ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4+塩ﾋﾞｼｰﾄ t=1.5

FB-4.5X50 ＠600 ｻﾋﾞ止塗装

新設吊材ｶﾊﾞｰ：ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4加工

新設二重水切：ｶﾗｰGL鋼板　t=0.4加工

ｼｰﾘﾝｸﾞ

新設呼び樋・竪樋：ｶﾗｰVP100

新設楽ﾄﾞﾚﾝ

新設水切：ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4加工

捨ｼｰﾘﾝｸﾞ

GL素地鋼板 t=0.8下地

新設ｴﾌﾟﾛﾝ面戸

新設水止面戸

ｼｰﾘﾝｸﾞ充填

新設水切：ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4加工

Ａ棟　外部改修（屋根）屋根Ｃ-２詳細図 Ａ：2-24

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）
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ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

Ａ棟 屋根Ｃ-２ 流れ側 パラペット部分　詳細図

6
5
0

▼梁天端

45

75

新設胴縁：C-100X50X20X2.3 ＠600

新設幕板ﾊﾟﾈﾙ：AL-2.0

150
軒天改修：撤去の上新規張替え

3
0

100

30

2
0
0

2
0

1
,
1
0
0

6
6
0

2
0

2
0
0

3
0

3
01
0

（軒天改修）

2
0

@200200200

@600

8
8

▼鉄骨天端

30

ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ

新設屋根:ﾎﾞﾙﾄ式折板 H88 W600

ｶﾗｰGL鋼板 t=0.8

裏貼：ﾌﾈﾝｴｰｽ t=4

新設妻ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ ＠1,000以内

新設妻ﾀｲﾄ受け鉄骨 ＠1,000以内

勾
配

3
0

2
0

1
0

新設水切：ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4加工

GL素地鋼板 t=0.8下地

新設水切：ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4加工

Ａ棟 屋根Ｃ-２ 流れ側 吊材取合い部分　詳細図

8
8

▼鉄骨天端

8
8

既存吊鉄骨

600 @600

200 200 200200

@600

新設吊材ｶﾊﾞｰ：ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4加工

新設屋根:ﾎﾞﾙﾄ式折板 H88 W600

ｶﾗｰGL鋼板 t=0.8

裏貼：ﾌﾈﾝｴｰｽ t=4

新設水切：ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4加工

GL素地鋼板 t=0.8下地

ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ

勾
配

笠木カバー部分　詳細図　（２階　回廊部）

3
0

2
0

1
0
51
5
5

340

2055 190 20 55

1
5
510 10 3030 260

3
0

1
0

新設曲げ下地：St-1.6

新設ｶﾊﾞｰ笠木ﾊﾟﾈﾙ：AL-2.0
既存笠木：St-1.6

新設曲げ下地：St-1.6

回廊

回廊

矢道

笠木カバー改修部分

笠木カバー改修部分

射場 的場

笠木カバー部分　位置図　（２階　平面図）

Ａ：2-25Ａ棟　外部改修（屋根）屋根Ｃ-2詳細図　２

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



Ｎ

1/200
摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ

Ａ棟　外部（屋上防水改修）　２階屋上防水伏図

Ｉ ルーフドレン

Ａ ３通り　ＧーＨ間　ドア下立ち上がり部

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

３通り　ＢーＧ間　シャッター下立ち上がり部

３通り　ＡーＢ間　ドア下立ち上がり部

着的室（２箇所）　ドア下立ち上がり部

着的室（２箇所）　引き戸下立ち上がり部

Ｈ通り　屋外階段出口部

壁際立ち上がり部

安土土部分立ち上がり

Ｊ トップライト

Ｆ

矢取道

トップライト

矢道

着的室

安土

的場

9
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

9
0
0
1
,
8
0
0
1
,
8
0
0

400

7,2004,500 4,500 7,200 6,300

矢取道

29,700

1,8004,500

4,500 7,200 4,500 7,200 6,300

13,50016,200

３ ４ ５ ６ ７ ８

29,700

着的室

Ｅ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｇ Ｇ Ｇ Ｇ Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

ＧＧＧ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ
Ｇ

Ｇ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｉ Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ Ｉ

Ｊ 中央部

回廊部

回廊部

回廊部

4
0
0

3
0
,
6
0
0

3
,
4
0
0

3
,
6
0
0

2
3
,
6
0
0

4
0
0

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｉ

Ｈ

Ｇ

Ｊ

3
0
,
6
0
0

8
,
1
0
0

1
4
,
4
0
0

8
,
1
0
0

3
,
6
0
0

4
,
5
0
0

4
,
5
0
0

5
,
4
0
0

4
,
5
0
0

4
,
5
0
0

3
,
6
0
0

2
0
0

笠木カバー交換（屋根工事）（２階　回廊部）

笠木カバー交換（屋根工事）（２階　回廊部）

Ａ：2-26

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



木製框

150170

1
0
0

5
0

7
0

既存防水層：撤去

既存防水層：撤去

ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

改修
150170

1
0
0

5
0

7
0

防水改修：立ち上がり部
木製框

Ａ

床：タイル張り

改修

5
0

7
0

1
2
0

床改修：内装工事

長尺塩ビシート張：内装改修

床：タイル張り

3
0

1
2
0

AD
４

既存シート防水：撤去

Ｃ

防水平部

防水立ち上がり部

AD
４

改修

詳細図　Ｓ＝1/10

改修

詳細図　Ｓ＝1/10Ｂ

弾性モルタル（ゴムチップ）

弾性プライマー

防水保護層

防水材（１）＋補強クロス

水性プライマー

11mm
防水材（３）

防水材（２）

水性プライマー

防水材（１）＋補強クロス

防水保護層

防水材（３）

防水材（２） ２mm

既存屋上防水仕様 改修屋上防水仕様：ウレタン塗膜防水＋ゴムチップ舗装（ＡＢＣ商会カラートップＳＲ同等品） ＪＩＳ　Ａ6021に適合

塩ビシート防水（機械固定）

中央部

アルミ押さえ金物

コンクリートスラブ

撤去

撤去

撤去 アルミ押さえ金物

コンクリートスラブ

撤去

撤去

周囲回廊部

ゴムシート防水（密着）

平部（中央部・回廊部共） 立ち上がり部（中央部・回廊部共）

既存図

既存図

３通り　ＧーＨ間　Ａ-Ｂ間ドア下立ち上がり部

３通り　ＢーＧ間　シャッター下立ち上がり部

改修図

改修図Ｌ：22.8ｍ

Ｌ：1.6ｍ　×２箇所

1/　10

木製框木製框

人工芝張り

乾燥二重床のうえ（内装改修）

Ａ：2-27Ａ棟　外部（屋上防水改修）２階屋上防水改修リスト１

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



Ｌ：1.5ｍ

AD
６

既存シート防水：撤去

ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

改修

改修

改修

詳細図　Ｓ＝1/10Ｄ 着的室（２箇所）　ドア下立ち上がり部

既存図

既存図

既存図

改修図

改修図

改修図

AD

7
0

５

既存シート防水：撤去

AD

7
0

５

防水改修：平部

防水改修：立ち上がり部

Ｌ：0.8ｍ　２箇所

150

既存シート防水：撤去

詳細図　Ｓ＝1/10

既存シート防水：撤去

AD

防水改修：平部

防水改修：立ち上がり部

Ｌ：0.8ｍ　２箇所

150

Ｅ 着的室（２箇所）　引き戸下立ち上がり部

5
0

5
0

６

屋外階段踊り場床面

1
5
0

既存シート防水：撤去

既存シート防水：撤去

鉄扉
３
SD

詳細図　Ｓ＝1/10Ｆ ３通り屋外階段出口

屋外階段踊り場床面
1
5
0

鉄扉
３
SD

防水改修：平部

防水改修：立ち上がり部

1/　10

Ａ：2-28Ａ棟　外部（屋上防水改修）２階屋上防水改修リスト２

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



人工芝式：撤去

改修

改修図既存図詳細図　Ｓ＝1/10 Ｌ：1.5ｍＧ 立ち上がり一般部

ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

改修

既存図

既存図 改修図

改修図

1/　10

2
5
0

端部押さえ金物

立ち上がり：シート防水撤去

平部シート防水撤去（一部人工芝共）

2
5
0

改修

防水改修：平部

防水改修：立ち上がり部

ストレーナー：撤去

塩ビシート防水：撤去

※人工芝は中央部のみ

回廊部はゴムシート防水：撤去

ルーフドレン：既存のまま

雨水排水管：撤去（機械設備工事） 雨水排水管：撤去（機械設備工事）

詳細図　Ｓ＝1/10Ｉ ルーフドレン　19箇所

防水改修：平部

改修用ドレン差し込み

ストレーナー：新規設置

Ａ：2-29Ａ棟　外部（屋上防水改修）　２階屋上防水改修リスト３

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要
1/　10

既存図 改修図

改修

防水端部押さえ金物

既存シート防水：撤去

既存シート防水：撤去

既存安土：撤去（場内仮置き）

既存シート防水：撤去

既存シート防水：撤去

既存シート防水・人工芝：撤去

壁：ＡＬＣ　ｔ100

500400

壁：ＡＬＣ　ｔ100

≒280　ｍ3

1
6
0

5
0
0

6
0
0

1
,
2
6
0

7
5
0

増し打ちコンクリート

デッキスラブコンクリート

Ｈ 詳細図　Ｓ＝1/20

壁：ＡＬＣ　ｔ100

500400

壁：ＡＬＣ　ｔ100

1
6
0

5
0
0

6
0
0

1
,
2
6
0

7
5
0

増し打ちコンクリート

デッキスラブコンクリート

防水改修：立ち上がり部

防水改修：立ち上がり部

既存安土：搬入（成型）

防水改修：立ち上がり部

防水改修：平部

防水改修：平部

2
0
0

200

安土：撤去（場内仮置き）≒280ｍ3 安土：搬入（成型）≒280ｍ3

外壁同等吹付

平
部

立
ち

上
が

り
部

≒28　ｍ3

Ａ：2-30

防水端部：シーリング押さえ

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）

Ａ棟　外部（屋上防水改修）２階屋上防水改修リスト４



摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ
石和清流館整備工事（建築主体）（債務）

Ａ棟　外部改修　階段詳細図 Ａ：2-31
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3,850 1,250 5,900 400

１２

1
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10
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30

２

ＧＬ ＧＬ

1 5 10 15 16 20

Ｈ

※　鉄部ＤＰ塗装

鉄部見え係：ＤＰ塗装

手すり：ＤＰ塗装

鉄部：ＤＰ塗装

手すり：ＤＰ塗装

踏み面：改修なし

踏み面：改修なし

手すり：ＤＰ塗装

鉄部見え係：ＤＰ塗装
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ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要
1/200

柔道場 剣道場
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Ａ棟　建具改修　１階建具配置図 Ａ-3-01

ＳＤ
現１

ＷＤ

５

ＷＤ
５

ＷＤ

ＷＤ
４

ＷＤ
４

レスリングマット倉庫

新４

SD

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



WD
９

WD
16

WD

12
９

WD

９
AW

AD
４

5

11

１

１
AD
４

AD
５

AD

６

５

AD

廊下

弓収納棚

矢取口

矢取道

ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要
1/200

1,8001,800

1,800 1,800

2
0
0

400400 1,8003,6001,800

１ ８７６５４３２

43,200

13,500 16,200 13,500

6,3007,2004,5007,2004,5007,2006,300

43,200

6,3007,2004,5004,5007,2006,300

3
,
6
0
0

4
,
5
0
0

4
,
5
0
0

5
,
4
0
0

4
,
5
0
0

4
,
5
0
0

3
,
6
0
0

8
,
1
0
0

1
4
,
4
0
0

8
,
1
0
0

3
0
,
6
0
0

8
,
1
0
0

4
,
5
0
0

3
,
6
0
0

1
,
8
0
0
1
,
8
0
0Ｊ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｂ

Ａ

Ｃ

3
8
,
7
0
0

3
0
,
6
0
0

8
,
1
0
0

3
,
6
0
0

4
,
5
0
0

8
,
1
0
0

3
,
6
0
0

4
,
5
0
0

1
4
,
4
0
0

8
,
1
0
0

4
,
5
0
0

3
,
6
0
0

7,200

3,600 2,700

4001,400

2
,
7
0
0

1
,
3
5
0

4
,
9
5
0

9
0
0

4
0
0

9
0
0

1
,
8
0
0

9
0
0

2
,
7
0
0

9
0
0
1
,
8
0
0
1
,
8
0
0

4
,
0
5
0

1
,
3
5
0

400 400

4,500 1,800

1,000

的場

安土

着的室

着的室

表示器

矢道

トップライト

矢取道

矢取口

廊下

廊下
弓収納棚

下駄箱

下駄箱

ホール

射場

器具庫

更衣室

（Ｍ）

更衣室

（Ｗ）

廊下

湯沸かし

便所（Ｗ）

便所（Ｍ）

審判室
押入

踏込

Ｎ

AD
２

AD
５

６
AD

SD
３

SS
１

９

１

11

10

AW

AW 

AW 

AW 

AW 

AW 

AW 

AW 

AW 

5

AW
12

延
焼
ラ
イ
ン

延
焼
ラ
イ
ン

14

14

AW

AW

WD

９

WD
10

WD
10

WD

11

WD
13

WD

６

WD
６

WD

14

休憩室

WD

15

16

WD

Ａ棟　建具改修　２階建具配置図 Ａ-3-02

WD

玄関

新１

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



額縁：ＵＣ塗装

スチールドアＯＰ　ＤＣ　シリンダー錠

既存仕様

改修内容

F

1,135

1
,
9
0
0

1
0
0 6
5
0

2
0
0

7
1
5

2
,
2
0
0

摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ

6
5
0

1
0
0

1
,
9
0
0

800 800

6
5
0

1
0
0

1
,
9
0
0

700

70

900

F

1,200

4
0
0

既存仕様

４箇所

ＳＤ－１

改修内容

1,600

2
,
0
0
0

既存仕様

改修内容

ＡＤ－５

３箇所

アルミドアＯＰ　ＤＣ　シリンダー錠

3,375

ＡＤ－２

１箇所

3,600

姿図

2
,
2
0
0

7
1
5

2
0
0

1
,
8
0
0

平面図

１箇所

ＡＤ－１ 既存仕様

改修内容

ＡＤ－３

１箇所

アルミ親子ドア

改修内容

既存仕様

既存仕様

改修内容

アルミドア　ＤＣ　シリンダー錠 ＡＤ－６

２箇所 改修内容

既存仕様 アルミドアＯＰ　ＤＣ　シリンダー錠

ＡＧ－１

38箇所 改修内容

既存仕様 アルミ製ガラリ（ＦＩＸ） 既存仕様

改修内容 ＤＰ塗装　

ＳＤ－２

600

1
,
2
0
0

スチールドアＯＰ

２箇所

１ 階玄関

２ 階着的室　 2階廊下

２ 階玄関 １ 階玄関廊下

２ 階着的室　

１ 階　 柔道場　 剣道場 Ｐ Ｓ

1/100

アルミ引き戸（自動ドア） アルミ引き戸（自動ドア）

建具清掃　建具周りシーリング撤去・打ち換え 建具清掃　建具周りシーリング撤去・打ち換え 建具清掃　建具周りシーリング撤去・打ち換え

6
5
0

1
0
0

1
,
9
0
0

1
,
9
0
0

1
,
8
2
0

撤去 新設

ＡＤ－４

ＡＤ－４´

各１箇所

ＡＤ－４

1,610 1,610 1,610

ＡＤ－４´

建具清掃　建具周りシーリング撤去・打ち換え 建具清掃　建具周りシーリング撤去・打ち換え

額縁：ＵＣ塗装

コンクリートかさ上げ（内装）

２階廊下（東西）

ＡＷ４：建具清掃　建具周りシーリング撤去・打ち換え

ＡＷ４´：建具取り換え

ＡＷ４：建具清掃　建具周りシーリング撤去・打ち換え

ＤＰ塗装

Ａ棟　建具改修　建具表１（金属製建具） Ａ-3-03

額縁：ＯＰ塗装 額縁：ＯＰ塗装 額縁：ＯＰ塗装

額縁：ＯＰ塗装 額縁：ＯＰ塗装 額縁：ＯＰ塗装

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



建具清掃　建具周りシーリング撤去・打ち換え

額縁：ＵＣ塗装

網戸：950×2,200　張替え

改修内容

既存仕様 アルミ　欄間外倒し　引き違い段窓　PWC6.8

１箇所

既存仕様

改修内容

摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ
1/100

１箇所

既存仕様

改修内容

１箇所 改修内容

既存仕様ＳＤ－３ スチール製格子戸　ＯＰ ８連軽量スチールシャッターＳＳ－１

ＡＰ－１ アルミパーテション

１箇所

既存仕様

改修内容 改修内容

既存仕様アルミ型開き窓　ハンドル　アームストッパー他 アルミ　欄間外倒し　引き違い段窓　PWC6.8

１箇所

ＡＷ－１ ＡＷ－２ ＡＷ－２Ａ

1,500

1
0
0

9
0
0 2
,
5
0
0

23,000

open

open

open

2
,
7
0
0

2,700

1
,
0
7
0

700

1
,
2
0
0

Ｄ Ｐ 塗装　 動作確認の上調整

２ 階　 射場

１ 階会議室　 湯沸かし 室　 ２ 階便所 １ 階　 剣道場 １ 階　 柔道場

12箇所

2
,
2
0
0

8
7
0

3
,
1
7
0 1

0
0

1,837 70 1,837 70 1,837

2
,
2
0
0

8
7
0

3
,
1
7
0 1

0
0

1,837 70 1,837 70 1,837

建具清掃　建具周りシーリング撤去・打ち換え

全撤去の上新規取付

軽量スチールシャッター　天井内収まり

Ａ-3-04Ａ棟　建具改修　建具表２（金属製建具）

既存仕様

改修内容１箇所

ＳＤ－現１ 型開きスチールドア

800

2
,
0
0
0

剣道場器具庫

両面・枠共　ＯＰ塗り

額縁：ＯＰ塗装
網戸：950×2,200　張替え

額縁：ＵＣ塗装

建具清掃　建具周りシーリング撤去・打ち換え

遮光カーテン（3,000×3,200）２台×か所所　撤去・新設遮光カーテン（3,000×3,200）２台×１か所　撤去・新設

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



１ 階　 剣道場

１ 階　 柔道場　 剣道場

２箇所

既存仕様ＡＷ－２Ｂ アルミ　欄間外倒し　引き違い段窓　PWC6.8

改修内容

既存仕様

改修内容

既存仕様

改修内容改修内容

既存仕様

1/100
ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

改修内容

アルミ　欄間外倒し　引き違い段窓　PWC6.8既存仕様

２箇所

ＡＷ－３

改修内容

アルミ　欄間外倒し　引き違い段窓　PWC6.8既存仕様ＡＷ－３Ａ

１箇所

改修内容

アルミ　欄間外倒し　引き違い段窓　PWC6.8既存仕様

１箇所

ＡＷ－３Ｂ

改修内容

アルミ　欄間外倒し　引き違い段窓　PWC6.8既存仕様ＡＷ－４

４箇所

1
,
8
5
0

4
7
0

900

改修内容

既存仕様ＡＷ－５ アルミ　外倒窓　PWC6.8

ＡＷ－６

２箇所

701,865 1,865

4
7
0

1
,
9
7
0

アルミ引き違いき窓　クレセント他　PW6.8 アルミ　片開き　ＦＩＸ段窓　Ｆ４

２箇所

ＡＷ－７

F

1
,
1
0
0

1
,
0
7
0

1
0
0

700

F

900

8
0
0

8
0
0

8
0
0

1
0
0

1
0
0

１箇所

ＡＷ－８ アルミ　外倒し　引き違い段窓　F4

2
,
2
0
0

8
7
0

3
,
1
7
0 1
0
0

6
7
0

１ 階　 柔道場　 剣道場 １ 階　 柔道場

2
,
2
0
0

8
7
0

3
,
1
7
0 1
0
0

2,137 70 2,137 70 2,137 1,890 70 1,890

１ 階　 柔道条剣道場　 役員室 １ 階　 便所 １ 階　 廊下突き 当り

１ 階　 柔道条剣道場　 器具庫　 　 ２ 階更衣室

2
,
2
0
0

8
7
0

3
,
1
7
0 1

0
0

1,837 70 1,837 70 1,837

2
,
2
0
0

8
7
0

3
,
1
7
0 1

0
0

2,137 70 2,137 70 2,137

2
,
2
0
0

8
7
0

3
,
1
7
0 1

0
0

2,137 70 2,137 70 2,137

１階　剣道場　柔道場

10箇所

額縁：ＵＣ塗装

建具清掃　建具周りシーリング撤去・打ち換え 建具清掃　建具周りシーリング撤去・打ち換え 建具清掃　建具周りシーリング撤去・打ち換え

建具清掃　建具周りシーリング撤去・打ち換え

Ａ-3-05Ａ棟　建具改修　建具表３（金属製建具）

額縁：ＯＰ塗装

額縁：ＯＰ塗装 額縁：ＯＰ塗装

額縁：ＵＣ塗装

建具清掃　建具周りシーリング撤去・打ち換え

額縁：ＵＣ塗装

建具清掃　建具周りシーリング撤去・打ち換え

遮光カーテン（3,000×3,200）２台×２か所　撤去・新設 遮光カーテン（3,400×3,200）２台×２か所　撤去・新設

額縁：ＵＣ塗装

建具清掃　建具周りシーリング撤去・打ち換え

遮光カーテン（3,400×3,200）２台×１か所　撤去・新設

額縁：ＵＣ塗装

建具清掃　建具周りシーリング撤去・打ち換え

遮光カーテン（3,400×3,200）２台×１か所　撤去・新設

額縁：ＵＣ塗装

建具清掃　建具周りシーリング撤去・打ち換え

遮光カーテン（2,000×3,200）２台×１か所　撤去・新設

網戸：950×2,200　１本×４張替え網戸：950×2,200　３本×１張替え

網戸：950×2,200　３本×１　張替え網戸：950×2,200　３本×２張替え網戸：950×2,200　３本×２張替え

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



800

2
,
0
0
0

常時閉鎖特定防火設備

２ 階　 廊下

２ 階　 廊下

9
0
0

1
,
0
0
0

1,500

アルミ　引き違い段窓　ＦＬ３　ＦＬ５

アルミ　外倒し窓

3
2
0

2
,
2
7
0

6
7
0

1
,
5
0
0

1
0
0

1,600

２箇所

既存仕様

改修内容

既存仕様

改修内容

既存仕様

改修内容改修内容

既存仕様

1/100
ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

改修内容

既存仕様

改修内容

既存仕様

改修内容

既存仕様

１箇所 改修内容

既存仕様

改修内容

既存仕様 アルミ　外倒窓　PWC6.8

１箇所

ＡＷ－９

700 700 700 700 700

70 70 70 70

4
7
0

2
,
1
2
0

ＡＷ－１２

ＡＷ－１０ ＡＷ－１１

1,925701,925

1
0
0

1
,
5
0
0

6
7
0

2
,
2
7
0

3
2
0

アルミ　引き違い段窓　ＦＬ３　ＦＬ５

１箇所

700 700 700

70 70

4
7
0

2
,
1
2
0

２箇所

アルミ　外倒し窓

アルミ　引き違い窓　　ＦＬ３

１箇所

ＡＷ－１３ ＡＷ－１４

２箇所

1,510

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

２ 階　 ホール ２ 階　 更衣室

１ 階　 管理室カ ウン タ ー ２ 階　 射場　 審判室

Ｓ Ｄ －新１ ス チ ールド ア （ 常時閉鎖特定防火設備）

１ 箇所

Ｓ Ｄ －新３Ｓ Ｄ －新２

１ 階　 剣道場入り 口 １ 階　 剣道場入り 口（ 廊下～管理通路へ）

常時閉鎖特定防火設備

2
,
2
0
0

2,400

ス チ ール引き 分け戸（ 常時閉鎖特定防火設備）

常時閉鎖特定防火設備

ス チ ール片引き 戸（ 常時閉鎖特定防火設備）

1,200

建具清掃　建具周りシーリング撤去・打ち換え

建具清掃　建具周りシーリング撤去・打ち換え

額縁：ＵＣ塗装

建具清掃　建具周りシーリング撤去・打ち換え建具清掃　建具周りシーリング撤去・打ち換え

建具清掃　建具周りシーリング撤去・打ち換え

1
,
9
0
0

１階　剣道場入り口　剣道場器具庫

２箇所

Ａ-3-06Ａ棟　建具改修　建具表４（金属製建具）

既存ドア撤去の上　新設　ＬＳＤ 既存ドア撤去の上　新設　ＬＳＤ 管理通路への廊下から階段を設置　ＬＳＤ

額縁：ＯＰ塗装 額縁：ＯＰ塗装

額縁：ＯＰ塗装 額縁：ＯＰ塗装

額縁：木製額縁取付　剣道場側ＵＣ　廊下側ＯＰ 額縁：木製額縁取付　剣道場側ＵＣ　廊下側ＯＰ 額縁：木製額縁取付　剣道場側ＵＣ　廊下側ＯＰ

ハンガー
ハンガー

額縁：ＵＣ塗装

建具清掃　建具周りシーリング撤去・打ち換え

網戸：950×2,200　１本×１張替え

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



化粧鋼板（焼付）　撤去

メラミン化粧合板張り　新設

SUS巾木　付属品一式

摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ
1/100

9
5
0

1,3501,250
600

600 950

1
,
3
5
0

600

2
,
0
0
0

1,350 1,250

600

2
,
0
0
0

600

950 600

平面図 姿図 姿図平面図

既存仕様

改修内容１箇所

化粧鋼板（焼付）　撤去

メラミン化粧合板張り　新設

SUS巾木　付属品一式

ＴＢ－３

改修内容

既存仕様

１箇所

化粧鋼板（焼付）　撤去

メラミン化粧合板張り　新設

SUS巾木　付属品一式

ＴＢ－４

２階　便所（Ｍ）２階　便所（Ｗ）

2
,
0
0
0

平面図

２階　便所（Ｗ）

500

5
0
0

500

姿図

既存仕様

改修内容１箇所

化粧鋼板（焼付）　撤去

メラミン化粧合板張り　新設

SUS巾木　付属品一式

既存仕様

改修内容１箇所 改修内容

既存仕様ＴＢ－１

1,350

1
,
1
5
0

1
,
0
5
0

1
,
1
5
0

6
0
0

ＴＢ－２

１箇所

1,150 1,050 1,150

2
,
0
0
0

１階　便所（Ｗ） １階　便所（Ｍ）

1,000

1
,
3
0
0

1
,
2
0
0

6
0
0

2
,
0
0
0

1,200 1,300

化粧鋼板（焼付）　撤去

メラミン化粧合板張り　新設

SUS巾木　付属品一式

平面図 姿図 姿図平面図

既存仕様

改修内容１箇所

ＳＤ－新４

2
,
1
0
0

１階　レスリングマット倉庫

1,0001,000

レスリングマット倉庫

軽量スチール引き分け戸（アウトセット）（ハンガー）

Ａ-3-07

ＴＢ－５

Ａ棟　建具改修　建具表５（ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ）

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



ＳＵＳ製サイレントレール

１箇所

2
,
0
0
0

800400

既存仕様

既存仕様

改修内容

摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ
1/100

既存仕様

４箇所 改修内容

既存仕様

改修内容

１箇所

既存仕様

改修内容１箇所

既存仕様

改修内容 改修内容

既存仕様

改修内容

既存仕様

改修内容

改修内容

既存仕様

2
,
0
0
0

800

柔道場

2
,
0
0
0

900

木製フラッシュ片引き戸　両面合板張り木製フラッシュ片開き戸　両面合板張り

１階器具庫

ＷＤ－２ ＷＤ－３ 木製引き分け格子戸

１階柔道場

2,400

2
,
1
0
0

鏡（姿見）

4,800

1
,
8
0
0

剣道場　柔道場

木製フラッシュ引き分け戸　両面合板張り

１階更衣室

ＷＤ－６ＷＤ－５ＷＤ－４ 木製フラッシュ親子開き戸　両面合板張り 木製フラッシュ片開き戸　両面合板張り

2
,
0
0
0

800

2
,
0
0
0

1,800

ＷＤ－８

１階　柔道場　剣道場　器具庫

木製フラッシュ引き違い戸　両面合板張り ＷＤ－９ 木製引き違い障子

2,000

2
,
3
3
0

２階射場

３箇所

１階更衣室　２階便所

４箇所

ＷＤ－１

撤去

　　　ＤＣ　握り玉　　　　　　　　　附属品一式

見込み35

ＳＵＳ製サイレントレール

４箇所 撤去

　　　ＤＣ　握り玉　　　　　　　　　附属品一式

撤去

　　　ＤＣ　握り玉　　　　　　　　　附属品一式

ＳＵＳ製サイレントレール ＳＵＳ製サイレントレール

４方枠　ＵＣ塗装（内側ＳＯＰ）

戸車交換：ＳＵＳサイレント戸車戸車交換：ＳＵＳサイレント戸車

戸車交換：ＳＵＳサイレント戸車戸車交換：ＳＵＳサイレント戸車

４箇所

４方枠：ＵＣ塗装

４方枠：ＵＣ塗装

改修なし　４方枠取り換え：ＵＣ

新設：両面シナ合板ｔ5.5　ＵＣ・ＳＯＰ

４方枠：ＳＯＰ塗装 建具・４方枠：ＵＣ塗装　廊下側ＳＯＰ

新設：両面シナ合板ｔ5.5　ＵＣ　４方枠：ＳＯＰ 新設：両面シナ合板ｔ5.5　ＵＣ　４方枠：ＳＯＰ

Ａ-3-08Ａ棟　建具改修　建具表６（木製建具）

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



1,600

2
,
0
0
0

２階休憩室

1,800

2
,
0
0
0

２箇所

木製引き違い障子 既存仕様

改修内容

改修内容

既存仕様

改修内容改修内容

既存仕様

１箇所 改修内容

既存仕様

改修内容

既存仕様

1/100
ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

改修内容

既存仕様

既存仕様

ＷＤ－10

3,600

1
,
3
3
0

ＷＤ－11

１箇所

4,000

2
,
3
3
0

２階射場 ２階射場

木製４本建て引き分け障子 木製引き違い戸襖ＷＤ－12

2
,
0
0
0

1,800

木製引き違い戸襖ＷＤ－13

１箇所

ＷＤ－14 ＷＤ－15

２階休憩室

2
,
0
0
0

800

木製片開き戸襖

１箇所

２階器具庫

木製フラッシュ引き違い戸

１箇所

400 800

2
,
0
0
0

ＷＤ－16

２箇所

木製フラッシュ親子開き戸　両面合板張り

２階更衣室

FIX

ＳＵＳ製サイレントレール

建具・４方枠　ＵＣ塗装（内側ＳＯＰ）

ＳＵＳ製サイレントレール

ＳＵＳ製サイレントレール

片面襖紙張替え

片面襖紙張替え 片面襖紙張替え

ＳＵＳ製サイレントレール

４方枠　ＵＣ塗装（内側ＳＯＰ）

撤去

　　　ＤＣ　握り玉　　　　　　　　　附属品一式

1,600

2
,
0
0
0

ＷＤ－新１

１箇所 新設

両面シナ合板ｔ5.5　ＵＣ

戸車交換：ＳＵＳサイレント戸車 戸車交換：ＳＵＳサイレント戸車

戸車交換：ＳＵＳサイレント戸車 戸車交換：ＳＵＳサイレント戸車

ＳＵＳ製サイレントレール　再サイレント戸車

木製アウトセット片引き戸

木枠：集成材　ＳＯＰ（内側ＵＣ）

敷居：集成材の上サイレントレール

新設：両面シナ合板ｔ5.5　ＵＣ

　　　　　　　　３方枠　ＳＯＰ

建具・４方枠：ＵＣ塗装（内側ＳＯＰ）

Ａ-3-09Ａ棟　建具改修　建具表７（木製建具）

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ
1/200

Ｎ

900 9,100 7,200 9,100 900

X1X2Y1 Y2 Y1Y2

立面図　Ｓ＝1/200

東 面 北 面 西 面

3
0
0
3
,
0
0
0

5
5
0

3
,
8
5
0

7,200

X1 X2

南 面

竪樋75φ

Ｂ棟　（スポーツ練習場）既存図 Ｂ-01

１ １ １ １

２ ２ ２ ２屋根：折版葺き

３

9
,
1
0
0

7,200

トレーニング室

X1 X2

Y1

Y2

平面図　Ｓ＝1/200

１
BAW

１
BAW

１
BAW

BAW
２

BAW
２

１
BSS

9
,
1
0
0

7,200

X1 X2

Y1

Y2

屋根伏図　Ｓ＝1/200

５

５

9
0
0

１
BAD

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



AS

有

AS

AS：アスベスト調査の結果

１

BSS

１箇所

Ｂ-02

ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

Ｂ棟　（スポーツ練習場）改修内容

調査対象部分

足場設置後にクラック、浮き、剥離部の調査を行い、図面記載の上報告する

事前調査概要

下図表に示す他

（事前調査により必要があれば改修）

改修なし

防水型複層塗材Ｅ

撤去の別 改修内容

改修内容

水洗い工法

水洗い工法

ＡＥＰ塗装【新】

2
,
0
0
0

1,800

1
,
0
0
0

1,650 1,650

1
,
3
5
0

1,650

2
,
0
0
0

既存仕様

改修内容 改修なし

軽量スチールシャッター
１

BAW

改修内容

既存仕様 面付アルミ引き違窓

改修なし

BAW

２
アルミ引き違窓

改修内容

既存仕様

改修なし

建具周囲シーリング撤去・打ち換え（ＭＳ２）建具周囲シーリング撤去・打ち換え（ＭＳ２）建具周囲シーリング撤去・打ち換え（ＭＳ２）

アルミ引き違窓

改修内容

既存仕様

改修なし

建具周囲シーリング撤去・打ち換え（ＭＳ２）

１

BAD

３箇所 ２箇所

建具表　Ｓ＝1/200

部位

基礎部

外壁部

軒天部

破風・鼻隠し

屋根・樋

１

２

３

４

５

吹付塗装

窯業系サイディング

コンクリート基礎

モルタル塗り

現況

ケイカル版ｔ6

ＡＥＰ塗装

事前調査

○

○

○

AS AS

AS：アスベスト調査の結果

撤去の別 改修内容

改修内容

部位 現況事前調査

６ 建具

内装改修

その他

○
建具表による

建具周囲シーリング（ＭＳ２）建具周囲シーリング 撤去

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ
1/200

Ｃ棟　（遠的場・射場）既存図 Ｃ-01

Ｎ

平面図　Ｓ＝1/200

11,600

5
,
5
0
0

遠的　射場

100角タイル張り

モルタル塗り

100角タイル張り

X1 X2

Y1

Y2

CSS
１

CAD

１

CAD

11,600

X1 X2

5
,
5
0
0

Y1

Y2 1
,
1
0
0

1
,
5
0
0

1,500 1,500

屋根伏図　Ｓ＝1/200

棟瓦：撤去

５

２

棟：和瓦

4
,
9
0
0

11,600

屋根：塩ビ被覆鋼板葺き

X1 X2

南 面

1,500 1,500

Y1 Y2

5,500

4
,
9
0
0

東 面 北 面

1,500 1,100

竪樋：75φ

11,600

4
,
9
0
0

X1X2

5,500

4
,
9
0
0

Y2 Y1

西 面

1,5001,100

棟瓦：撤去
木格子：ＷＰ塗装 木格子：ＷＰ塗装

立面図　Ｓ＝1/200

１ １

２２

３３ ３

４４
４ ５５

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



撤去

６

AS AS

AS：アスベスト調査の結果

１

１箇所

ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

調査対象部分

足場設置後にクラック、浮き、剥離部の調査を行い、図面記載の上報告する

事前調査概要

下図表に示す他

（事前調査により必要があれば改修）

改修なし

撤去の別 改修内容

改修内容

水洗い工法

ＡＥＰ塗装【新】

既存仕様

改修内容

軽量スチールシャッター

改修内容

既存仕様 アルミ引き違窓

改修内容

既存仕様

改修なし

建具周囲シーリング撤去・打ち換え（ＭＳ２）建具周囲シーリング撤去・打ち換え（ＭＳ２）建具周囲シーリング撤去・打ち換え（ＭＳ２）

建具表　Ｓ＝1/200

部位

基礎部

外壁部

軒天部

破風・鼻隠し

屋根・樋

１

２

３

４

５

コンクリート基礎

モルタル塗り

現況

ケイカル版ｔ6

ＡＥＰ塗装

事前調査

○

○

○

AS AS

AS：アスベスト調査の結果

撤去の別 改修内容

改修内容

部位 現況事前調査

建具

内装改修

○
建具表による

建具周囲シーリング（ＭＳ２）建具周囲シーリング 撤去

CSS

全撤去の上【新設】

11,100

3
,
9
5
0

アルミ引き戸

軽量スチールシャッター

スチールケース

移動中柱

撤去の上カバー工法による交換

1,600

2
,
2
0
0

1,600

2
,
2
0
0

CAD

１

１箇所

CAD

１箇所

２

Ｃ棟　（遠的場・射場）改修内容 Ｃ-02

７
その他

木製矢切格子 ＷＰ塗装

○
シャッター取り換え廻り木製見切縁

塩ビ被覆鋼板ｔ0.4　一文字葺き

棟；瓦葺 屋根同材

カラーＧＬ鋼板ｔ0.4カバー工法　断熱材付

軒樋・竪樋 撤去 詳細図参照

押し出しセメント版　ｔ60

吹付塗装

版間・端部　シーリング

有 水洗い工法 防水型複層塗材Ｅ

撤去 シーリング（ＭＳ２）

ボンデ鋼板

ＳＯＰ塗装

撤去なし

撤去なし ＤＰＰ塗装

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

落葉除け:ｶﾗｰGL鋼板t=0.5【新設】

185

【既設】軒天：ｹｲｶﾙ板 t=6

25

【新設】

内樋固定金具 ｱﾙﾐ押出型材 ＠400 160

φ89
【新設】

受ﾊﾞﾝﾄﾞ SUS ＠1,200

竪樋：ｶﾗｰVP75

木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25落とし込み

【既設】金属ﾀﾙｷ@490 H25ﾄﾞﾚﾝ

【既設】母屋：C-100X50

ｶﾗｰ鋼板

【既設】屋根：一文字横葺き W185

【既設】ｱﾙﾐｶﾗｸｻ

【新設】補強材:溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板加工 t=1.0

100

35

ﾎﾟﾘｲｿｼｱﾇﾚｰﾄﾌｫｰﾑ t=25【新設】断熱材:

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ t=0.4

(発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ裏貼)

185

185

【新設】渦巻きﾊｾﾞ横葺屋根 W185 ﾊﾞｯｷﾝｸﾞ工法

【既設】幕板:ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板 t=1.0

Ｃ棟

Ｃ棟

Ｃ棟

【既設】軒天：ｹｲｶﾙ板 t=6

木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25落とし込み

【既設】金属ﾀﾙｷ@490 H25

【既設】母屋：C-100X50
【既設】ｱﾙﾐｶﾗｸｻ

100

35

【既設】幕板:ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板 t=1.0

ｶﾗｰ鋼板

【既設】屋根：一文字横葺き W185 185

185

185

棟芯

ﾎﾟﾘｲｿｼｱﾇﾚｰﾄﾌｫｰﾑ t=25

屋根本体立ち上げ加工

185

【新設】棟包み:屋根同材加工

185

35

100

割付寸法

【既設】棟下地

【新設】補強：溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=1加工

【既設】棟包み：ｶﾗｰ鋼板

35

100

【既設】金属ﾀﾙｷ@490 H25

木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25落とし込み

【既設】屋根：一文字横葺き W185

ｶﾗｰ鋼板

【既設】母屋：C-100X50

割付寸法
【新設】断熱材:

【新設】渦巻きﾊｾﾞ横葺屋根 W185 

ﾊﾞｯｷﾝｸﾞ工法

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ t=0.4

(発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ裏貼)

棟芯

35

100

【既設】棟包み：ｶﾗｰ鋼板

35

100

【既設】金属ﾀﾙｷ@490 H25

木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25落とし込み

【既設】母屋：C-100X50

【既設・撤去】棟瓦

割付寸法

185

割付寸法

【既設】棟下地

ｶﾗｰ鋼板

【既設】屋根：一文字横葺き W185

185

φ89
受ﾊﾞﾝﾄﾞ 

【既設・撤去】

軒樋【既設・撤去】

竪樋：VP75 塗装

Ｃ棟

【新設】棟下地:GL素地鋼板 t=0.8加工

改修後 軒先部分　詳細図

改修前 軒先部分　詳細図

改修後 棟部分　詳細図

改修前 棟部分　詳細図

屋根Ａ 屋根Ａ

屋根Ａ 屋根Ａ

内樋 L型 両面ｶﾗｰGL鋼板t0.5

Ｃ棟　（遠的場・射場）屋根改修図　１

1/ 10

Ｃ-03

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ

【新設】断熱材:

割付による

【既設】幕板:ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板 t=1.0

ｶﾗｰ鋼板

【既設】木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25

ﾎﾟﾘｲｿｼｱﾇﾚｰﾄﾌｫｰﾑ t=25

【新設】ｹﾗﾊﾞ水切:屋根同材加工

【新設】ｹﾗﾊﾞ唐草:ｱﾙﾐ押出型材

(ｱﾙﾏｲﾄ処理)

【新設】ｹﾗﾊﾞｶﾊﾞｰ:屋根同材加工

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板【新設】ｼﾞｮｲﾅｰ:

【既設】母屋：C-100X50

2
5

【新設】ｹﾗﾊﾞ唐草受材:溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板加工 t=1.0

既存屋根材撤去

＠490

【既設】金属ﾀﾙｷ H25

490

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ t=0.4

(発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ裏貼)

Ｃ棟

Ｃ棟

【既設】軒天：ｹｲｶﾙ板 t=6

【新設】渦巻きﾊｾﾞ横葺屋根 W185 ﾊﾞｯｷﾝｸﾞ工法

【既設】屋根：一文字横葺き W185

【既設】幕板:ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板 t=1.0

【既設】木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25

【既設】母屋：C-100X50

割付による

【既設・撤去】ｹﾗﾊﾞｶﾊﾞｰ:屋根同材加工

＠490

【既設】金属ﾀﾙｷ H25

490

【既設】軒天：ｹｲｶﾙ板 t=6

【既設】屋根：一文字横葺き W185

ｶﾗｰ鋼板

ケラバ部分　詳細図

改修前 ケラバ部分　詳細図

改修後屋根Ａ

屋根Ａ

Ｂ棟　（スポーツ練習場）屋根改修図　２

1/ 10

Ｃ-04

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ
1/200

Ｄ棟　（遠的場・的場）既存図 Ｄ-01

平面図　Ｓ＝1/200

判定表示板

DAW

１

13,500

2,000 9,500 2,000

4
,
7
0
0

2
,
3
0
0

7
,
0
0
0

DAW

１

１

DAWDSS

１

１
DAD

安土

遠的　的場

判定表示板

審判室 審判室

X1 X2

Y1

Y2

Ｎ

13,500

2,000 9,500 2,000

4
,
7
0
0

2
,
3
0
0

7
,
0
0
0

X1 X2

Y1

Y2

棟：和瓦

600 600 600 600

750 750

6
0
0

6
0
0

屋根伏図　Ｓ＝1/200

立面図　Ｓ＝1/200

X2X1

2,000 9,500 2,000

13,500

3
,
6
5
0

1
,
2
0
0

南 面

750 750

4,700 2,300

7,000

Y2Y1

東 面

750600600

2,000 9,500 2,000

13,500

X1X2

屋根：塩ビ被覆鋼板葺き

北 面

750750

Y2

2,300 4,700

7,000

Y1

西 面

750 600600棟：和瓦　撤去

１ １１２ ２

３
３ ３

３３

４

４

４

４５ ５

５

５

７７

棟：和瓦　撤去

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



６

AS AS

AS：アスベスト調査の結果

１

１箇所

ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

調査対象部分

足場設置後にクラック、浮き、剥離部の調査を行い、図面記載の上報告する

事前調査概要

下図表に示す他

（事前調査により必要があれば改修）

改修なし

撤去の別 改修内容

改修内容

水洗い工法

ＡＥＰ塗装【新】

既存仕様

改修内容 改修内容

既存仕様

改修内容

既存仕様

改修なし

建具周囲シーリング撤去・打ち換え（ＭＳ２）建具周囲シーリング撤去・打ち換え（ＭＳ２）

建具表　Ｓ＝1/200

部位

基礎部

外壁部

軒天部

破風・鼻隠し

屋根・樋

１

２

３

４

５

コンクリート基礎

モルタル塗り

現況

ケイカル版ｔ6

ＡＥＰ塗装

事前調査

○

○

○

AS AS

AS：アスベスト調査の結果

撤去の別 改修内容

改修内容

部位 現況事前調査

建具

内装改修

○
建具表による

建具周囲シーリング（ＭＳ２）建具周囲シーリング 撤去

１

１箇所

７
その他

木製矢切格子 ＷＰ塗装

○

Ｄ-02Ｄ棟　（遠的場・的場）改修内容

8,900

3
,
8
0
0

2
,
0
0
01
,
3
5
0

DSS DAW DAD

１

1,650 1,650

アルミ引き違窓 アルミ引き違戸電動スチールグリルシャッター

全撤去の上・電動ステンレスグリルシャッター 改修なし

カラーＧＬ鋼板ｔ0.4カバー工法　断熱材なし

屋根同材

塩ビ被覆鋼板ｔ0.4　一文字葺き

棟；瓦葺

軒樋・竪樋 撤去 詳細図参照

撤去

　ＬＧＳの上化粧合板

シャッター上天井

撤去

撤去

Ｗ600×延長9.4ｍ

シャッター上天井

Ｗ600×延長9.4ｍ

　ＬＧＳの上化粧合板【新規】

押し出しセメント版　ｔ60

吹付塗装

版間・端部　シーリング

有 水洗い工法 防水型複層塗材Ｅ

撤去 シーリング（ＭＳ２）

ボンデ鋼板

ＳＯＰ塗装

撤去なし

撤去なし ＤＰＰ塗装

３箇所

的場安土改修内容

既存安土取り壊し（材再使用）

　　　 おがくず混合の上,表面成型

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ

【既設】軒天：ｹｲｶﾙ板 t=6

【新設】

内樋固定金具 ｱﾙﾐ押出型材 ＠400

落葉除け:ｶﾗｰGL鋼板t=0.5【新設】

160

φ89
【新設】

受ﾊﾞﾝﾄﾞ SUS ＠1,200

竪樋：ｶﾗｰVP75

木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25落とし込み

【既設】金属ﾀﾙｷ@490 H25ﾄﾞﾚﾝ

【既設】母屋：C-100X50

ｶﾗｰ鋼板

【既設】屋根：一文字横葺き W185

【既設】ｱﾙﾐｶﾗｸｻ

【新設】補強材:溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板加工 t=1.0

100

35

【既設】幕板:ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板 t=1.0

【既設】軒天：ｹｲｶﾙ板 t=6

木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25落とし込み

【既設】金属ﾀﾙｷ@490 H25

【既設】母屋：C-100X50
【既設】ｱﾙﾐｶﾗｸｻ

100

35

【既設】幕板:ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板 t=1.0

ｶﾗｰ鋼板

【既設】屋根：一文字横葺き W185 185

185

185

棟芯

屋根本体立ち上げ加工 【既設】棟下地

【新設】補強：溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=1加工

【既設】棟包み：ｶﾗｰ鋼板

35

100

【既設】金属ﾀﾙｷ@490 H25

木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25落とし込み

【既設】屋根：一文字横葺き W185

ｶﾗｰ鋼板

【既設】母屋：C-100X50

棟芯

35

100

【既設】棟包み：ｶﾗｰ鋼板

35

100

【既設】金属ﾀﾙｷ@490 H25

木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25落とし込み

【既設】母屋：C-100X50

【既設・撤去】棟瓦

割付寸法

185

割付寸法

【既設】棟下地

ｶﾗｰ鋼板

【既設】屋根：一文字横葺き W185

185

φ89
受ﾊﾞﾝﾄﾞ 

【既設・撤去】

軒樋【既設・撤去】

竪樋：VP75 塗装

改修後 軒先部分　詳細図

改修前 軒先部分　詳細図

改修後 棟部分　詳細図

改修前 棟部分　詳細図

Ｄ棟 Ｄ棟

Ｄ棟 Ｄ棟

屋根Ｂ 屋根Ｂ

屋根Ｂ 屋根Ｂ

185

185

185

【新設】渦巻きﾊｾﾞ横葺屋根 W185 ﾊﾞｯｷﾝｸﾞ工法

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ t=0.4

(発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ裏貼)

185

割付寸法

【新設】棟包み:屋根同材加工

【新設】棟下地:GL素地鋼板 t=0.8加工

35

100

185

割付寸法

【新設】渦巻きﾊｾﾞ横葺屋根 W185 

ﾊﾞｯｷﾝｸﾞ工法

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ t=0.4

(発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ裏貼)

内樋 L型 両面ｶﾗｰGL鋼板t0.5

Ｄ棟　（遠的場・的場）屋根改修図　１

1/ 10

Ｄ-03

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ

Ｄ棟

ｶﾗｰ鋼板

【既設】木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25

【既設】金属ﾀﾙｷ H25

【既設】母屋：C-100X50

＠490

【既設】木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25

【既設】金属ﾀﾙｷ H25

【既設】母屋：C-100X50

現場寸法

ｶﾗｰ鋼板

【既設】外壁：ALC

【既設】外壁：ALC

水切：ｶﾗｰ鋼板【既設・撤去】

【既設】屋根：一文字横葺き W185

【既設】屋根：一文字横葺き W185

【既設】幕板:ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板 t=1.0

ｶﾗｰ鋼板

【既設】木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25

【新設】ｹﾗﾊﾞ水切:屋根同材加工

【新設】ｹﾗﾊﾞ唐草:ｱﾙﾐ押出型材

(ｱﾙﾏｲﾄ処理)

【既設】母屋：C-100X50

【新設】ｹﾗﾊﾞ唐草受材:溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板加工 t=1.0

【既設】金属ﾀﾙｷ H25

【既設】軒天：ｹｲｶﾙ板 t=6

【既設】屋根：一文字横葺き W185

【既設】幕板:ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板 t=1.0

【既設】木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25

【既設】母屋：C-100X50

割付による

【既設・撤去】ｹﾗﾊﾞｶﾊﾞｰ:屋根同材加工

＠490

【既設】金属ﾀﾙｷ H25

490

【既設】軒天：ｹｲｶﾙ板 t=6

【既設】屋根：一文字横葺き W185

ｶﾗｰ鋼板

ケラバ部分　詳細図

改修前 ケラバ部分　詳細図

改修後 流れ側 外壁取り合い部分　詳細図

改修前 流れ側 外壁取り合い部分　詳細図

改修後

屋根Ｂ

Ｄ棟Ｄ棟

Ｄ棟

屋根Ｂ屋根Ｂ

屋根Ｂ

割付による

【新設】ｹﾗﾊﾞｶﾊﾞｰ:屋根同材加工

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板【新設】ｼﾞｮｲﾅｰ:
＠490490

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ t=0.4

(発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ裏貼)

【新設】渦巻きﾊｾﾞ横葺屋根 W185 ﾊﾞｯｷﾝｸﾞ工法

既存屋根材撤去

＠490

下地:GL素地鋼板 t=0.8加工

現場寸法

屋根同材加工二重水切:【新設】

ｼｰﾘﾝｸﾞ

【新設】水切：屋根同質材加工 H150

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ t=0.4

(発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ裏貼)

【新設】渦巻きﾊｾﾞ横葺屋根 W185 ﾊﾞｯｷﾝｸﾞ工法

屋根材立上

Ｄ棟　（遠的場・的場）屋根改修図　２

1/ 10
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石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



２

Y1

400 3,100 500

Y2

300 4,100 300

X1 X2

摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ

4,100

3
,
1
0
0

Y1

Y2

X1 X2

3
0
0

1
,
9
0
0

Y2

500 3,100 400

Y1 X2 X1

300 4,100 300

平面図　Ｓ＝1/200

南 面西 面 北 面東 面

立面図　Ｓ＝1/200

スチール製開き戸：ＤＰ塗装

Ｅ棟　（倉庫）既存図

４

Ｅ-01

鉄部ＤＰ

１１ １１

２２ ２
５

５

ESD
１

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



１

ESD

建具６

AS

有

AS

AS：アスベスト調査の結果

１箇所

ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

調査対象部分

足場設置後にクラック、浮き、剥離部の調査を行い、図面記載の上報告する

事前調査概要

下図表に示す他

防水型複層塗材Ｅ

撤去の別 改修内容

改修内容

水洗い工法

水洗い工法

既存仕様

改修内容 改修内容

既存仕様

改修内容

既存仕様

建具表　Ｓ＝1/200

部位

基礎部

外壁部

軒天部

破風・鼻隠し

屋根・樋

１

２

３

４

５

吹付塗装

窯業系サイディング

コンクリート基礎

モルタル塗り

現況事前調査

○

○

○

AS AS

AS：アスベスト調査の結果

撤去の別 改修内容

改修内容

部位 現況事前調査

○
建具周囲シーリング（ＭＳ２）建具周囲シーリング 撤去

７

○

軒樋・竪樋

Ｅ棟　（倉庫）改修内容

ルーフデッキ葺き

撤去なし 改修なし

ルーフデッキ葺き ＤＰ塗装

鉄扉　ＯＰ塗装 ＤＰ塗装

ＤＰ塗装
鉄部見え係 ○

1,600

2
,
0
0
0

外部

スチール製ドア

ＤＰ塗装（両面）

パンチングメタル

改修なし

Ｅ-02

モルタル浮き部あり

撤去の上樹脂モルタル塗り（500×200程度）

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



４

摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ
1/200

Ｆ棟　（相撲控室）既存図 Ｆ-01

平面図　Ｓ＝1/200

X1 X2

Y1

Y2

Y3

下流し

5
,
1
0
0

3
,
0
0
0

8
,
1
0
0

5,000

床板張

倉庫
土間コンクリート

１
FAD

2,000 3,000

5,000

１
FAW

２
FAW

１
FSD

相撲控室

Ｎ

X1 X2

Y1

Y2

Y3

5
,
1
0
0

3
,
0
0
0

8
,
1
0
0

5,000

2,000 3,000

5,000

屋根伏図　Ｓ＝1/200

900 900

7
5
0

7
5
0

棟：和瓦　撤去

２

立面図　Ｓ＝1/200

南 面

2
0
0
3
,
0
0
0

5,000

X1 X2

900900

竪樋：75φ

東 面

750 8,100 750

Y1 Y2 Y3

屋根：塩ビ被覆鋼板葺き

北 面

X2 X1

5,000

3
,
0
0
0

2
0
0

900 900

西 面

Y3 Y2 Y1

750 8,100 750

１ １ １ １

２

２

３２

５
４４ ７瓦棟：撤去

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



建具周囲シーリング撤去・打ち換え（ＭＳ２）

６

AS AS

AS：アスベスト調査の結果

１

１箇所

ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

調査対象部分

足場設置後にクラック、浮き、剥離部の調査を行い、図面記載の上報告する

事前調査概要

下図表に示す他

（事前調査により必要があれば改修）

改修なし

撤去の別 改修内容

改修内容

水洗い工法

ＡＥＰ塗装【新】

既存仕様

改修内容 改修内容

既存仕様

改修内容

既存仕様

改修なし

建具周囲シーリング撤去・打ち換え（ＭＳ２）

建具表　Ｓ＝1/200

部位

基礎部

外壁部

軒天部

破風・鼻隠し

屋根・樋

１

２

３

４

５

コンクリート基礎

モルタル塗り

現況

ケイカル版ｔ6

ＡＥＰ塗装

事前調査

○

○

○

AS AS

AS：アスベスト調査の結果

撤去の別 改修内容

改修内容

部位 現況事前調査

建具

内装改修

○
建具表による

建具周囲シーリング（ＭＳ２）建具周囲シーリング 撤去

１

１箇所 １箇所

７
その他

木製矢切格子 ＷＰ塗装

○

改修なし

屋根同材

塩ビ被覆鋼板ｔ0.4　一文字葺き

棟；瓦葺

軒樋・竪樋 撤去 詳細図参照

撤去

　ＬＧＳの上化粧合板

シャッター上天井

撤去

撤去

Ｗ600×延長9.4ｍ

シャッター上天井

Ｗ600×延長9.4ｍ

　ＬＧＳの上化粧合板【新規】

押し出しセメント版　ｔ60

吹付塗装

版間・端部　シーリング

有 水洗い工法 防水型複層塗材Ｅ

撤去 シーリング（ＭＳ２）

Ｆ-02Ｆ棟　（相撲控室）改修内容

4,200

6
0
0

2,000

6
0
0

1,200

1
,
9
0
0

FAD FAW FAW

１箇所

FSD

改修内容

既存仕様

建具周囲シーリング撤去・打ち換え（ＭＳ２）

アルミ製２連引き違い戸

改修なし

アルミ外倒し窓

建具周囲シーリング撤去・打ち換え（ＭＳ２）

アルミ外倒し窓

ＤＰ塗装

スチール製親子開きドア
２２

4,200

1
,
9
0
0

ボンデ鋼板

ＳＯＰ塗装

撤去なし

撤去なし ＤＰＰ塗装

カラーＧＬ鋼板ｔ0.4カバー工法　断熱材あり

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ

Ｆ棟 Ｈ棟

Ｆ棟 Ｈ棟

Ｆ棟 Ｈ棟

250

250

＠250

35

100

【新設】

内樋固定金具 ｱﾙﾐ押出型材 ＠400

落葉除け:ｶﾗｰGL鋼板t=0.5【新設】

160

φ89
【新設】

受ﾊﾞﾝﾄﾞ SUS ＠1,200

竪樋：ｶﾗｰVP75

ﾄﾞﾚﾝ

【新設】補強材:鋼板加工 t=1.0

ﾎﾟﾘｲｿｼｱﾇﾚｰﾄﾌｫｰﾑ t=25【新設】断熱材:

25

【既設】軒天：ｹｲｶﾙ板 t=6

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ t=0.4

(発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ裏貼)

【既設】ｱﾙﾐｶﾗｸｻ

ｶﾗｰ鋼板

【既設】母屋：C-100X50

【既設】金属ﾀﾙｷ@490 H25

木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25落とし込み

【新設】渦巻きﾊｾﾞ横葺屋根 W250 ﾊﾞｯｷﾝｸﾞ工法

【既設】屋根：一文字横葺き W250

ﾎﾟﾘｲｿｼｱﾇﾚｰﾄﾌｫｰﾑ t=25

250

35

100

屋根本体立ち上げ加工

250

25 25

木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25落とし込み

【既設】金属ﾀﾙｷ@490 H25

【新設】棟包み:屋根同材加工

割付寸法

【新設】補強：溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=1加工

【既設】棟包み：ｶﾗｰ鋼板

ﾊﾞｯｷﾝｸﾞ工法

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ t=0.4

(発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ裏貼)

ｶﾗｰ鋼板 【既設】母屋：C-100X50

【新設】渦巻きﾊｾﾞ横葺屋根 W250

【既設】屋根：一文字横葺き W250

35

100

割付寸法

【既設】棟下地

棟芯

【新設】棟下地:GL素地鋼板 t=0.8加工

【新設】断熱材:

Ｆ棟 Ｈ棟

【既設】幕板：ｶﾗｰ鋼板加工

35

100

木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25落とし込み

【既設】金属ﾀﾙｷ@490 H25

【既設】棟包み：ｶﾗｰ鋼板

【既設】母屋：C-100X50

35

100

【既設】棟下地

棟芯

【既設】軒天：ｹｲｶﾙ板 t=6

【既設】母屋：C-100X50

【既設】金属ﾀﾙｷ@490 H25

木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25落とし込み

【既設】幕板：ｶﾗｰ鋼板加工

250

250

＠250

【既設・撤去】 軒樋

【既設・撤去】 竪樋：VP75 塗装

受ﾊﾞﾝﾄﾞ 

【既設】ｱﾙﾐｶﾗｸｻ

【既設】屋根：一文字横葺き W250

ｶﾗｰ鋼板

35

100

割付寸法

250

割付寸法

【既設・撤去】棟瓦

250
ｶﾗｰ鋼板

【既設】屋根：一文字横葺き W250

軒先部分　詳細図 改修後 棟部分　詳細図

改修前 軒先部分　詳細図 改修前 棟部分　詳細図

改修後屋根Ａ 屋根Ａ

屋根Ａ 屋根Ａ

内樋 L型 両面ｶﾗｰGL鋼板t0.5

Ｆ棟　（相撲控室）屋根改修図　１

1/ 10
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石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ

Ｆ棟

Ｆ棟

Ｈ棟

Ｈ棟

【新設】断熱材:

割付による

【既設】木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25

ﾎﾟﾘｲｿｼｱﾇﾚｰﾄﾌｫｰﾑ t=25

【新設】ｹﾗﾊﾞ水切:屋根同材加工

【新設】ｹﾗﾊﾞ唐草:ｱﾙﾐ押出型材

(ｱﾙﾏｲﾄ処理)

【新設】ｹﾗﾊﾞｶﾊﾞｰ:屋根同材加工

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板【新設】ｼﾞｮｲﾅｰ:

2
5

【新設】ｹﾗﾊﾞ唐草受材:溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板加工 t=1.0

既存屋根材撤去

＠490

【既設】金属ﾀﾙｷ H25

490

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ t=0.4

(発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ裏貼)

【新設】渦巻きﾊｾﾞ横葺屋根 W250 ﾊﾞｯｷﾝｸﾞ工法

【既設】軒天：ｹｲｶﾙ板 t=6

【既設】幕板：ｶﾗｰ鋼板加工

ｶﾗｰ鋼板

【既設】屋根：一文字横葺き W250

【既設】母屋：C-100X50

割付による

【既設】木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25

＠490

【既設】金属ﾀﾙｷ H25

490

【既設】軒天：ｹｲｶﾙ板 t=6

【既設】幕板：ｶﾗｰ鋼板加工

【既設】母屋：C-100X50

【既設】屋根：一文字横葺き W250

ｶﾗｰ鋼板

【既設・撤去】ｹﾗﾊﾞｶﾊﾞｰ:屋根同材加工

ケラバ部分　詳細図

ケラバ部分　詳細図改修前

改修後屋根Ａ

屋根Ａ

Ｆ棟　（相撲控室）屋根改修図　２

1/ 10
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石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ

Ｎ

1/200

Ｇ棟　（相撲場）既存図 Ｇ-01

ＷＰ塗装

棟瓦：撤去

屋根伏図　Ｓ＝1/200平面図　Ｓ＝1/200

木製格子

隣接Ａ棟の竪樋へ連結

隣接Ａ棟の竪樋へ連結

2,700 8,600 2,700

2
,
7
0
0

8
,
6
0
0

2
,
7
0
0

東 面南 面

立面図　Ｓ＝1/200

屋根：塩ビ被覆鋼板葺き

4
,
7
0
0

土俵

2
,
7
0
0

8
,
6
0
0

2
,
7
0
0

2,7008,6002,700

２
５

５

７

４４ ８８

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



６

AS AS

AS：アスベスト調査の結果

ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

調査対象部分

足場設置後にクラック、浮き、剥離部の調査を行い、図面記載の上報告する

事前調査概要

下図表に示す他

撤去の別 改修内容

改修内容

既存仕様

改修内容 改修内容

既存仕様

改修内容

既存仕様

建具表　Ｓ＝1/200

部位

軒天部

破風・鼻隠し

屋根・樋

１

２

３

４

５

現況事前調査

○

AS AS

AS：アスベスト調査の結果

撤去の別 改修内容

改修内容

部位 現況事前調査

建具

内装改修

７
その他

木製矢切格子 ＷＰ塗装

○

カラーＧＬ鋼板ｔ0.4カバー工法　断熱材なし

屋根同材

塩ビ被覆鋼板ｔ0.4　一文字葺き

棟；瓦葺

軒樋・竪樋 撤去 詳細図参照

撤去

改修内容

既存仕様

ボンデ鋼板

ＳＯＰ塗装

撤去なし

撤去なし ＤＰＰ塗装

Ｇ-02

撤去

撤去

軒天と同じ

その他

ＷＰ塗装
８

鉄骨柱

ＤＰ塗装

ＬＧＳ天井下地（全面）土俵上共

ケイカル版ｔ6（全面）土俵上共

ＡＥＰ塗装　土俵上共

ＬＧＳ天井下地（25型）　土俵上共

ケイカル版ｔ6　　　　　 土俵上共

ＡＥＰ塗装【新】        土俵上共

Ｇ棟　（相撲場）改修内容

土俵改修内容

既存土俵掘り起こし締固め

仕切り板塗装

　　　 簡易俵作成・据付　72

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



割付寸法

【新設】棟包み:屋根同材加工

割付寸法

185185

ﾄﾞﾚﾝ

【新設】渦巻きﾊｾﾞ横葺屋根 W185 ﾊﾞｯｷﾝｸﾞ工法

185

185

(発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ裏貼)

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ t=0.4

185

屋根Ｂ屋根Ｂ

屋根Ｂ屋根Ｂ 改修後

棟部分　詳細図改修前軒先部分　詳細図改修前

棟部分　詳細図改修後軒先部分　詳細図

185

185

185

【既設・撤去】 軒樋

【既設・撤去】

受ﾊﾞﾝﾄﾞ 

竪樋：VP100 塗装

φ114

【既設】屋根：一文字横葺き W185

ｶﾗｰ鋼板

【既設】幕板:ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板 t=1.0

【既設】軒天：ｹｲｶﾙ板 t=6

35

100

【既設】ｱﾙﾐｶﾗｸｻ
【既設】母屋：C-100X50

【既設】金属ﾀﾙｷ@490 H25

木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25落とし込み

竪樋：ｶﾗｰVP100

受ﾊﾞﾝﾄﾞ SUS ＠1,200

【新設】

160

φ114

【既設】幕板:ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板 t=1.0

【既設】軒天：ｹｲｶﾙ板 t=6

【新設】落葉除け:ｶﾗｰGL鋼板t=0.5

内樋固定金具 ｱﾙﾐ押出型材 ＠400

【新設】

35

100

【新設】補強材:溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板加工 t=1.0

【既設】ｱﾙﾐｶﾗｸｻ

【既設】屋根：一文字横葺き W185

ｶﾗｰ鋼板

【既設】母屋：C-100X50

【既設】金属ﾀﾙｷ@490 H25

木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25落とし込み

Ｇ棟Ｇ棟

Ｇ棟Ｇ棟

【新設】棟下地:GL素地鋼板 t=0.8加工

185

【既設】屋根：一文字横葺き W185

ｶﾗｰ鋼板

【既設】棟下地
割付寸法

185

割付寸法

【既設】母屋：C-100X50

木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25落とし込み

【既設】金属ﾀﾙｷ@490 H25

100

35

【既設】棟包み：ｶﾗｰ鋼板

100

35

棟芯

(発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ裏貼)

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ t=0.4

ﾊﾞｯｷﾝｸﾞ工法

【新設】渦巻きﾊｾﾞ横葺屋根 W185 

【既設】母屋：C-100X50

ｶﾗｰ鋼板

【既設】屋根：一文字横葺き W185

木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25落とし込み

【既設】金属ﾀﾙｷ@490 H25

100

35

【既設】棟包み：ｶﾗｰ鋼板

【新設】補強：溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=1加工

【既設】棟下地

100

35

屋根本体立ち上げ加工

棟芯

摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ

内樋 L型 両面ｶﾗｰGL鋼板t0.5

Ｇ棟　（相撲場）屋根改修図　１

1/ 10
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石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ

【既設】木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25

【新設】ｹﾗﾊﾞ水切:屋根同材加工

【新設】ｹﾗﾊﾞ唐草:ｱﾙﾐ押出型材

(ｱﾙﾏｲﾄ処理)

【新設】ｹﾗﾊﾞ唐草受材:溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板加工 t=1.0

【既設】金属ﾀﾙｷ H25

【既設】軒天：ｹｲｶﾙ板 t=6

【既設】母屋：C-100X50

【既設】幕板:ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板 t=1.0

【既設】屋根：一文字横葺き W185

ｶﾗｰ鋼板

割付による

【既設】木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25

＠490

【既設】金属ﾀﾙｷ H25

490

【既設】軒天：ｹｲｶﾙ板 t=6

【既設】母屋：C-100X50

【既設】幕板:ﾎﾞﾝﾃﾞ鋼板 t=1.0

【既設・撤去】ｹﾗﾊﾞｶﾊﾞｰ:屋根同材加工

【既設】屋根：一文字横葺き W185

ｶﾗｰ鋼板

【既設】母屋：C-100X50

【既設】金属ﾀﾙｷ@490 H25

木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25落とし込み

【既設】屋根：一文字横葺き W185

ｶﾗｰ鋼板

【新設】棟下地:GL素地鋼板 t=0.8加工

【新設】渦巻きﾊｾﾞ横葺屋根 W185 

ﾊﾞｯｷﾝｸﾞ工法

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ t=0.4

(発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ裏貼)

【新設】補強：溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=1加工

【新設】棟包み:屋根同材加工

屋根同材加工二重水切:【新設】

ｼｰﾘﾝｸﾞ
35

100

【既設】外壁：ｹｲｶﾙ板

屋根本体立ち上げ加工

【既設】母屋：C-100X50

【既設】金属ﾀﾙｷ@490 H25

木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25落とし込み

【既設】屋根：一文字横葺き W185

ｶﾗｰ鋼板

35

100

＠185

185

割付寸法

【既設】外壁：ｹｲｶﾙ板

【既設・撤去】化粧格子：□-40X40

Ｇ棟

Ｇ棟

Ｇ棟

Ｇ棟

ケラバ部分　詳細図

改修前 ケラバ部分　詳細図

改修後 水上 外壁取り合い部分　詳細図

改修前 水上 外壁取り合い部分　詳細図

改修後屋根Ｂ

屋根Ｂ 屋根Ｂ

屋根Ｂ

割付による

【新設】ｹﾗﾊﾞｶﾊﾞｰ:屋根同材加工

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板【新設】ｼﾞｮｲﾅｰ:
＠490490

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ t=0.4

(発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ裏貼)

【新設】渦巻きﾊｾﾞ横葺屋根 W185 ﾊﾞｯｷﾝｸﾞ工法

既存屋根材撤去

＠185

割付寸法

Ｇ棟　（相撲場）屋根改修図　２

1/ 10
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摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ
1/200

Ｈ棟　（屋外便所）既存図 Ｈ-01

７
４

２

平面図　Ｓ＝1/200

HAW
１

SS

2
,
9
0
0

3
,
0
0
0

2
,
1
0
0

3
,
0
0
0

1
1
,
0
0
0

4,400 800 3,600

2,500 2,000

4,500 800

倉庫

女子トイレ

多目的トイレ

男子トイレ

新規ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ舗装

既
存
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾛ
ｯ
ｷ
ﾝ
ｸ
ﾞ
舗

装

4
,
0
0
0

X1 X2

Y3

Y2

Y1

１

HSS

１
HAD

HAW
１

HAW
１

HAW
３

１
HAW

１

HAW

HAW
２

Ｎ

2
,
9
0
0

3
,
0
0
0

2
,
1
0
0

3
,
0
0
0

1
1
,
0
0
0

4,400

2,500 2,000

4,500

X1 X2

Y3

Y2

Y1

7
5
0

7
5
0

900900

屋根伏図　Ｓ＝1/200

南 面

2
0
0
3
,
0
0
0

4,400900 900

東 面

750 11,000 750

竪樋：75φ

北 面

4,400900 900

西 面

750 11,000 750

屋根：塩ビ被覆鋼板葺き

立面図　Ｓ＝1/200

棟瓦：撤去

棟：和瓦　撤去

外構改修

１１１１
２ ２２

３３ ３

４ ４

５
５５ ７

ａ

ａ

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



建具周囲シーリング撤去

　打ち換え（ＭＳ２）

改修なし

アルミ外倒し窓

　打ち換え（ＭＳ２）

建具周囲シーリング撤去

６

AS AS

AS：アスベスト調査の結果

１

１箇所

ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

調査対象部分

足場設置後にクラック、浮き、剥離部の調査を行い、図面記載の上報告する

事前調査概要

下図表に示す他

（事前調査により必要があれば改修）

改修なし

撤去の別 改修内容

改修内容

水洗い工法

ＡＥＰ塗装【新】

既存仕様

改修内容

建具表　Ｓ＝1/200

部位

基礎部

外壁部

軒天部

破風・鼻隠し

屋根・樋

１

２

３

４

５

コンクリート基礎

モルタル塗り

現況

ケイカル版ｔ6

ＡＥＰ塗装

事前調査

○

○

○

AS AS

AS：アスベスト調査の結果

撤去の別 改修内容

改修内容

部位 現況事前調査

建具

内装改修

○
建具表による

建具周囲シーリング（ＭＳ２）建具周囲シーリング 撤去

７
その他

木製矢切格子 ＷＰ塗装

○

屋根同材

塩ビ被覆鋼板ｔ0.4　一文字葺き

棟；瓦葺

軒樋・竪樋 撤去 詳細図参照

撤去

　ＬＧＳの上化粧合板

シャッター上天井

撤去

撤去

Ｗ600×延長9.4ｍ

シャッター上天井

Ｗ600×延長9.4ｍ

　ＬＧＳの上化粧合板【新規】

押し出しセメント版　ｔ60

吹付塗装

版間・端部　シーリング

有 水洗い工法 防水型複層塗材Ｅ

撤去 シーリング（ＭＳ２）

Ｆ-02

ボンデ鋼板

ＳＯＰ塗装

撤去なし

撤去なし ＤＰＰ塗装

カラーＧＬ鋼板ｔ0.4カバー工法　断熱材あり

改修内容

既存仕様
１

１箇所

建具周囲シーリング撤去

　打ち換え（ＭＳ２）

改修なし 改修内容

既存仕様

１箇所 改修内容

既存仕様
２

１箇所 改修内容

既存仕様

6
0
0

1,800

6
0
0

2,650

6
0
0

3,300

1
,
9
0
0

1,650

ガラス交換：6.8mm網入りガラス

1,800

2
,
1
0
0

HAD HSS HAW

１

HAW HAW

３

５箇所

アルミ製観音開き戸

ガラス交換（１箇所）

軽量スチールシャッター アルミ外倒し窓

改修なし

　打ち換え（ＭＳ２）

建具周囲シーリング撤去

アルミ外倒し窓

改修なし

　打ち換え（ＭＳ２）

建具周囲シーリング撤去

Ｈ棟　（屋外便所）改修内容

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



１

１箇所

既存仕様

改修内容

HTB

既存撤去

Ｈ：100

100角タイル張り

巾木タイル

全撤去

モルタル下地

タイル張り

Ｈ：100

全面水洗い

ひび割れ部シーリング

防水型複層塗材Ｅ

ＬＧＳ下地

ケイカル版ｔ6

ＥＰ塗装

撤去なし

ＡＥＰ塗装

100角磁器タイル張り

モルタル下地の上、100角磁器質タイル張り

ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

床

既存

改修

撤去

備考巾木 天井腰壁　壁 廻り縁

塩ビ製

室名

男子トイレ
全面水洗い

ＬＧＳ下地

ケイカル版ｔ6

ＥＰ塗装

撤去なし

ＡＥＰ塗装

撤去なし

床

既存

改修

撤去

備考巾木 天井腰壁　壁 廻り縁

塩ビ製

室名

ＬＧＳ下地

ケイカル版ｔ6

ＥＰ塗装

撤去なし

ＡＥＰ塗装

撤去なし

床

既存

改修

撤去

備考巾木 天井腰壁　壁 廻り縁

塩ビ製

室名

100角磁器タイル張り

モルタル下地の上、100角磁器質タイル張り

撤去なし

多目的トイレ

100角磁器タイル張り

撤去・改修なし 全面水洗い

女子トイレ

Ｈ棟　（屋外便所）内装改修 Ｈ-03

床タイル全面撤去

床タイル全面撤去

Ｈ：100

タイル張り

モルタル下地

全撤去

巾木タイル

100角タイル張り

Ｈ：100

建具表　Ｓ＝1/200

既存撤去

HTB

改修内容

既存仕様

１箇所

２
トイレブース（男子トイレ） トイレブース（女子トイレ） スチール製格子

改修内容 ＳＯＰ塗り

2
,
0
0
0

850 500

850

1
,
2
5
0

600

6
5
0

500 850

850

1,350

1
,
0
5
0 9
0
01
,
0
5
0

900

1,050 1,050

2
,
0
0
0

2,000

6
0
0

撤去なし　水洗い

窯業系サイディング張りの上吹付タイル

窯業系サイディング張りの上吹付タイル

窯業系サイディング張りの上吹付タイル

一部タイル張り

洗面前2.1ｍ×0.9ｍ 小便前3.2ｍ×1.1ｍ

ひび割れ部シーリング

一部タイル張り

洗面前2.1ｍ×0.9ｍ撤去　 小便前3.2ｍ×1.1ｍ撤去

サイデイング部　防水型複層塗材Ｅ

一部タイル張り：磁器質タイル100角

洗面前2.1ｍ×0.9ｍ 小便前3.2ｍ×1.1ｍ

一部タイル張り

洗面前2.1ｍ×0.9ｍ ＳＫ前1.4ｍ×1.1ｍ

一部タイル張り

洗面前2.1ｍ×0.9ｍ　撤去 ＳＫ前1.4ｍ×1.1ｍ　撤去

サイデイング部　防水型複層塗材Ｅ

一部タイル張り：磁器質タイル100角

洗面前2.1ｍ×0.9ｍ ＳＫ前1.4ｍ×1.1ｍ

6
0
0

1,000

各２箇所

メラミン化粧合板　付属品一式

新規設置

メラミン化粧合板　付属品一式

新規設置

SUS巾木

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ

Ｆ棟 Ｈ棟

Ｆ棟 Ｈ棟

Ｆ棟 Ｈ棟

250

250

＠250

35

100

【新設】

内樋固定金具 ｱﾙﾐ押出型材 ＠400

落葉除け:ｶﾗｰGL鋼板t=0.5【新設】

160

φ89
【新設】

受ﾊﾞﾝﾄﾞ SUS ＠1,200

竪樋：ｶﾗｰVP75

ﾄﾞﾚﾝ

【新設】補強材:鋼板加工 t=1.0

ﾎﾟﾘｲｿｼｱﾇﾚｰﾄﾌｫｰﾑ t=25【新設】断熱材:

25

【既設】軒天：ｹｲｶﾙ板 t=6

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ t=0.4

(発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ裏貼)

【既設】ｱﾙﾐｶﾗｸｻ

ｶﾗｰ鋼板

【既設】母屋：C-100X50

【既設】金属ﾀﾙｷ@490 H25

木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25落とし込み

【新設】渦巻きﾊｾﾞ横葺屋根 W250 ﾊﾞｯｷﾝｸﾞ工法

【既設】屋根：一文字横葺き W250

ﾎﾟﾘｲｿｼｱﾇﾚｰﾄﾌｫｰﾑ t=25

250

35

100

屋根本体立ち上げ加工

250

25 25

木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25落とし込み

【既設】金属ﾀﾙｷ@490 H25

【新設】棟包み:屋根同材加工

割付寸法

【新設】補強：溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板 t=1加工

【既設】棟包み：ｶﾗｰ鋼板

ﾊﾞｯｷﾝｸﾞ工法

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ t=0.4

(発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ裏貼)

ｶﾗｰ鋼板 【既設】母屋：C-100X50

【新設】渦巻きﾊｾﾞ横葺屋根 W250

【既設】屋根：一文字横葺き W250

35

100

割付寸法

【既設】棟下地

棟芯

【新設】棟下地:GL素地鋼板 t=0.8加工

【新設】断熱材:

Ｆ棟 Ｈ棟

【既設】幕板：ｶﾗｰ鋼板加工

35

100

木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25落とし込み

【既設】金属ﾀﾙｷ@490 H25

【既設】棟包み：ｶﾗｰ鋼板

【既設】母屋：C-100X50

35

100

【既設】棟下地

棟芯

【既設】軒天：ｹｲｶﾙ板 t=6

【既設】母屋：C-100X50

【既設】金属ﾀﾙｷ@490 H25

木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25落とし込み

【既設】幕板：ｶﾗｰ鋼板加工

250

250

＠250

【既設・撤去】 軒樋

【既設・撤去】 竪樋：VP75 塗装

受ﾊﾞﾝﾄﾞ 

【既設】ｱﾙﾐｶﾗｸｻ

【既設】屋根：一文字横葺き W250

ｶﾗｰ鋼板

35

100

割付寸法

250

割付寸法

【既設・撤去】棟瓦

250
ｶﾗｰ鋼板

【既設】屋根：一文字横葺き W250

軒先部分　詳細図 改修後 棟部分　詳細図

改修前 軒先部分　詳細図 改修前 棟部分　詳細図

改修後屋根Ａ 屋根Ａ

屋根Ａ 屋根Ａ

内樋 L型 両面ｶﾗｰGL鋼板t0.5

Ｈ棟　（屋外便所）屋根改修図　１

1/ 10
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1/ 10
摘要

承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ

Ｆ棟

Ｆ棟

Ｈ棟

Ｈ棟

【新設】断熱材:

割付による

【既設】木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25

ﾎﾟﾘｲｿｼｱﾇﾚｰﾄﾌｫｰﾑ t=25

【新設】ｹﾗﾊﾞ水切:屋根同材加工

【新設】ｹﾗﾊﾞ唐草:ｱﾙﾐ押出型材

(ｱﾙﾏｲﾄ処理)

【新設】ｹﾗﾊﾞｶﾊﾞｰ:屋根同材加工

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板【新設】ｼﾞｮｲﾅｰ:

2
5

【新設】ｹﾗﾊﾞ唐草受材:溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板加工 t=1.0

既存屋根材撤去

＠490

【既設】金属ﾀﾙｷ H25

490

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ t=0.4

(発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ裏貼)

【新設】渦巻きﾊｾﾞ横葺屋根 W250 ﾊﾞｯｷﾝｸﾞ工法

【既設】軒天：ｹｲｶﾙ板 t=6

【既設】幕板：ｶﾗｰ鋼板加工

ｶﾗｰ鋼板

【既設】屋根：一文字横葺き W250

【既設】母屋：C-100X50

割付による

【既設】木毛ｾﾒﾝﾄ板 t=25

＠490

【既設】金属ﾀﾙｷ H25

490

【既設】軒天：ｹｲｶﾙ板 t=6

【既設】幕板：ｶﾗｰ鋼板加工

【既設】母屋：C-100X50

【既設】屋根：一文字横葺き W250

ｶﾗｰ鋼板

【既設・撤去】ｹﾗﾊﾞｶﾊﾞｰ:屋根同材加工

ケラバ部分　詳細図

ケラバ部分　詳細図改修前

改修後屋根Ａ

屋根Ａ

Ｈ棟　（屋外便所）屋根改修図　２ Ｈ-05

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



路盤：ＲＣ40

敷き砂

Ａ：5-01

舗装改修Ｃ

1/400
摘要

T・L・A・W・R
承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ

目隠しフェンス

Ｄ棟

M

駐
輪

場

雨

汚

水

水

雨
M

M

M

M

M

M

MM

電

電

電

止

矢道

物置

物置

物置

物置

相撲控室

Ａ棟

Ｂ棟

Ｃ棟

的場

Ｅ棟

Ｆ棟
Ｇ棟

Ｈ棟

Ｉ

Ｊ

Ｌ

Ｋ

相撲場

舗装改修Ｂ

舗装改修Ａ

4
,
0
0
0

舗装改修Ｄ

目隠しフェンス

機械基礎Ａ

機械基礎Ｂ

機械基礎Ｃ

水　　水道

雨　　雨水桝

電　　電気マンホール

汚　　汚水マンホール

M　　雨水マンホール

止　　止水栓

舗装改修Ｅ

舗装改修Ｆ

外構改修　外構平面図

機械基礎Ｃ

機械基礎Ｄ

ｍ2 6.2 

ｍ2 25  

新規ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ舗装
舗装改修Ｄ

舗装改修Ｅ

舗装改修Ｆ

理由改修記号

既存縁石ＣＢ　　撤去（材再使用）

既存ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ　撤去（材再使用）

既存ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ　再設置

既存縁石ＣＢ　　再設置

舗装改修Ａ

内容

機械設備用
舗装改修Ｂ

既存ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ　撤去（材再使用）

既存ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ　再設置

既存ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ　撤去（材再使用）

舗装改修Ｃ
既存ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ　再設置

階段一部撤去機械設備用

雨水配管替え

電気幹線埋設

電気設備用

遠的場アプローチ

便所アプローチ 新規縁石ＣＢ

新規ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ舗装

遠的場　矢道

ｍ2113  

数量

ｍ2782  

機械基礎Ａ

機械基礎Ｂ

機械基礎Ｃ

機械基礎Ｄ

電気設備用

発電機・油庫基礎

電気設備用

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ　基礎

機械設備用

エアコン屋外機基礎

詳細図参照

詳細図参照

詳細図参照

構内舗装改修
上記のほか

既存ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ舗装部不陸あり
既存ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ　撤去（材再使用）

既存ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ　再設置

ｍ2 10  

見込み

  8  ｍ

ｍ2 25  

  8  ｍ

ｍ2

ｍ

  6.7 ｍ

ｍ2 14.5  

 18  

 18  

 1 式

階段一部設置（モルタル塗り）  1 式

ｍ2 6.2 

機械設備用

受水槽用基礎
詳細図参照

6
0

3
0

1
0
0

1
2
0

1
0

1
0
0

5
0

インターロッキング
縁石ＣＢ

路盤：ＲＣ40

コンクリート打設

敷モルタル

雨水配管替え（機械設備）

インターロッキング舗装詳細図　Ｓ＝1/10
縁石ＣＢ詳細図　Ｓ＝1/10

整地・すきとりの上砂地業程度

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



摘要

T・L・A・W・R
承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ

+280

±0

±0

+50

物置

的場

電柱

止水栓

-250

-250

-1,050

+50

+50

+50 +100

±0

樹木：Ｈ1.5ｍ

既存石垣

暗渠

既存防球ネット 既存防球ネット

既存防球ネット支柱

既存防球ネット基礎（想定）

+280 現況高さを示す

±0

造成計画

造成高さを示す（すきとり）

樹木：Ｈ2.5ｍ

樹木：Ｈ1.5ｍ

撤去

撤去

120ｍ2×平均200　＝24ｍ3

撤去

+180

±0

電気埋設配管あり：ＧＬ-900

HH

量水器

電気設備工事にて移動 HH

樹木：Ｈ2.5ｍ

撤去

外構改修　基礎リスト（機械基礎Ａ）現況図 Ａ：5-02

1/100石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



ＧＬ：ＨＨ天端

摘要

T・L・A・W・R
承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ

物置

的場

フ
ェ

ン
ス

1,200

フ
ェ

ン
ス

700

フェンス

フェンス

1,950L

重油

1,950L

重油

1
,
3
0
0

1
,
3
0
0

±0

+50

+50

+50

-1,050

-250

-250

発電機

遠的場の的場

既存防球ネット 既存防球ネット

電気埋設配管あり：ＧＬ-900

量水器止水栓

電柱

HH

5
,
7
0
0

14,000

発電機基礎

油庫基礎

暗渠

油庫 油庫

※　電気埋設配管あり

電気設備工事にて移動

別途工事（電気設備工事）にて移動

HH

200ＫＶＡ

1,7001,015

1
,
9
4
1

目かくし遮音フェンス

300 300

600

目隠しフェンス詳細図　Ｓ＝1/50

1-Ｄ13

1-Ｄ13
ＲＣ40

1-Ｄ13

Ｄ10＠200

Ｄ10

Ｄ10＠200
縦横

1
5
0
4
5
0

6
0
03
0
0

1
5
04
5
0

外構改修　基礎リスト（機械基礎Ａ）配置計画図

750

溶接金網6φ100目

コア抜き・無収縮モルタル充填

縦筋：Ｄ10＠200

1/100

1
5
0

コンクリート金コテ押さえ

ＧＬ：ＨＨ天端

ＲＣ40

コンクリート金コテ押さえ

1
5
0

1
5
0

1
0
0

コンクリート土間詳細図　Ｓ＝1/50

鉄筋：縦横Ｄ13＠300

鉄筋　：　ＳＤ２９５Ａ

使用材料

ｺﾝｸﾘｰﾄ：　24-15-25

Ａ：5-03

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



摘要

T・L・A・W・R
承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ

ＲＣ40～0

3
0
0

3
0
06
0
0

1
5
0

Ａ Ａ

ＲＣ40～0

土間コンクリート金コテ押さえ

配筋：縦横Ｄ13　＠250

砕石地業（ＲＣ40）　ｔ150

ＧＬ：ＨＨ天端

3
0
0

3
0
06
0
0

1
5
0 1
5
0

1
,
5
0
0

3,200

1
5
0

1
5
0

1
5
0

3,200

ＧＬ：ＨＨ天端

1
,
5
0
0

3,200

ダブル

ダ
ブ

ル

発電機基礎Ａ-Ａ断面図　Ｓ＝1/50 発電機基礎Ｂ-Ｂ断面図　Ｓ＝1/50

発電機基礎平面図　Ｓ＝1/50 発電機基礎配筋図　Ｓ＝1/50

Ｂ
Ｂ

砕石地業（ＲＣ40）　ｔ150

配筋：縦横Ｄ13　＠250

土間コンクリート金コテ押さえ

ＲＣ40～0ＲＣ40～0

200ＫＶＡ

発電機

200ＫＶＡ

発電機

200ＫＶＡ

発電機

6
-
D
1
3

12-D13

外構改修　基礎リスト（機械基礎Ａ）発電機基礎

1/100
1/ 50

（電気設備工事）

コンクリート金コテ押さえ

鉄筋　：　ＳＤ２９５Ａ

使用材料

ｺﾝｸﾘｰﾄ：　24-15-25

Ａ：5-04

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



摘要

T・L・A・W・R
承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ

3
,
2
0
0

3
,
2
0
0

Ｂ
Ｂ

Ａ Ａ

オイルタンク基礎Ａ-Ａ断面図　Ｓ＝1/50 オイルタンク基礎Ｂ-Ｂ断面図　Ｓ＝1/50

オイルタンク基礎平面図　Ｓ＝1/50 オイルタンク基礎配筋図　Ｓ＝1/50

5,900

ダブル

ダ
ブ

ル

1
5
0

6
0
0

3
0
0
3
0
0 ＧＬ：ＨＨ天端

1
5
0

6
0
0

3
0
0
3
0
0

ＲＣ40～0 ＲＣ40～0

土間コンクリート金コテ押さえ

配筋：縦横Ｄ13　＠250

砕石地業（ＲＣ40）　ｔ150

1
5
0
1
5
0

ＲＣ40～0

ＧＬ：ＨＨ天端

1/ 50

（電気設備工事）

油庫

（電気設備工事）

油庫

（電気設備工事）

油庫

21-Ｄ13

1
2
-
Ｄ

1
3

コンクリート金コテ押さえ

鉄筋　：　ＳＤ２９５Ａ

使用材料

ｺﾝｸﾘｰﾄ：　24-15-25

5,900

Ａ：5-05外構改修　基礎リスト（機械基礎Ａ）油庫基礎

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



摘要

T・L・A・W・R
承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ：3,900×2,100（4.8ｔ）

2
,
5
0
0

1
0
-
Ｄ

1
3

4,300

15-Ｄ13

2
,
5
0
0

4
,
9
0
0

6,700

平面図

メッシュフェンス（Ｈ：2.0ｍ）＋独立基礎

メッシュフェンス（Ｈ：2.0ｍ）＋独立基礎

メ
ッ

シ
ュ

フ
ェ

ン
ス

（
Ｈ

：
2
.
0
ｍ

）
＋

独
立

基
礎

メ
ッ

シ
ュ

フ
ェ

ン
ス

（
Ｈ

：
2
.
0
ｍ

）
＋

独
立

基
礎

ＧＬ

3
0
0
3
0
0

6
0
0

断面図

ＲＣ40

コンクリート金コテ押さえ

鉄筋　：　ＳＤ２９５Ａ

使用材料

ｺﾝｸﾘｰﾄ：　24-15-25

キュービクル基礎詳細図　Ｓ＝1/50

外構改修　基礎リスト（機械基礎Ｂ）

1/ 50

メ
ッ

シ
ュ

フ
ェ

ン
ス

（
Ｈ

：
2
.
0
ｍ

）
＋

独
立

基
礎

K O B A D E N

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ：3,900×2,100（4.8ｔ）

（電気設備工事）

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

500

コンクリート金コテ押さえ

Ａ：5-06

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



摘要

T・L・A・W・R
承認

工事名称 縮尺

図面名称 図番

作成者ＴＩＭＥ

AC屋外機

1
5
0

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

1
5
0

5
,
3
0
0

1
,
0
0
0

５

６

Ａ

1,200

目
隠

し
遮

音
フ

ェ
ン

ス
　

Ｈ
：

2
.
0
ｍ

150

1,350

1
5
0

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

1
5
0

1
0
,
3
0
0

３

４

Ａ

目
隠

し
遮

音
フ

ェ
ン

ス
　

Ｈ
：

2
.
0
ｍ

150 1,200

1,350

機械基礎Ｅ　断面図　Ｓ＝1/50

ＲＣ40

目かくし遮音フェンス

300 300

600

1-Ｄ13

水勾配

Ｄ13縦横＠300
1
,
9
5
0

150 1,200

1,350

1
0
0 3
5
0
1
5
0

5
0
0

Ｄ 13縦横＠300

コンクリート金コテ押さえ

コア抜き・無収縮モルタル充填

ＧＬ

AC屋外機

AC屋外機

AC屋外機

AC屋外機

AC屋外機

AC屋外機

AC屋外機

AC屋外機

AC屋外機

鉄筋　：　ＳＤ２９５Ａ

使用材料

ｺﾝｸﾘｰﾄ：　24-15-25

機械基礎Ｄ　平面図

機械基礎Ｃ　平面図

目隠しフェンス詳細図　Ｓ＝1/50

機械基礎Ｃ・Ｄ　断面図

１

1
,
8
0
0

ａ

ｂ

機械基礎Ｅ　平面図

Ｄ13縦横＠300

Ｄ13縦横＠300

ＲＣ40

コンクリート金コテ押さえ

Ｄ13縦横＠300

Ｄ13縦横＠300

ＲＣ40
ｂ-ｂ 断面図

ＧＬ

水勾配

消火栓ポンプ受水槽　総重量：0.95ｔ

a-a 断面図

外構改修　基礎リスト（機械基礎Ｃ・Ｄ・Ｅ）

1/ 50

（機械設備工事）

AC屋外機

（機械設備工事）

800

3
0
0

6
0
0

9
0
0

1
0
0

3
0
0

6
0
0

9
0
0ＧＬ

1
0
0

2,850

4,300

Ｈ

ａ

2
,
4
0
0

3,300 350

550

650

550

ｂ

2,110 640

6402,110

5
0
0

消火栓ポンプ受水槽

（機械設備工事）

Ａ：5-07

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



足
場

ｂ

足場ａ

Ｄ棟

Ｂ棟

Ｃ棟

Ｆ棟
Ｈ棟Ｇ棟Ｇ棟

ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要
1/400

Ａ棟

Ｅ棟

Ｎ

足場Ａ

足場Ｂ 足場Ｂ

足場Ｃ（葺きおろし部分を含む）

葺きおろし部分

足
場

Ｄ

矢道

足
場

Ｆ

葺きおろし部分

足場Ｈ（葺きおろし部分を含む）

足場Ｉ

足
場

Ｊ

足
場

Ｇ

足場Ｋ

足場Ｌ

足
場

Ｅ

足
場

Ｍ

足場Ｎ

足場Ｏ

足場Ｍに含む

Ｄ棟

足場ａ

Ｂ棟

全周：足場Ｂ棟ａ

Ｅ棟

Ｃ棟

足場Ｃ棟ａ

足
場

Ｃ
棟

ｂ

足
場

Ｃ
棟

ｂ

全周：足場Ｅ棟ａ

Ｆ棟
Ｇ棟Ｇ棟 Ｈ棟

全周：足場Ｇ棟ａ
足場ａ

足
場

ｂ

足場ａ

足場ａ

足
場

ｂ

足
場

ｂ

足場Ｃ棟ａ

足場ａ

足
場

ａ

足
場

ａ

足場ｂ 足場ｂ

足
場

ｃ

足
場

ｃ

仮設計画図（外部足場）

共通仮設（見込み）

交通誘導員　100人（見込み）

仮設間仕切り（見込み）ＬＧＳ100＋ＧＢＲｔ12.5両面張り　100ｍ2

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）



ｍくさび緊結足場（手すり先行） 900 　17.8足場Ｆ棟ｂ 3.7

5.5

ＴＩＭＥ 作成者

図番図面名称

縮尺工事名称

承認

摘要

くさび緊結足場（手すり先行） ｍ

くさび緊結足場（手すり先行） ｍ900

900 　 4.0

　 4.0

3.9

3.9
足場Ｌ

　32.0

くさび緊結足場（手すり先行）足場Ａ 600 ｍ　33.3

記号・位置 足場の種類 建地幅 高さ 掛け長さ

足場Ｂ
くさび緊結足場（手すり先行） 600 ｍ

くさび緊結足場（手すり先行） ｍ900

　 6.5

　 6.5

くさび緊結足場（手すり先行） ｍ

くさび緊結足場（手すり先行） ｍ900
足場Ｃ

900

　32.0

　32.0

くさび緊結足場（手すり先行） ｍ

くさび緊結足場（手すり先行） ｍ900

900
足場Ｄ

　17.5

　17.5

くさび緊結足場（手すり先行） ｍ

くさび緊結足場（手すり先行） ｍ900

900 　17.5

　17.5
足場Ｅ

くさび緊結足場（手すり先行） ｍ

くさび緊結足場（手すり先行） ｍ900

900
足場Ｆ

　18.0

　18.0

10.5

10.5

10.5

10.5

11.9

11.9

3.5

3.5

3.5

9.8

9.8

くさび緊結足場（手すり先行） ｍ

くさび緊結足場（手すり先行） ｍ900

900 　18.0

　18.011.9

11.9
足場Ｇ

くさび緊結足場（手すり先行） ｍ

くさび緊結足場（手すり先行） ｍ900

900

　32.0

　32.09.8

9.8
足場Ｈ

くさび緊結足場（手すり先行） ｍ

くさび緊結足場（手すり先行） ｍ900

900 　32.0
足場Ｉ

3.5

3.5

くさび緊結足場（手すり先行） ｍ3.5足場Ｊ 900 　 7.5

くさび緊結足場（手すり先行） ｍ

くさび緊結足場（手すり先行） ｍ900

900
足場Ｋ

　 4.0

　 4.0

3.9

3.9

3.9

3.9900

900 ｍくさび緊結足場（手すり先行）

ｍくさび緊結足場（手すり先行）
足場Ｍ

　21.3

　21.3

3.9

3.9900

900 ｍくさび緊結足場（手すり先行）

ｍくさび緊結足場（手すり先行）

3.9

3.9900

900 ｍくさび緊結足場（手すり先行）

ｍくさび緊結足場（手すり先行）

足場Ｎ

足場Ｏ

　 4.0

   4.0

　 3.7

　 3.7

ｍ

ｍ

くさび緊結足場（手すり先行） 600 ｍ

記号・位置 足場の種類 建地幅 高さ 掛け長さ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ

足場Ｂ棟ａ 3.8 　38.2

足場Ｃ棟ｂ

足場Ｃ棟ａ
くさび緊結足場（手すり先行） 600 4.5 　24.6

くさび緊結足場（手すり先行） 4.5 　24.6900

　18.0くさび緊結足場（手すり先行） 600

くさび緊結足場（手すり先行） 900 5.5 　18.0

ｍくさび緊結足場（手すり先行） 900 4.8 　27.6足場Ｄ棟ａ

ｍ　 5.6くさび緊結足場（手すり先行） 900 4.0足場Ｄ棟ｂ

ｍくさび緊結足場（手すり先行） 900 5.5 　19.2足場Ｄ棟ｃ

ｍくさび緊結足場（手すり先行）足場Ｅ棟ａ 600 　28.22.5

ｍくさび緊結足場（手すり先行）足場Ｆ棟ａ 900 3.0 　14.4

くさび緊結足場（手すり先行） ｍ足場Ｇ棟ａ 600 3.8 　57.6

くさび緊結足場（手すり先行）

くさび緊結足場（手すり先行）

足場Ｈ棟ａ

足場Ｈ棟ｂ

ｍ

ｍ

900

900

　14.4

　23.8

3.7

3.0

仮設計画図（外部足場リスト）

Ａ棟 ＢＣＤＥＦＧＨ棟

石和清流館整備工事（建築主体）（債務）
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